
一般貨物自動車運送業における墜落・転落災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1
14～

15

会社敷地内で、被災者はミキサー車を整備中に、車体に上ろうとしたところ体

のバランスを崩して転倒し被災した。
59 1～9

1 5～6

被災者は駐車場内にてダンプ荷台を確認するため昇降ハシゴを利用し荷台へ上

がった。 確認後、昇降ハシゴで下りようとし、途中（地面より約1.5m位）まで

来た所で足を滑らせ、バランスを崩し、背中から地面に落ちて背中と左手首を

負傷した。

48
30～

49

1
16～

17

取引先会社から借りている当社敷地内で、貨物積載のため仮設ハウスに梯子を

かけて上っていたところ、足を踏み外し、踏ざんの間に足を挟んだ形で後方に

倒れ骨折した。

55
30～

49

1
13～

14

会議室の外ドアが開かなかったため、窓から室内に入った際、靴底に雪が付い

ていて滑って転倒し、背中・後頭部を打ち負傷した。
63

50～

99

1
11～

12

互い違いに6段積みしている一番上段の積荷をクレーンで荷上作業中、上から2

段目の後方で屈んで荷上作業を確認していたとき、屈んでいた積荷がバランス

を崩ずし落下した。

40
50～

99

1
10～

11

国道駐車帯にて、積荷のコンパネの固縛を増締め中、手を滑らせてバランスを

崩し、荷台上より落下転倒し、骨折及び硬膜下血腫の負傷した。 なお、安全

靴、ヘルメットは着用していた。

49
10～

29

1 3～4

荷物を下ろしている作業中に、11tトラックの荷台とセンター内のが高さが合わ

ないため、コンパネと鉄板を何枚か合わせて降ろしていたが、コンパネと壁の

間の隙間に足を落としてしまい、バランスを崩して左足首に全体重がかかる状

況になってしまい、足首を骨折した。

41
100～

299



1 3～4

作業終了後、駐車場へ車両を止めたが、忘れ物を取ろうとして後部まで戻り、

後部扉を開けて荷台に上がろうとしたときに足が滑り、後ろに尻もちをつき、

右腕を地面について右肩腱板断裂を負った。

47
30～

49

1
18～

19

構内にて、被災者がシート掛けの補助を行い、終了後、シャーシー前部に梯子

を伝いトラクターヘッドの踊り場に降りる際、1枚目のシートが梯子に覆い被さ

り、滑り易くなっていたため誤って足を踏み外し、1M下のトラクターヘッド踊

り場に腰付近から落下し、そのはずみで地面に落下した。

69
50～

99

1
10～

11

現場内にて仮設材の積み込み作業中、本人が荷台に上る際、荷台右側後方より

上り積んである鋼管パイプの上に足がつき、滑って地面に落下した。
53

10～

29

1 5～6

車両内で荷卸し作業をしているとき、ドラム缶の上の荷物を取り降ろししよう

とドラム缶の上に上がり荷物を移動していたところ、ドラムとドラムの隙間に

足が落ちて負傷した。

44
50～

99

1
9～

10

高速道路工事現場より、クローラクレーン（70t吊）の搬出輸送のためトレー

ラー荷台でジブブームを積み込んでいたところ、ジブブームが落下し、被災者

がジブブームと一緒に落下した事故である。

44
50～

99

1
14～

15

ベットフレーク（フレコン）を積みトラック（14t）で輸送中、駐車場で荷締め

のためにトラック荷台へ上り、ロープを引いたところ、ロープが切れそのまま

転落した。

33
10～

29

1
15～

16

製錬所向こうの岸壁で、運搬終了後の荷台の赤渣をスコップで片付け後、ト

ラック荷台にスコップを収納し降りようとした。 その際、サイドバンパーの

出っ張り部分に足が引っ掛かりバランスを崩し、高さ90cm位の所から尻もちを

つくように落下し手をついた。

49
10～

29

1
10～

11

搬出先のアパートの2Fからダンボールを2個持ちながら1Fへ下りている最中、残

り5段の所で凍っている階段から足を滑らせ、前向きに転倒してしまった。
63

10～

29

1
17～

18

顧客先において荷下ろし作業中、荷台から降りる際に段差に左足を取られバラ

ンスを崩し、トラック荷台より落下して転倒し、左足を強打し、左足関節外果

骨折を負った。

36 ―



1 0～1

荷卸し終了後にトラックの荷台より降りようとした際、足を滑らせて地面へ転

倒し、左腰後ろの部分を強打し、少し痛みがあったが業務を続けていた。 後日

に荷卸し作業中、荷台の中の鉄板の床に足を滑らせて腰をひねり、再び痛めて

しまい、打撲にて2週間の安静が必要となった。

42
30～

49

1 8～9

駐車場内で荷物を卸し終え、空ラックの荷締めをしていたところ、ラッシング

のベルトの取っ手部分が突然外れ、そのまま荷台上から右肩より転落し負傷し

た。

52 1～9

1
23～

24

貨物の積込作業中、高床ホームから手をついて下に降りようとしたとき、足が

滑って落下した。
59

30～

49

1
13～

14

コンクリート製品（471kg／個）24個（1列×10列×3段）を13tユニック車に積

込作業中、製品を重ねる為に、1段目の製品の上に角材を置こうと、荷台後方に

あった角材を持ち上げて振り返った後、一歩右足を出したら、その足が滑って

荷台の外側にいってしまった。 そのまま荷台より1.4m落下し、体の右側より落

ちて腰と肩を強打した。

59
10～

29

1 7～8

大型ダンプ車の積み込み終了後、通常とは違う車両後部アオリから降車した際

に、車両作業器具に作業着右足部分が引っ掛かり左手から転落し、左手肘部骨

折及び脱臼した。

60
50～

99

1
10～

11

他社で荷積みを終えて、荷台の上でネットを掛けていた時、バランスを崩し地

面に落下した。
47

10～

29

1
17～

18

トラックのバックカメラを拭くため、フォークリフトの爪に立ち、体の向きを

替え拭こうとした時、足がすべり、1.6m下のコンクリートの地面に落下し、体

の左側面を強打し、左足指骨折および左ひじにひびが入った。

53 1～9

1
18～

19

自社構内にて、トラック荷台の清掃中、強風に煽られバランスを崩して荷台よ

り転落しそうになり、飛び降りた時に左足踵から着地して負傷した。
41

10～

29

1 7～8

積み込みが終わり、工場のバースからトラックに戻る際、バース荷物搬入口の

足元の鉄板に乗ったところ、鉄板と鉄製の足が接合されている部分が外れたた

め鉄板が崩れ、搬入口（高さ約1m）から落下し、左手首を負傷した。

35
100～

299



1
16～

17

営業センターにて、荷物の積み込み作業中にバランスをくずしてしまい、ト

ラックの荷台から落下し、右手手のひらを強くつき、親指付け根の骨を骨折し

た。

42
10～

29

1
11～

12

取引先企業にて、トラックの荷台でパレットに載せた品物（印刷物）をジョル

ダー（パレットの左右1本ずつ引っ掛けて移動させるための棒）で移動していた

ところ、引っ掛け方が甘く、移動のため引っ張った際、右側が抜けた勢いで荷

台から転落し、左肩甲骨から腰にかけて打撲した。

58 ―

1 5～6

当事業所内に於いて、エンジンを始動し、出発の段取り準備中、大型トラック

の運転席から降りようとしたとき、突風にあおられバランスを崩し、落下して

右足を負傷した。

52
30～

49

1
14～

15

荷台にシートパイルを引き上げ積み込み中、一番最後の山のシートパイルが荷

台上で崩れ、車の運転席側（前部）でワイヤーを外す作業をする為に荷台上に

居た本人は崩れてきたシートパイルを避けようとして頭部より地上に落下し負

傷した。

50
10～

29

1 6～7

得意先の2F事務所から階段で下りる時、下から10段目あたりで転び、5～6段落

ちて、右膝を強打した。 そのあと車で配達に出たが、痛みに耐えられなくな

り、同僚と交代した。 後日に膝の皿を骨折していることが判明した。

48
10～

29

1
15～

16

2Fの窓からトラックコンテナ上部に荷物を数点搬出中、観音扉を開くためト

ラックコンテナ上部に従業員を乗せたまま移動させた。 その際、電線とタンス

の接触を防ごうとしたコンテナ上部に乗っていた従業員が、誤って転倒し、頭

部をぶつける。

50
50～

99

1
9～

10

引っ越し作業の為、トラックに荷物を搬入している状態でトラックの荷台から

降りる際、足を滑らせて胸と頭部から地面へ落下した。
46

50～

99

1
18～

19

第4荷捌場において、車両運搬用のトラーラに商品自動車の積込作業中、積込用

の荷台は上段と下段の2層構生になっているのだが、上段での作業中、引出式の

可動床が正しく作動しないため力を入れて引っ張ったところ、不安定な姿勢に

なり、可動床の空洞部分より下段の床に落下し、背中を強打した。

56
10～

29



1
15～

16
ビル内の階段で1Fに下りる途中、足を踏み外し転落した。 25

10～

29

1
15～

16

製品積込時、固縛用ベルトで固定している際、ベルトが外れ、荷台から地面に

落下した。
51

30～

49

1
14～

15

Lラック荷台の荷物を降ろす為、荷止め機を外そうしたが荷物が多い為、車両前

方に行く際荷台を通る事が出来なかったので、アオリに足を掛けて、横に移動

中、脚を踏み外し約1m30cm位から転倒し、腰から地面に落ち強打した。

57
10～

29

1
12～

13

個人宅で家具を配送中、ベットの床板を2階から引き取る際に階段から滑って落

下し骨折した。
26

30～

49

1 6～7

被災者は、トラック（4t）荷台での作業が終了し、荷台から降りようとした時、

あおりと荷台の隙間に安全靴のつま先が引っ掛かり、バランスを崩して転倒し

た。

37
50～

99

1
10～

11

鉄筋を搬送、搬送先従業員がクレーンで鉄筋を降ろす為の玉掛け作業を終え、

安全な場所に移動中、指示がないにもかかわらず天井クレーンが動いたことか

ら、危険を感じて慌てて荷台から飛び降りた際、体勢を崩し着地し、左手を着

き怪我をした。

50
10～

29

1
15～

16

現場にて荷物を止める作業中（荷締作業中）にワイヤーが切れトラックの荷台

から落ちた。
42 1～9

1 8～9
農場で、荷物のワラを積み込む準備のため、トラックキャビンの上（シート

デッキ）で荷台用シートを畳んでいた時に足が滑り地面に落下した。
48

30～

49

1 7～8

コンビニエンスストアー駐車場内にて製品に掛けてあるシート上の雪を掃う為

に荷台の積み荷に上がり、そこから降りる際、荷台後部のアオリに足を付いた

ところ足が滑りその反動で地上に落下した。

54
10～

29

1
11～

12

店の駐車場において、2tトラックを使用しての配送完了後、荷物室の整理作業を

終えてトラックから後ろ向きに降りる際に、ステップ（幅30cm×長さ150cm×

高さ50cm）から足を踏み外して地面に落下し、左手首を負傷した。

57 1～9

配達時の荷卸し作業中、荷台上部に積んでいた長さ3Mの脚立をダンボール商品



1
10～

11

に足をのせ取り卸しをしようとしたが、中身が空洞のため足が突き抜けてしま

いバランスを崩し背中から2M下の地面に落下し、落下中に体が回転して背中か

ら落ちた。

29
100～

299

1
17～

18

7.5トンの受乳車のタンク洗浄後に、タンク脇の足場に降りたところ、足場が

凍っており、滑ってしまい、そのまま地面に落ち、体の左側全体を打ちつけ

る。

65
30～

49

1
16～

17

第1配送センターで、一人でトラックの荷台から降りようとし、リアバンパーを

踏み外して落下し、手をつき、そのあと腕が上がらなくなった。
59

30～

49

1
15～

16

生コンクリート製造工場内で後部投入口の洗浄完了後、ステップを使用して降

りている途中、右手は手すりを掴み、左手でホースを持ったままで降りていた

為、最後のステップに足を掛けた時に左手に持っていたホースを踏み込み、思

いきり左腕が引っ張られて転倒し、左肩を負傷した。

59
30～

49

1 8～9

トラックのばた板にのり、シートに溜まっていた水を取り除こうとすくってい

る作業中に、ばた板からポール状のガードレールに右足を掛けようとした

ら、50cmほど滑り落ち、ガードレールに右腰と背中を打ちつけてしまった。

51
10～

29

1 8～9 配達の際、駐車場の溝に右足が挟まり、付け根と小指を骨折した。 33
30～

49

1
15～

16

プラント内の待機場所でダンプの荷台の掃除をする為に、荷台を上げた状態の

ままスコップを取ろうと登ったら、足が滑り転落してしまった。
75

30～

49

1
9～

10

自社の駐車場で、10t平のトラックの荷物にシートを掛けている時、荷物の上段

から下の段へ下りたところ、荷物を包装していたビニールが寒さで凍っていた

ため足をすべらせて落下した。

43
10～

29

1
16～

17

支店内でトラック荷台にて貨物（ロール状フィルム）を積み込み中、足を踏み

外し地面に落下した。
36 ―

1
15～

16

荷卸し作業中にトレーラー荷台より転落し、敷きゴムのある床面に左側面（頭

部ヘルメット着用、顔、脇腹、足）を打ちつけた。
34

100～

299

ボード納入現場周辺には待機場所がなく、事故現場に待機していた。 サブシー



1
10～

11

トで待機していたが小雨が降ってきたため、本シートを掛けようと試みその

際、シートゴムがフックに引っ掛かったので、強引に引っ張ったところ、ゴム

が切れ、土手を転落し、背部を強打した。 少し痛みはあったが、現場へ向かい

荷おろしをし、会社に戻った後、痛みが出てきた。

49
30～

49

1
18～

19

現場より回収してきた屋根用空ラックを第二工場内にて、荷卸しする為、後方

のアオリ開けアオリ上で空ラックを固定していたベルトを外す際に、バランス

を崩しアオリより車両後方に背面から転落し、腕と手首を受傷した。

63
10～

29

1
10～

11

パレット積みの商品をハンドリフトを使用して昇降機の上で荷卸し作業中、昇

降機から足を踏み外し、約70cmの高さから後方に転倒し仙骨部を挫傷した。
41

10～

29

1 7～8

出勤し、生コンを積み込む為運転手控室で待機中、自販機でコーヒーを買う

為、運転手控室から食堂へ出向いた。 缶コーヒーを手に持ち、三人の乗務員の

最後尾で食堂を出たが急いでいたため、ドアを閉めずに開けたまま回り込んで

通路へ出ようとした。 通過するには狭く、右手に缶コーヒーを持っていたの

で、体のバランスをくずし、高さ94cmの通路より転落し、頭と手足を打ち負傷

した。

49 ―

1 8～9
工場内で荷物を降ろす為に荷台の上で作業をしていたところ、不注意により締

具に足を引っかけバランスを崩し荷台から落下し左寛骨臼を骨折した。
54

30～

49

1
11～

12

工場内にてトラックに積み荷の為、商品管理作業中、リフトのフォーク（爪）

約1m上から足を踏み外し落下し、その際にフォークで胸部を強く打ち負傷す

る。

60
10～

29

1
15～

16

荷台の上にシートをかけゴムをかけるのに荷物にゴムが引っかかり、それを直

すのにアオリを伝っていた所、バランスを崩し落下した。
47

10～

29

1
14～

15

生コン車に乗る時に移動中、足を滑らせて2m位の堀穴に滑って転んで落下し

た。
78 1～9

1
14～

15

倉庫内にて、倉庫の2Fから事務机等を下ろしている際、階段を踏み外し転倒

し、左踵骨を骨折をした。
40

30～

49

1
16～ 引っ越し作業中、2階から1階へと荷物を運び出す際、階段を踏み外し15段程上

51
30～



17 から転落し支柱へと衝突し怪我をした。 49

1 6～7
倉庫内でトラックの荷台からシートを下に降ろす為にサイドバンパーに乗って

作業した時、手が滑って右後頭部を地面に直撃した。
55 1～9

1 7～8 荷積作業中に荷台から転落し骨折した。 57
10～

29

1 6～7

荷下ろしをするため、荷台に上がってシートをめくりトラック後部より地面に

降りようとしたところ、あおりを閉めたままであった為、左足かかとがあおり

に引っ掛かってしまい、右腰から地面へ落ちて負傷した。

42 ―

1
9～

10

会社の車庫で、海上コンテナのつなぎ替え作業中に、ヘッドに乗車しようとし

て接続ホースを跨いだ時、ホースに足が引っ掛かり、デッキの上より転落し

た。 打撲だけだと思い、そのままPC18番へ空のVANを返却に向かったが、手首

と足の腫れがひどくなり動けなくなった。

74
30～

49

1 8～9

荷台に2段に積んだコンクリート製品をおろすため、製品にワイヤーをかけるた

め2段目に上ろうと手をかけたところ、凍結しており手が滑って、そのまま左の

肩を下にして地面まで落下し、左肩を強打した。

57
50～

99

1
12～

13

荷物の配達完了後、階段で下りる途中、階段の半分ぐらいで足が滑り、臀部を

階段で打ちそのまま一番下まで滑り落ちた。
35

10～

29

1
16～

17

大型トラックにて製品（塗料の原料）を荷積みし終了後、荷づくり（ラッシン

グ）中にずれたコンパネを足で直そうとしたが、反動で自分がとび出して落下

し、背中と腰を打撲した。

33
30～

49

1
11～

12
玄関の階段を下りる時に足を踏みはずし、膝を強打した。 48

30～

49

1
13～

14

倉庫で鋼管（外径267.4×厚み9.3×長さ6m×20本）を10tユニック車に積み、

荷締めのため倉庫の外に出て、トラックの積荷の鋼管の上にあがって締めてい

る時に、鋼管に油がついていたため足が滑って転落し、打撲した。

61
10～

29

13～

市場にてコンテナ貨物の積荷（玉葱：1ケース約20㎏×250ケース）を卸すた

め、木製パレットを積み重ね（地上高約140㎝）、それを足場として荷卸しする
50～



1
14

ことにした。 コンテナから荷物を取り出し、パレットに積んでいた時にバラン

スを崩し、足場としていた木製パレットの上から転落し、左肩及び左側頭部を

地面に打ちつけ負傷した。

64
99

1
10～

11

ワックスの荷おろしをする際、現場でシートを剥がそうとし、右足でワックス

の上部に足をかけた時、滑って後ろにバランスを崩し、荷台から墜落した。
49

30～

49

1
18～

19

駐車場で、トラックの荷台で集荷した荷物を降ろす段取りをしていた時に、マ

ジックを忘れたので取りに行くために荷台から後ろ向きにステップを使って降

りようとした。 手はトラックの柱をつかみ、右足がステップにかかった状態

で、左足から地面に降りようとした。 左足が地面についたときに、手が離れ不

安定な体勢になり、そのまま背中から地面に落ち、背中、腰を強打した。

54
30～

49

1
10～

11

配達先で荷台の荷物整理をし、降りようと荷台の端に右足を掛けようとした

所、雨で濡れていた為足を滑らせて、そのまま地面に左膝をぶつけると同時に

左手と顔を車両ステップにぶつけてしまい、左手首付近に骨折を負い、口の中

を6針を縫うことになった。

54
300～

499

1
11～

12

待機駐車場で荷下ろし後、トラックの荷台を整理して荷台から降りようとした

際に足を踏みはずし、荷台からゲートに落下した。
55

50～

99

1 7～8

納品先のスーパー敷地内でトラックの荷台から豆腐の入ったケースを降ろす作

業をしている時に、ケースを荷台の奥から手前まで持ってきて荷台から降りよ

うとした時に右足をつまずき、後向きに倒れ左手を地面につき、左手首を骨折

した。

52
30～

49

1
14～

15

荷物を積むためトラックの荷台を整理していた際、荷台の上でバランスを崩し

落下し、地面に着地したときに左足を捻り骨折した。
51 1～9

1
14～

15

足折式クレーンに乗り木材を積む作業をしていた時、突然アームの根の部分が

折れて屈接部分にある操縦席から荷台に落下し、左足を強打し、上半身に衝撃

を受けた。

42
10～

29

1
11～

12

自社整備工場内に於いて、脚立を使い棚からグリースを取ろうとしたところ、

脚立から足を踏み外し、立った状態で降りた為に右膝を負傷した。
56

30～

49



1
14～

15

荷物を降ろす作業中に、トラックの後部の幌を開けようとしたところ、荷台か

ら足を滑らせ地面に転落し、右肘を打ち付け負傷した。
35

10～

29

2 9~10

倉庫において、芋の積み込みが終わりトレーラーのアオリを留めようとして、

車上に上がりアオリを引っ張ろうとし右手で引き寄せた時アオリと手の間に

あった防寒シートに手を滑らせ、体勢が崩れ、荷台に尻もちをつき、高さ1.4m

の荷台から転落し、左手首・左足・右足を強打した。

57
10～

29

2 23~24
雪堆積場にて、ダンプ荷台に、塩化カリウムを散布した後、荷台昇降機より足

を滑らせ転落した。
46

30～

49

2 10~11

2階へ配達に伺い不在だったので不在票を投函した後、2階の踊り場にて雪で足

を滑らせ、お尻から階段下まで滑るように転落し、その際に右肩鎖骨脱臼した

ものである。

20 ―

2 8~9

トラックホームにおいて運搬物をトラックに運ぶ業務を行っていた。 荷物を確

認するため、ホームに上がり、当該ホームから倉庫内に続く階段を下っていた

ところ、足を踏み外して転倒し、腰の左側を強打した。

46 ―

2 5~6

テールゲートでの荷降しを開始する際、ボックスが重たい為、傭車ドライバー

より手伝いを要請されアシスト1名が荷台へ乗った。 1本目のボックスを傭車ド

ライバーが奥から押し、手前からアシストが引きながらテールゲートまで移動

させた際テールゲート先端付近にある落下防止用のストッパーを踏んでしま

い、ストッパーのロックがオフになった状態でアシストとボックスが落下し、

アシストがボックスの下敷きになったものである。

28
10～

29

2 8~9

当社車庫内で、大型ダンプ荷台の点検整備終了後に、ダンプから降りようとし

てダンプの側面のアオリからはしごに移動した時、強風にあおられて足を踏み

外して落下し、負傷した。

43 1～9

2 15~16

シート掛けの作業中、車のあおりを上げるためトラックに積んである荷物の上

から、トラックの荷台に降りようとした際、左足を誤った場所の荷台に踏み出

してしまったため、真下へ落下し荷台から地面に落ち足を打撲した。 当日は負

傷直後に受診をし、現在も休業中である。 （翌々月に職場復帰）

54
10～

29



2 10~11
集荷先にて積荷である鉄骨の荷締の作業を行っていた際、強風にあおられて

シャーシから転落した。 右肩から地面に落ち右鎖骨を骨折したものである。
49

10～

29

2 16~17

自社構内で大型トラックの荷台で積荷にシートを掛けるために積荷の上に乗り

鳥居の上から自分の足元にシートを下していた時、シートに押されてバランス

を崩し足元にあった積荷を支えるベニア板の上にまたがる形で着地をしたため

股間を強打して受傷した。

41
10～

29

2 8~9

現場において荷卸し作業中にトラックの荷台上のパネル上で足を滑らせ地面

（2.5m位）から落下しお尻を強打し負傷した。 病院に搬送されたが専門的治療

を要するため医療センターへ移った。

68
10～

29

2 10~11
卸先に着き、荷卸の準備をしている時、アオリ止めを外していることを忘れて

しまい、アオリに足をかけてしまって体の左側より落下した。
54

30～

49

2 14~15

納入先の作業場で荷下ろし、荷積みの作業時トラック（4tウイング車）の荷台に

ある空の板パレットをフォークリフトで降ろす時、フォークリフトの爪が奥ま

で届かなかった為、トラックの荷台に乗って両手でパレットを少し手前に引こ

うとしたが、手が滑ってそのままトラックの荷台から後向きに落下し左大腿骨

粉砕骨折した。

55
10～

29

2 17~18

トラック（2t車）で配送先へ積荷を降ろし会社へ戻り、車輌を車庫に入れ運転台

（高さ約1m）から降りた際、転倒してしまい左足を路面に強打し、負傷したも

のである。

57
30～

49

2 18~19

鉄工団地鋼材倉庫に於いて、トラックへH鋼（300㎜×300㎜）を積み込む作業

をしていた時、積み込みが終わり、トラックから降りようとした時、足元が滑

り倉庫のコンクリート床に落下してしまい背中から腰部を打撲してしまった。

63
10～

29

2 19~20
荷物を持ちながら配達先へ向かう途中、道路から用水路に転落し、負傷したも

のである。 （現場は暗く、歩道と勘違いしてしまった。）
48

10～

29

2 14~15

倉庫内で、収容荷物を配送車両別にまとめる（ピッキング）作業中に、パレッ

トに2段積みした物を取るため足場台（平脚立）の上で荷物を引き抜こうと後ろ

向きに台上で移動した時確認せず動いたため足を踏み外し床に落ちてしまい左
52

30～

49



腕をコンクリート床に打ちつけた。

2 12~13

荷下ろし作業中、トラックの荷台の中で2段重ねの上段スチール事務机を降ろそ

うと逆さまになっている机の脚を持ち上げたところ、机の脚が外れた反動で転

倒した。 停車していた路面が傾斜していたため荷台後部まで転げ地面まで下げ

ていたパワーゲートに転落し、左側骨盤を負傷したものである。

45
30～

49

2 5~6
配送先の店舗にて荷卸しをする際、トラックから降りようとしたところ、着地

した地面のところに凹みがあり、右足首を捻り、負傷した。
39

100～

299

2 18~19

大型トラックにて「植木」積み込み作業中に、ほぼ積み上がった段階で荷台の

アオリを閉め、最後の一本を積む際、アオリに足をかけたところ強風が吹いて

バランスを崩し落下しそうになったので自分から飛び降りた時に地面が砂利

だった為、転倒し負傷した。

47
100～

299

2 11~12

取引先の積荷卸し場所で、雨が降って来たので荷台にシート掛けの作業をして

いた。 その際に手が滑りバランスを崩しトラック荷台の最後方の足場より転落

してしまった。

47
10～

29

2 15~16
お客様宅にて引越作業中、トラック荷台より引っ越し荷物を降ろしていた際、

足を滑らせて、顔面より落下し、頭部を地面に強打した。
22

30～

49

2 14~15
トラック駐車場において、トラックの運転席から降車する際に、把手を握って

いた右手が滑った為バランスを崩し転倒し、右足首と左腰を負傷した。
58 ―

2 13~14

砂糖工場にて袋物製品（20㎏）を1人で5tコンテナに積み込みをしていた際、

フォークリフトにてパレットに積んである製品をコンテナ間口まで持ってきて

もらい、そのうちの1袋を取ろうとした際、右足を滑らせコンテナ上（1.5m）よ

り、腰から落下し負傷したものである。

56
10～

29

2 13~14

構内において、タワークレーン検査用ウエイトの並びのズレを直す為、隣に置

いてある別のウエイトの上に乗り作業中、その乗っている方のウエイトの鉄板

が滑り、そのまま一緒に、1mくらい下の地面に落下した。 その時落下した鉄板

（90㎝×50㎝、厚さ2㎝）が、左足の甲の上に落ちて負傷した。 翌日病院の診

察を受けたところ、部分骨折していたものである。

52
50～

99



2 17~18
配送先路上で、トラックの荷台から降りる時に足を滑らせてトラックより落下

し、地面に体を打ち負傷した。
36

100～

299

2 11~12
引越作業中に荷物を持って階段を下りていたところ、急に人が現れたので慌て

て避けたら足をひねり、階段から落下した。
26

10～

29

2 12~13

納品先でトラックをバースに接車する為に、トラックの扉を開け養生を外す為

に荷台に上がり完了後、トラック荷台から降りる時にステップから足を踏み外

し転落した際に、尻、右手を着いて負傷した。

42 1～9

2 11~12

倉庫内で保管する合板の蔵置作業をフォークリフトで行っていた際、貨物の状

況を確認するためフォークリフトを停止させ身を乗り出して貨物を確認した。

確認が終わり座席に戻る時に足を滑らせ地面に滑り落ちる形となった。 その

際、左手をついてしまい痛みを感じ、病院を受診したところ骨折が判明した。

51
30～

49

2 7~8

製品置場にある製品（高さ1.8m）からトラックの荷台（高さ1.4m）に移動しよ

うとした際に、凍結していたトラック荷台に足を滑らせて転倒してしまい、製

品に頭をぶつけてそのまま地面に転落して首・背中を打った。 （製品と荷台の

間隔は、約80㎝）

48
10～

29

2 17~18
本社の駐車場で、ミキサー車の洗車中、ミキサー車後部のステップから、誤っ

て落下して、左足首と左膝を強打した。
40

50～

99

2 10~11
当社営業所管理棟2Fの電気メーターを確認し、1Fへ階段を下りる際、足を踏み

外し、転倒して身体を地面に打ちつけた。
40

30～

49

2 20~21

荷積の作業中、トラック庫内のカゴ台車を固定する為、パワーゲートに乗り

ラッシングベルトを引いたところ、壁面のフックが外れ、ゲート上で尻もちを

つき、高さ約120㎝のパワーゲートからアスファルト面に転落し、後頭部を打ち

つけた。

53
50～

99

2 16~17

納入先の構内で、トラックの荷台の中での作業を終えて外へ出ようとした際

に、後部バンパー部分に足をかけて降りようとしたが、当時は雨が降っており

バンパーを含め全体的に滑りやすい状況であったため、足を滑らせ、その際に

左手から地面に落ちて受傷した。

62
10～

29



2 8~9

取引先の駐車場でトラックの荷台に荷物を載せて、荷台から降りる時にステッ

プに足を掛け損ねて前向きのまま転倒した。 その際、頭部を守ろうとして、

とっさに右腕を体と地面の間に入れたため右腕と肋骨を骨折してしまった。

44 ―

2 17~18

セミトレーラーを駐車しヘルメットをかぶり貨物を積込後、セミトレーラーの

すぐ横に高さ95㎝の立馬を自ら設置し、これに上がり、荷物と荷物の間に緩衝

材を入れる作業をしていた。 立馬から足を踏み外し転落する時にサイドバン

パーに足を引っ掛け後頭部から転落した。

60
50～

99

2 15~16

敷地内にて床材5パレットを積み込み終了後トラック荷台に乗りシートを掛ける

際シートを両手で引っ張った時、両手がはずれ横向きの状態で左下高さ1.6mの

地面に落下した。 落下した際頭部をかばう為左手を頭部の下で支えた為左肘を

負傷した。

68 1～9

2 8~9

客先において、トラックの荷台に載せてある荷台の上（高さ1m70㎝位）に乗っ

て、そこから降りようとしたところ、荷物の紐に躓いて荷台の上に落ちてしま

い、その際トラックのあおり部分で胸を打ち、肋骨、左手小指、右足脛を負傷

したものである。

46
10～

29

2 11~12
マンションに配達があり、伺ったが不在の為、水24㎏を持ち、階段を降下中に

足を踏み外し転倒し左腕を骨折した。
38

10～

29

2 8~9
トレーラー荷台上で荷物の上のシートをめくる際、突風が吹きシートごと飛ば

され地上へ落下し、右腕等を負傷したものである。
44 1～9

2 13~14

当日、荷降ろしのためトラックバースにトラックを着車させ荷台からカゴ台車

を引き出していた時パワーゲートが若干沈み、カゴ台車の車輪がバースの鉄の

板に引っ掛かりカゴ台車が私の方向に倒れてきたが避けきれず押しつぶされ腰

から足にかけてをコンクリートの地面に強打し受傷したものである。

28 ―

2 17~18

構内にて、段ボールの梱包荷（180×50×20㎝、4～5㎏）をリフトより大型ト

ラック荷台へ手積作業中、3個目の荷積動作の際、足下の確認不足により、荷台

より踏み外し頭部より転落した。

59
10～

29

荷物の配達へ行き、車に戻る際、小走りで携帯電話を確認しながら、戻ってい
30～



2 19~20 たため、前方不注意により用水路（高さ約0.75m）の中に転落した。 頭部、顔

面を強打したようである。

31
49

2 10~11

トラック荷台へ乗り込もうと、荷台後方の両扉を開け、荷台の上に両手をつ

き、右足を荷台枠（鉄製）へ掛けたところ、靴底が濡れていたために、鉄の上

で滑ってしまった。 後ろ向きで落下した際、右手でバランスをとろうと地面に

手をついたところ、右手のひらの舟状骨を折ってしまったものである。

29 1～9

2 16~17

集荷先にて、大型トラックの荷台に荷物を積み、荷台で荷締めをしていたとこ

ろ、荷台とアオリ戸の間につま先が引っ掛かってしまい、バランスを崩して約

1m下の地面に転倒した。 つま先が外れなかったため、足を捻った状態となった

ため、左足膝部の靭帯を損傷したものである。

56
30～

49

2 22~23

荷卸し後、リフトを使用し荷台の積み替えを実施した。 パレットとパレットの

間にコンパネを立てて、商品の接触を防ごうとしたら、コンパネが車幅から出

てしまい、コンパネと抜こうと荷台で作業をしていたら、手が滑って荷台の下

に落下した 右手をついた時に、右手首の骨にヒビが入った。

48
10～

29

2 20~21

大型トラックの荷台に木製建材の山を2段重ねで積み、1段目と2段目の間に足を

入れて荷崩れ防止の荷締めをワイヤーとチェーンブロックを使用して行ってい

たが、体のバランスを崩して約1.8mの高さから地面に転落して脳震盪を起こし

た次第です。

53
30～

49

2 14~15

事業所構内にて廃材を処分するために入れておくバッカンが満杯状態であった

ため、隣のバッカンへ廃材を移し替える作業を行った。 その際、両方のバッカ

ンの淵に乗って作業を行っていたが、右足が滑りバッカン内へ右足が転落し右

大腿部を打撲した。

56
10～

29

2 14~15 荷物を積んでシートを掛けている時に運転台の右側の荷物台の上から落ちた。 61 1～9

2 11~12

配達先にて荷卸し中、4t車荷台に積み上げていた海苔のケースを一旦床に下ろ

し、床に置いた荷物を荷主のパレットに積み替えるため荷台から降りようとし

た際に荷台端のステンレス製カバーに足を滑らせ地面に落下した。 その際に左

足小指骨折と足首を捻挫したものである。

43
50～

99



2 9~10
積込準備中、トラック荷台より、足を滑らせ落下したと思われる。 本人も当時

の事は分からず、目撃者もなし。 後頭部を打撲していたたが意識は有り。
60

10～

29

2 18~19
納品作業中、荷台から足を踏み外し落下した。 右肘を強打した結果、右肘内側

の関節部を骨折した。
37

10～

29

2 15~16 ガソリンスタンドにて洗車作業中、脚立の安全止めが外れ、転倒し受傷した。 37
10～

29

2 11~12
引っ越し作業中に荷物を持って階段を下りていたところ、急に人が現れたので

慌てて避けたら足をひねり、階段から落下した。
26

10～

29

2 13~14

工場内において、トラックの荷台で荷締めをしていた時、掛けていたワイヤー

が切れて、そのはずみで荷台から落下し、コンクリートの地面に後頭部、背中

を打ちつけ負傷した。

64
30～

49

2 6~7
ホーム上で、積み込み時に、商品を持ち上げ、移動しようとした時、誤って、

足を踏み外し、ホームから落下し、肘を、地面に強打した。
46

50～

99

2 11~12

工場内にて、積荷の鉄筋（長さ8mの束）をトラック（8t車）の荷台に積込作業

中、荷台で作業中の運転手がバランスを崩し荷台から落下した。 落下した所に

置いていた木材のバタ角に左足の踵を強打したものである。

45 1～9

2 17~18

商品の洗濯機を搬入するため、2名で洗濯機を持ちお客様宅マンションの階段を

上がっている途中で、棟を間違えている事に気付き、慌てて階段を下りた際に

バランスを崩した。 その時に足を踏み外し、階段を3段ほど飛び越えて着地しそ

の際に右足に痛みを感じた。 当時の業務は継続したが、翌日になっても痛みが

治まらなかった。

19 ―

2 9~10
トラックの荷締め作業をしていて、荷台からいつもの様に降りようとした際に

ラッシングベルトに足が引っ掛かり荷台から地上に転落した。
55

30～

49

2 19~20

自社構内で集配車よりホーム荷捌上に上がった。 パレット商品（1.0m角、約

260㎏）を移動しようと荷札を確認する為一旦フォークリフトより下車した際

フォークリフトが自走し止めにいったリフトマンと商品が、リフトごとホーム

下に転落したものである。 現在のところ右足脛と左足甲の骨折の模様。 原因
49

50～

99



は、サイドブレーキ未実施、レバー操作未実施の流れ作業が原因と考えられ

る。

2 15~16
スキー講習中斜面下方向に一般スキーヤーが転倒していたため避けたところに

大きな段差があり、落下し、着地した際、腰を負傷した。
63 ―

2 8~9

倉庫に、1m×0.5mの発泡スチールを配送作業中、2tトラックを倉庫のプラット

ホームに後部を1m程の距離をとって停車させ、車を降りて、手作業で1.5mの高

さのプラットホームに商品を押し上げて作業していた。 この日は風が強くて、

計量の商品が飛びそうだったので、急いで、プラットホームに手を掛けてよじ

登り商品が飛ばない様にしていたところ、突風が吹き、身体のバランスを崩

し、プラットホームから地面に落下しした。 その際、負傷する。

40 ―

2 16~17

お客様構内において荷台作業を終え、サイドバンパーに足を掛けて荷台から降

りようとした際に、雨で濡れていたサイドバンパーで足を滑らせ、その弾みで

アオリ部分で左肘を強打したものである。

49
100～

299

2 7~8
当社倉庫にて、10tトラックの荷台へ上ろうとした時、トラックの支柱に手を掛

けたが付属のゴムパッキンが外れ、トラック荷台へ上れず落下した。
48 ―

2 6~7
店舗内駐車場内にて、荷降ろし作業後、パワーゲートの上から降りる時に足首

を捻挫した。
47 ―

2 11~12
会社の車庫で大型トラックの前方車高灯の球が切れていたので交換している

際、強風が吹き、落下したため、右足の踵を強打し踵骨骨折をした。
24

10～

29

2 9~10
配達先の駐車場にて車両を停車させ、2t車の荷台より飛び降りた際に着地点に車

止めのブロックがあり足を踏み外し足首を捻ってしまったものである。
34

10～

29

2 9~10

荷下ろし作業を始めようとして、まず運転席側の右の梁のウデに乗せた角パイ

プ（長さの違うもの6本で1束）をクレーンで吊るためにワイヤーを通そうとし

てウデに足を掛けたところ、ウデの下に支え（リン木等のかませもの）をして

いなかったので、本体が右に傾き地面に落下して骨折した。

65
10～

29

2 14~15

トラック後部箱内で荷降ろしの下準備をして車から降りようとした時に、自分

で置いた荷物に躓き、足がからまり、横ドアから約1m20㎝下の地面に転落する 58
10～

29



時に身体を捻り右腰から落ち右腰他数ヶ所を骨折した。

2 5~6

荷物の積み込み後に出発する時、バックモニターカメラが下方に下がってい

た。 角度を修正しようと、トラック荷室後部の荷台に上がった際、足を滑らせ

て約1メートル下の地面に落下し、打撲と擦り傷を負った。

52
100～

299

2 19~20

木材市場の土場にてトラック荷台より丸太4本をグラップルにて降ろしてもらい

丸太を整えるためトラックの上に上がって丸太にトビを打って引っ張ったとこ

ろ丸太にトビが深く刺さっておらず外れ後ろに足から落下したと思われる。

38 1～9

2 7~8

大型トラックに荷物の積み込みが終了して駐車場に移動してシート掛けをして

いた時、荷台でバランスを崩して地面に落下した。 ヘルメット、安全靴は着用

していた。

46
50～

99

2 11~12

アイスクリームを積載し、現地に到着し、冷凍倉庫にバックにて倉庫の降ろし

口に車を後退したが、倉庫の降ろし場と車の停車位置の間が60㎝位あき、又倉

庫の土間と車のボディの高さが20㎝位車のボディが高く段差があり、そこで車

の後方ドアを開きアイスクリームが入れてあるダンボール箱（1個の大きさ縦20

㎝横30㎝重さ1.5㎏）を貨物車にバラ積みしてあるのを4個ずつ倉庫に降ろす

際、右足をボディに乗せ、左足を車の後方ドアを開閉する際の止め金ボディを

固定してあるフックに乗せ作業中、左足がフックより滑り、倉庫と車の間60㎝

に落ちた。

45
30～

49

2 17~18

客先工場にて、サッシの積み込み作業を行うため、簡易プラットホーム（6ｍ

×3ｍ×高さ1ｍ）を移動していたところ、誤ってプラットホームから足を踏み

外し、背面転落し、負傷した。 負傷時サッシ等の運搬物はなし。

20
100～

299

2 8~9

土場で杭木をトラックの荷台で2／3位おろした後、ラッシングベルトで残りの

杭木を引っ掛けて引っ張ったら、引っ掛けが掛かっていると思い引っ張ったと

ころ、ラッシングベルトが引っ掛かっていなかった為、引っ張った拍子にト

ラックの杭木の上から後ろ向きに両足を先に下について上向きに転んだ。

56 1～9

2 7~8

トラック（配達）業務終了後、車輌の洗車中に車庫内の駐車場が砂利だった

為、脚立が傾き、高さ2ｍ50㎝～3ｍの脚立から落下し、左肘、左腕等を損傷し

た。

31
10～

29



2 5~6 準備中に活魚車の水槽の上で足を滑らし、水槽の上から転落した。 43 1～9

2 15~16
ホーム上でベッドのマットレスを積込時に荷台（ゲート）で足を滑らせて、

ゲートの角で脇腹を打ち、ホーム下に落下して肋骨を骨折した。
41

10～

29

2 10~11

卸地近くに車を停めて積み替えて搬入をしていた。 2回目の積み替えに向かう際

に途中に溝があり近くに橋があったが、橋を渡らずに溝を飛び越えようとして

失敗し溝に落下した。

18
30～

49

2 17~18

集荷先で集荷した荷物の積み込み作業中に、トラック荷台の床を自動に移動さ

せる為の操作スイッチを取り扱う際に周りを全く見ずに荷台から足を踏み外

し、そのまま転落したものである。

41
50～

99

2 18~19
団地（集荷先）より荷物を積み込んで出発し、納品先へ到着後、荷降ろしの

為、運転席より外へ降りた時に右足が滑って倒れた。
44

10～

29

2 14~15

被災者は、角型鋼管をトレーラーに積み込みのため出荷倉庫にて、クレーン担

当者と打ち合わせを実施後、荷台上へのぼった。 クレーンで吊り上げた角型鋼

管（10m）が運ばれてきたが、荷台に対して斜めだったので、平行になる様に

荷台前部（吊荷前端）で時計回りに旋回させた。 吊荷旋回を荷台平行時で止め

るため、荷台後部（吊荷後端）へ移動しかけたが、旋回速度が速く、間に合わ

なくなり、途中で受け止めようとした。 被災者は、吊荷旋回を止め切れず、荷

に押されて荷台（1.46m）より転落し、右手親指と左肩を強打した。

57
10～

29

2 13~14
生コン工場現場で伝票をもらう為にトラックから降りた際横にあった側溝に右

足が落ち左足を捻って足の甲にひびが入った。
51

10～

29

2 15~16

会社整備工場にて、車のタイヤ交換の為、定位置に駐車し、座席から降りる

際、タイヤの歯止めに使用していた角材に足が引っ掛かり、転倒し、その時、

左足を捻ってしまい、左足首の負傷となった。

49
30～

49

3 15~16

トラックの荷台からダンボールの荷降ろし作業中、特に不安全・有害な状態は

なかったが、後ろ向きに動いてしまったときに足がからまり、荷台から転倒

し、左手をついた。

52
100～

299

バックホー整備中、燃料エレメント交換中、工具が外れ体のバランスを崩し落 10～



3 10~11
下（1m）、右手を地面についた。

44
29

3 12~13

SS構内にて廃タイヤ回収作業中、トラックの荷台でタイヤの整理をしていたと

ころ、トラックを止めていた場所が洗車機付近だったので洗車機から出る車両

の邪魔になると思い、同乗者が荷台の状況を確認せずにトラックを動かしたた

め、トラック荷台より落下し、右足踵を強打した。

63
10～

29

3 11~12

シャーシからシャーシ横に置いたパレットへ荷物を降ろす作業中、後ろ向きで

作業をしていて、後方確認をせずにパレットへ移動しようとした際、足を踏み

外し、シャーシとパレットの間に転落し、左手および右足を負傷した。

42
30～

49

3 5~6

ウォーター物流の仕事で現地に到着し、ヘルメット着用してから作業を始めた

ところ、リフト作業をしているときにパレット（高さ約2.5m）の所から足を踏

みはずして落下した。

60
10～

29

3 17~18

当社倉庫内で、地上高78cm・幅31cm・長さ84cmの脚立に上がり、パン型ト

レーラの横部の塗装作業中、誤って足を踏み外し、倉庫床に転落した。 その際

に後頭部を強打し、コブができていたため（ヘルメットは着用）救急搬送さ

れ、脳挫傷および急性硬膜下血腫と診断された。

58
10～

29

3 10~11

客先ヤードにて、セメント（1tパック）の荷卸補助作業をおこなっていたとこ

ろ、吊り荷が接近してきたため後退りしたとき、バランスを崩して荷台から足

を踏み外し、約110cm下の地面に墜落した。

53
10～

29

3 9~10

敷地内にて丸太材の積込作業中、荷台上の積丸太に上がり、積み付け整正作業

をしていたとき、誤って足を踏み外し、後ろ向き状態で荷台後ろ端から転落し

た。 なお、ヘルメット・安全靴・防護手袋は着用していた。

40
30～

49

3 9~10
事務所内にて、壁掛け時計の電池を取り替えるため丸イスの上に上がって、時

計に手を伸ばしたときにバランスを崩し、後ろ向きで背中から落ちた。
50

30～

49

3 8~9

敷地内にて玄米（60kg袋）をシートパレットよりパレットへの移し替え作業を

していたとき、上部に積んである玄米が不安定な状態になったため、手直しし

ようと思い荷台へ上がり、中腰の体勢で押し込んでいたところ、最上部の1袋が

ずり落ちてきたため、手で受け止めようとしたが、バランスを崩し、後方へ転
44

10～

29



倒した。 ヘルメットを着用していたが転倒の際に外れ、あおりレール部に頭を

ぶつけて頭蓋骨骨折し、荷台から地面に落下して左鎖骨を強打骨折した。

3 16~17

会社構内において10tトラックへ荷物（リンゴ10kg）積載作業をしていた。 次

の作業準備のため荷台（高さ135cm）後ろより降りようとしたところ、足を踏

み外して左足から落下し転んでしまった。

45
30～

49

3 9~10

物流倉庫内において、トラック荷台に立ち、フォークリフトで木材を積み込む

のを誘導していたとき、しゃがみこんだところバランスを崩し、トラック荷台

（約0.8m）から落下し、左肘・腰・右ふくらはぎを打撲した。

34
30～

49

3 12~13

トレーラー置場にて、次の運行の準備のため、トレーラーからシートをおろそ

うとした。 足場が不安定な状態でシートを動かそうとしたが、シートに引っ掛

かりがあり、力任せに引っ張った結果、バランスを崩し、3mの高さからアス

ファルトへ落下した。

45
10～

29

3 8~9

自社荷台から飲料水4P/Lをフォークリフトで倉庫下屋プラットフォーム（地上

高1m位）に納品し、倉庫担当者より商品検品を受けたあと、当該倉庫担当者か

らの指示で納品した商品最上部にあった3ケース分を別に用意したラック（かご

台車）へ移し替えるため積込作業をしていた際、2ケース目に手を掛けたあたり

で、雨で濡れたプラットフォーム（端辺り）から商品を持ったまま地面アス

ファルトへ転落し、肩と頭を打ち負傷した。 なお、頭部はヘルメットを着用し

ていたため外傷はない。

57
30～

49

3 16~17

配達のため駐車し、サイドブレーキを引いたものの引きが甘く、配達荷物を

ウォークスルー車両の後部荷室から取って助手席側のドアより外へ降車しよう

とした際に、車両が動いていることに気づいた。 あわてて車両に戻ろうとした

がバランスを崩し落下し、地面に左足を着いたときに足をひねり、また左フロ

ントタイヤハウス後部付近と地面に左足が挟まり左足脛を骨折した。

40
50～

99

3 19~20 公道にて荷物の積み替えるとき、車両移動が必要になった際に負傷した。 21 1～9

3 7~8

養鶏場内で鶏を入れるラックを車輛からおろす作業中、ゲートからフォークリ

フトに敷いてある鉄板がずれ、ラックが倒れそうだったのでゲートからおりた

際に左足首を痛めた。

37
10～

29



3 14~15

トラックに荷物を積み込み後、後向きに右足から降車する際、荷台の段差に足

を滑らせ、腰から路面に落下し、左骨盤付近の痛みを覚えた。 その後も痛みが

引かず、骨折していることが分かった。

49
50～

99

3 14~15

2段目の商品をピックアップする際、脚立を使い上って商品を取り、降りようと

したところ足を滑らせ落下し、ラックに頭をぶつけ、頭部に約2cmの裂傷を負

い出血した。

39
30～

49

3 5~6

当社構内で駐車した車両の助手席に置いた荷物を取るため、運転席側のドアを

開け、ステップにのった状態で体を中に入れ、荷物を取ろうとした際、荷物が

運転席内に引っかかりバランスを崩し、ステップより転落し負傷した。

48
50～

99

3 8~9

トラックに積んである鉄筋の荷降ろしの際、荷降ろしのためワイヤーを通す作

業中に、ワイヤーを通すための隙間を作るためにバールを差し入れて前方に押

したところ、作業姿勢が悪く、荷を割る際に全体重をバールにかけて作業を

行ったため、バールの先端がずれて外れ、バランスを崩しトラックの荷から転

落し、着地の際に左足の足首を負傷した。

47
50～

99

3 15~16
客先の構内にて荷物の積み作業中、足を踏み外しトラックの荷台から落下し、

腰を打撲した。
55

30～

49

3 15~16

積込先倉庫で荷物を積んだ後、周辺道路上において、トラック（4t平ボディー）

の荷台に幌シートを被せる作業中、ゴムのバンドを引っ張る際、荷台から足を

滑らせて、後向きの体勢でかかとから1mほど落下した。

56
10～

29

3 14~15

レンタルハウスをトラックの荷台へ積み込むため、ハウスの上に上がって吊り

ワイヤーを外し、ハウスから降りようとした際、足を滑らせて荷台とハウスの

間に足から落下し被災した。

52
10～

29

3 13~14

納品先でトラック荷台から台車を取り地面に置き、納品する商品（お水）を取

り出すために荷台に上がり、納品する商品を取り集め終えて荷台から降りる

際、地面に置いてあった台車に気づかず足をとられ、地面に腰から転倒した。

36
30～

49

場内でトラックの荷台に乗って、荷積み作業中、あおりの縁に乗ってシート掛

け作業をしていたとき、前日までの雨であおりが濡れていたため、足を滑らせ
50～



3 5~6 腰から地面に落下し、腰を強打し、また頭を保護するため右手・右親指を地面

についたため右腕・右親指も打撲した。 しばらく動けなくなったため、救急搬

送された。

51
99

3 8~9
鉄筋の荷卸し作業をしているときにクレーンで荷を吊り上げたら荷ぶれが起こ

り、荷に押される格好で荷台から転落した。
52

10～

29

3 18~19

帰庫点呼完了後、トラックを当社駐車場所定の場所に駐車し、運転席から降車

しようとしたところ、ステップから足を踏み外し地面に落下し、右手を地面に

つき負傷した。

38
50～

99

3 5~6

出荷業務が終了し、構内のパレットを整理しようと工場から外へ出るとき、階

段を踏み外して転倒し、右足の甲および左肘を負傷した。 なお、普段から使う

階段であり、両手はふさがっていなかった。

68
100～

299

3 11~12

お客様宅へ家電の配送を終えて急ぎ階段を下りたところ、清掃中であった為、

階段が非常にすべり易くなっており、すべって階段下まで落ち、左ひざを強打

した。

35
30～

49

3 21~22

倉庫内にて、高さ2mの棚の上にある商品をピッキングするため、備え付けの脚

立使って商品を取ろうとしたところ脚立が破損し、バランスを崩して落下し、

転倒した際に脚立と床に背中を強打した。

48
100～

299

3 16~17
トラックへ荷物の積込中にあやまって足がもつれ、トラックの荷台から転落、

頭部と胸部を打ちつけ怪我をした。
65

10～

29

3 13~14
トラックの荷台にて、荷物の積み付け作業中、下に降りようとした際、誤って

足が滑って落下し、両足で着地したとき踵を負傷した。
46

50～

99

3 8~9

取引先の資材置場にて、10tトラックに積荷作業をしていた際、雨が降っていた

ため足元を滑らせ車上で転倒し、車外に落下し、トラックの脇に置いてあった

鉄製の積荷カゴに左脇腹を打ちつけた。

44 1～9

3 8~9
倉庫で荷物を積み込む際に単独でバランスを崩し、2tトラック荷台から転落して

受傷した。
54 1～9

3 19~20
配達先民家の敷地内でインターホンが見当たらなかったため、門の外へ探しに

53
30～



出たところ、思いがけず溝道があり、川に落下した。 49

3 20~21

1番シューターにて、発送前倒しの積み付け作業をしている際、ボックス棚上の

別の作業員が引っ張っていた横を通過し、荷物の隙間を埋めるため、シュー

ターの縁に乗っかり作業をしていたところ、上部より滑り落ちてきた荷物が足

に当たり、足が払われる形となりマット敷きの床に落下し、右肩甲骨付近を

シューターに強打する。

45
500～

999

3 14~15

被災者（以下甲という）は就業先において物品の搬入出作業に従事していた。

甲は、トラックの荷台から降りる際（荷台に右をついた状態）に、物品を養生

していた毛布に左足が引っ掛かり、捻りながら着地し負傷した。

36 1～9

3 14~15

本社洗車場において、4トン車の荷台の洗車作業を終え、荷台（高さ約1.5m）か

ら降りようと左手を壁に添えて、左足をステップに乗せようとしたが、ステッ

プに足が掛からず、後向きに転落して左手をつき、手首を骨折した。

44
10～

29

3 8~9

客先で10tトラックの荷台上で、積荷の下ろし作業にあたって、被災者が積荷の

荷解き作業をしているときに、積荷であるコンクリートブロックを固縛するレ

バーブロックを緩める操作中に、固定されていたレバーブロックが急に緩んだ

ため、力をこめてレバーブロックを操作していた被災者がバランスを崩し、地

上約140センチの荷台から転落し、右肩や肘を打った。

53
30～

49

3 9~10

発電所構内において、ダンプ荷台積載品の飛散防止用コボレーンの上に、さら

にシートを掛け、その上にたわみ防止用のロープを掛け終えた。 後あおりより

下車しようとした所、シートで覆われていたあおりとコボレーンの隙間に足を

入れ、バランスを崩して、ダンプ荷台より転落した。

35
30～

49

3 7~8

荷主の荷物をおろしに行き、トラックの運転席からおりようとした時、手すり

を握り損ねて下まで落ちてしまった。 毎日の動作の慣れの中で油断してしまっ

た。 荷物は荷主に手伝ってもらい、会社まで自分で運転してきたが、そのあと

歩くことが困難になり、骨盤にひびが入っていると診断された。

61 1～9

3 8~9

当社配送先の搬入口に於いて、4トントラックのゲート上に荷物（6輪カート

ラック台車に冷凍食品を積んでいた）を乗せた時にゲートストッパーがきちん

と上がっていなかった為、引っ張っていたカートラック台車と一緒に、高さ1m
60

50～

99



程より荷物と一緒に地面に落下し負傷した。

3 15~16
敷地内でトラックの荷台へ建機の積込作業を終了して、荷台から下りようとし

た時、誤って足を滑らせて転落し、背骨を強打し圧迫骨折した。
60

10～

29

3 16~17
配達先で両手で商品を持ちトラックの荷台から降りる時、バンパーステップに

足を掛けたが雨で濡れていて滑って落下し、左手首を骨折した。
50

50～

99

3 9~10
荷台でシートを引っ張り、雨で濡れていたのでパタパタと上下し、引っ張った

とき、滑って後ろから落下した。
55 1～9

3 12~13

運転手の荷受先駐車場にて、一人でウィング車の荷台で荷崩れしていた空ケー

スを整頓しようと、空パレット上に登った時、ウイングのセンタービームに頭

をぶつけてバランスをくずし、荷台から落下し、骨盤と左手首を骨折した。

45
10～

29

3 6~7 駐車場で運転席から降りる際に足を滑らせ転倒し、肋骨を骨折する。 51
50～

99

3 18~19

トラックにラックを積み込み、荷締めするため荷台へあがり、荷台あおり中間

部にある柱に足をかけ、ラッシングベルトを通していた時、足を滑らせて後ろ

向きに地面に落下し、ヘルメットが外れてアスファルトに打ちつけ、腰・臀

部・頭部を打撲し、左手首を捻挫した。

60
50～

99

3 11~12
トラックの荷台に荷物を積み荷台にシートをかけている際に、足をすべらせ荷

台から転落し、足を骨折した。
65

30～

49

3 4~5

得意先であるダンボール製品の荷卸し作業中、トラック荷台の出口まで製品を

引き出すため製品の下に敷いていた紙を引っ張った。 その際、引っ張った紙が

破れてそのはずみでトラックの荷台から落下し、右側面を強打し負傷した。

57
10～

29

3 15~16

トンネルコンクリート打設工事においてポンプ車のホッパーに荷卸中、シュー

トに留まった生コンを掻き出す棒を下に落としたので拾おうとして、配管上の

左足をすべらせて手をついたところ、左手首を骨折した。

44 1～9

3 18~19
配達を終えアパートの2階から階段を下りる時、下から2段目を踏み外して落下

し、左足首を捻った。
32

50～

99

倉庫構内においてトラックに荷を積み終えて、シート掛け作業中、シートに足



3 17~18 を絡め荷台より1メートル程の地上に落下し、左手手首・顔面・頭部等を負傷し

た。

62
10～

29

3 11~12

搬入口においてトラックを昇降台（リフター）に着けて荷降ろし作業をしよう

としていたところ、搬入口の仕様上やむを得ず、トラックの荷台と昇降台がず

れたまま着けていたため誤って昇降台（高さ約1m）を踏み外し落下し、背部を

強打し負傷した。

42
10～

29

3 17~18

事務所構内において2tトラックの荷室で作業をし、後方扉から出た時に荷台のへ

りで足を滑らせ、地面まで1mほどの高さから落下した。 トラック荷室の後方扉

近くまで多くの荷物を積載していたため、荷室から出る時に荷台のへりギリギ

リに足をのせていたこと、当日は雨が降っていたことで足をすべらせてしまっ

た。 落下した際に地面と胸の間に左腕があり、その腕が左肋骨に強く当たって

骨折・ひびの負傷となった。

45
30～

49

3 12~13

倉庫のプラットホームから、ホーム下を清掃しようと木製の階段を下りた際

に、ホームから階段が外れ落下し、バランスを崩して右肩を打撲し、右足首を

捻挫した。

60
100～

299

3 13~14

工場内で荷物を降ろし、車上を整理して車から降りようとし、後部ドアからリ

ヤバンバーに足を掛け下に降りようとした時に足が滑り、地面に転倒した時に

右手でかばったため、右小指を骨折した。

65
10～

29

3 9~10
納品場にて積み荷を荷降ろし中、足を滑らし荷台から落下し、右手首を負傷し

た。
60

10～

29

3 13~14
建設現場に資材を届け、荷下ろしが完了し、荷台の上でシートを掛けていると

きに足を滑らせ、荷台から転落した。
53

10～

29

3 5~6
プラットホームから納品確認をするためホームに歩行中、階段に気づかず約1m

下に落下し負傷する。
54

50～

99

3 11~12
積み込んだ荷物を移動させる際に、足を滑らせてトラックの荷台から地面に落

花し、左手をついてしまい痛みが生じた。
43

50～

99

出荷室庇の雨樋の排水が悪い為、フォークリフトにパレットを乗せ、雨樋の掃



3 14~15
除中、フォークリフトを移動させるため、2名を乗せたままフォークリフトを移

動させるため2名を乗せたままフォークリフトを下げて移動させたとき、地面の

段差で揺れ、パレット上で足を踏み外し高さ約2mから落下した。

73
10～

29

3 8~9
トレーラー荷台右前方からトラクタ踊り場へ降りようとした際、右足を滑らせ

地面に転落した。
56

100～

299

3 11~12

積込完了後に出発し、乗務員がシート養生不備に気付き、道路で停車しシート

の手直しをしようとトラクターヘッドとシャーシの間に入り、シートを引っ

張ったところ、手が滑り、地面に落下してしまった。 その際に左手から落ち、

左手首を骨折してしまった。

45
30～

49

3 9~10 現場でトラックのシートをかけている時に転落した。 22 1～9

3 9~10

10tトラックの荷台で作業後梯子から降りる時に足を滑らせてしまい、梯子を

握っている右腕に全体重がかかった状態になってしまい、右上腕部分を負傷し

た。

61 1～9

3 16~17
積み込み中、積み荷のフックを外しにいった時、トラックの荷台から足を滑ら

せて下に落ちた。
63

10～

29

3 17~18

荷物の搬送が終了し、トラック内の荷物を整理して次の店舗に向かうため、ト

ラックの荷台から降りようとしたとき、雨でトラックの荷台も濡れた状態に

なっていたため、足を滑らせて地面に落ちた。

46
10～

29

3 8~9

大型トラック（ウィング車）に荷物（主に新建材）の積込がほぼ完了し、固定

して荷締めの作業中に荷締機のギアーが外れ、勢いが余って後背部より荷台か

ら地上に落下した。（ヘルメット、安全靴着用）

43
50～

99

3 9~10

現場で荷降ろし後、トラック高台に固定（残材）後ろ向きで荷台から飛び降り

たところ、あおりの角に左足をとられ落下転倒し、左大腿骨転子部を骨折し

た。

62 1～9

3 13~14

本社事務所で、掲示板（ホワイトボード）の高い所に掲示（マグネット）する

ため、イスの上に上がって掲示しようとし、イスから落ちて右手首を机の角に

ぶつけた。

55
10～

29



3 8~9
現場の待機場所でブロックを降ろす準備中に、足場が悪くてトラックの荷台で

よろけてトラックの荷台から落ちた。
52 1～9

3 14~15

出発点呼し飼料の積込作業に従事中、積地に入構し作業を開始した。 積込作業

中に一部荷崩れを見つけ、手直ししようと右あおり上に登った。 左手で押さえ

右手で荷物を直そうとしたところ足元が滑り、右足が外れて落下し被災した。

その際に左手と臀部を打ったが、臀部には問題ない。 なお、あおりの幅は15cm

しかなかった。

45
10～

29

3 5~6

事業所から配達に向かう途中、トラックの荷台から音がしたので、路肩にト

ラックを止め、荷物を確認しようとしたところ、荷崩れを起こしていたのでス

テップに登って荷物を直そうとしたところ、滑り落ちて左腕から道に落下し、

左手首下のあたりを負傷した。

37
50～

99

3 2~3
4tトラックから降りる際、体を支えていた手が滑り、キャビンから落下して地面

に手をつき、体の重心が手に掛かった。
54

50～

99

3 10~11

納品口付近で、納品完了後に空台車回収のために積み込み作業中、下降中のパ

ワーゲート上で移動しようとして足を踏み外し、70～80cmの高さから地面に着

地した際、衝撃で腓骨上端部を骨折した。

43
10～

29

3 8~9
営業所にて荷降ろしのための検品作業中に、体勢を崩し、大型トラックの荷台

より落下した。
50

30～

49

3 4~5

出発前点検を終えて、点呼を受けるために運転席から降車する際、3段目（ス

テップ）から1段目へ足をかけた時に踏み外し、後ろ向きで着地した際にバラン

スを崩して、後ろ側へ倒れそうになった時、隣のトラックバンパーで腰を打撲

した。

46
10～

29

3 6~7

トレー他の荷台で鋼材の荷締をしていた時、荷締機の不具合で跳ね飛ばされ

た。 荷台から落下した様だが当時は誰も見ておらず状況は不明である。 本人も

記憶が飛んでいるのでどのように落下したのか、何をしていたのかが分からな

い。

27
10～

29

セメント工場でフレコンセメントを積み込み後、場内を出て、道路路肩でシー



3 13~14
ト掛け作業をしていた。 トラックのハシゴを荷物の上に足をかけ、左手を荷台

アオリ上部にかけ、右手でシートを強く引いた時、左手がすべり地面に落下し

た。

56
10～

29

3 8~9

敷地内にて、コンテナの荷おろし作業中コンテナから約1m下の地上へ降りる

際、後ろ向きでコンテナのステップに右足を掛けたが、雨でステップが濡れて

いた為、右足を滑らせ受傷した。

40 1～9

3 14~15

大型（10t）トラックの荷台上で積み込み作業中、コンパネ（板）を移動させる

為に屈んで引っ張った時に、雨が降っており滑り易い状態だった為、足を滑ら

せてトラックから落下した。

34
10～

29

3 14~15

トラックへの積み込み作業中、下に置いてある道具を取る為、高さ1m位の脚立

を50cm程降りたところで足を滑らせ、バランスを崩して重心が後ろに移り、右

足に負担が掛かり負傷した。

56
10～

29

3 9~10
事業場敷地内にて仕事前の準備中、シートをボディの上に載せて動かない様に

固定している時に落下し、左側を下にして倒れた。
55

10～

29

3 14~15

作業場と車を接続する場所である荷車バースにて、車の荷台の中で作業を終

え、ホーム（作業場）へ移動する際に車とホームの間に20cm位のすき間があ

り、そのすき間に右足を落とし、股関節と腰骨を強打した。 その後、激しい腰

痛が生じて救急搬送され、権幕炎を起こしていることが分かった。

53
100～

299

3 20~21

構内で引越荷物の積入作業を行う為、ターミナルホームへ上がろうとした。

ホームまでの高さが150cm程あった為、トラックの荷台から移そうとしたが、

上がりきれず滑ってしまい、トラックとホームの間が60～70cm程開いていて、

その隙間へ落ち、背中と後頭部を強打した。

58
10～

29

3 9~10

引越搬出作業時に、階段2階から1階へ差し掛かる場所で足を滑らせ転倒した。

TVを持っていたため臀部を強打し、TVを庇い左手を強打した。 作業時は小雨が

降っており路面が濡れていた為、リーダーが注意して運搬する様に指示を出し

ていた。

21
30～

49

営業所車庫にトレーラーを入れたあと車高灯の左後部が点灯していなかった



4
22～

23

為、脚立（2m位）に上り、車の屋根に乗って車高灯LEDを点検したところ、電

気は流れていたが、LEDがつかないことが分かった。 その後、右足から脚立に

足を下ろして降りようとした際に脚立が倒れて、危ないと思い下へ飛び下りた

ところ、左足踵を強打し骨折した。

48
50～

99

4
10～

11

配送先で荷降し後、回収容器をトラックに運び、積み込み作業をしていた際

に、容器が入った台車をホーム上でトラックコンテナ付近まで後ろ向きに引っ

ぱっていたところつまずいて、転倒して地面に落下し、右手をついた際に右手

首を痛めてしまった。

49
50～

99

4
15～

16

荷主より運搬依頼があった産業廃棄物を収集に出向き、4tトラック荷台に積込作

業中、荷を荷台後方に押し詰めていた時、押した力が強かったため力があまっ

て身体のバランスを崩して、荷台上より1m50cm位下の地面に落下した。

61
10～

29

4
18～

19

会社敷地内において、業務を終え車輌の荷台の不具合を修理しようとしていた

ところ、高さ80cmの荷台から誤って足を踏み外し落下した。
59

30～

49

4
9～

10

現場へ10tトラックで山留材を搬入し、荷卸しの準備をする為、足場の悪い山留

材の上に乗って固縛解除作業に入った。 固縛場所は2ヶ所あり、前側のレバーブ

ロックを緩め、続いて後方のもう1ヶ所を緩めようと後方へ体を回転させた時、

足を滑らせ留材の一段目の上（地上より約1m90cm）から墜落した。

59
10～

29

4 6～7
飼料バルク車から飼料タンクへ荷卸し作業中、タンクのはしごから下りる際、

安全帯を外した後に右手を滑らせ地面へ落下し、頭・背中・腰を強打した。
55

50～

99

4 7～8

庫内においてラック上の商品を降ろそうと片手で棚の支柱につかまり、筋交い

に片足を置いて作業をしていたところ足を滑らせ床に落下し、背面を強打した

（高さ1.5m程）。

34
50～

99

4 1～2

野菜売り場前にて、ウイング車（10tトラック）のサイドパネルを開けた状態で

荷直し作業を行っていたところ、周辺の明かりが少なく荷台内が薄暗かったこ

とと、積荷（約20kgの箱）を両手で抱えていたために足元が見えづらい状況

だったことから、移動中に荷台から足を踏み外して約1m下の地面に落ち、左踵

を負傷した。

38
10～

29



4
17～

18

お客様構内において、集荷した荷物を荷台にのせている時、荷物の整理をする

ために荷台に上がる際にバランスをくずし、後ろ向きに転落し、左手を地面に

打ちつけた。

42
100～

299

4
23～

24

積荷の搬入先構内に自社トラックを停め、深夜業務開始予定であったため、仮

眠後構内にあるトイレに行き、自社トラックに戻る際に階段でつまずき転倒し

た。

47
100～

299

4
12～

13

積み込み作業中、サイロ積込場に車両を停車させ、被災者が車両の梯子を登っ

たとき、頭上の梁に頭部を強打し、トラクターの踊り場に転落した。
56

50～

99

4
9～

10

平場商品を棚の2段目（高さ約180cm）にピッカーフォークで格納した後、パ

レットがあるつもりで足を踏み外して体勢を崩し、床に落下した。
52

100～

299

4 6～7
荷卸先待機場所に荷台のシートをはがし、キャビン上の台に載せようとした

時、左足がアオリに引っ掛かり転落し骨折した。
59

10～

29

4 7～8

貨物搬入先近くの路上で待機中に、車両の整備をしようとして車輌と歩道を跨

いで脚立を立てて登ったところ、バランスを崩して脚立ごと転倒し、約90cmの

高さから落下した際に顎を切り、股間を打撲した。

61
10～

29

4 0～1

当社配送先センター内において、荷物の野菜を降ろす作業中に、上の方の荷物

を取る際、荷台にあったパレットを踏み台代わりに乗った時にパレットが滑

り、荷台に落ちて右足を負傷した。

57
30～

49

4
17～

18

商品納品先の荷捌き場で、トラックの車両庫内より菓子ケースを下ろすとき、

後方の足元を確認せずに足を踏み外して左向きに転倒し、左手で体を支えよう

とした際に手首を骨折した。

53
100～

299

4
17～

18
トラックの荷台にシートをかける際に落ちた。 23

30～

49

4
19～

20

ドライ配送センターにて、トラック荷台への商品積み込み作業終了後、テール

ゲートリフトを格納するために車両を前進させようと、テールゲートリフトか

ら段差約15cmのドックに降りた時、左足を捻り負傷した。 大したことはないと

思い、そのまま業務を遂行したが、痛みが増した。

52
100～

299



4
14～

15

鉄筋加工工場内にて積込作業中に、荷台上で積込した鉄筋の束から玉外しした

ワイヤーを引き抜こうとした際に、バランスを崩して荷台上から転落した。 事

故当時、ヘルメットのアゴ紐をしておらず、工場アスファルトに右側側頭部を

強打した。

50
10～

29

4
21～

22

アスファルト合材工場で、大型ダンプにシートを積む為、横付けした台からダ

ンプの荷台に昇ろうとした際、地上に落下した。
66

10～

29

4
11～

12

1階構内にて納入先に届けるため製品（高さ1mのロール紙）をトラックの荷台

に積みこんだ後、トラックの後方から降車するためにロール紙の上から降りよ

うとしたところ体のバランスを崩し、高さ2mの位置より落下し、左足の踵を骨

折した。

48
30～

49

4
11～

12

倉庫ではしごを使用して、ラックの上の在庫を確認していたところ落下し、左

後頭部と左胸を強打した。
50

100～

299

4
11～

12

駐車場にて荷卸し・荷積み作業の際、停車中の2tトラック荷台に腰をかけ両足を

ステップの上に置いて待機していた。 様子を見るため立ち上がり降りようとし

た時、左足はステップ上にあった。 地面との間にもう1段あると思い込み右足を

出したが、なかったため体右側面から転倒し、右腕・右腰を強打した。

72
10～

29

4
10～

11

室内にて照明器具を外す際、ハンガーケースを踏み台にしたところ、ハンガー

ケースが破損し落下する。
21

30～

49

4 6～7

集配車へ荷物の積み込み作業を行っていた際、荷台から降りようとしたところ

右足がステップを踏み外し転倒し、右腕を地面に強打して、右手首を骨折し

た。

62
100～

299

4
15～

16

集荷先のゴルフ場にて、宅配便のゴルフバッグを2t車に積み込むためトラックの

荷台に上がり、右側面に20本程度を荷台の最後まで並べ、一旦荷台から後ろ向

きで下りようとした際にバランスを崩し、左足を荷台ステップから踏み外し、

地面に左臀部から落下した。 当初は打撲程度と思っていたが、左恥骨坐骨骨折

だと分かった。

55
100～

299

4 8～9
トラック荷台より荷降ろし中にバランスをくずし、約1.5m下地面に落下し、右

41
10～



手首・肘・肩を強打し、右肘を骨折した。 29

4
19～

20

お客様宅玄関前に約4段の階段があり、不在だった為持ち戻ろうとした時にふり

向きざまに荷物（約40×15×15）を持ったまま階段を踏み外して落下し、右腕

骨折と右足首捻挫を負った。

61
10～

29

4
16～

17

中古品買い取りの為に行った先から、茶ダンスを1人で持って2階から運び出し

ていたところ、マンションの階段から茶ダンスと一緒に落下した。
26 1～9

4
19～

20

事務所前で、トラックの荷台から地上に降りる際、荷台に立てかけてあるベニ

ヤ板をまたごうとして体勢を崩し、ベニヤ板に足が引っかかり落下した。
26

30～

49

4
13～

14

フォークリフト2台を得意先へ届けるため、トラックの荷台に乗りフォークリフ

トを固定していたワイヤーを荷締器（約5kg）から取りはずす作業をしていた

際、バランスを崩して1m程下の地面に荷締器を持ったまま落下し、荷締器の上

に左ひざが当たって左ひざを骨折した。

66 1～9

4 8～9
配送先店舗にて、配送終了後にゲートから降りようとした際に足を滑らせ、地

面に左手から落ちて左手首を骨折した。
44

100～

299

4
15～

16

鉄筋コンクリート造り30階建ての住宅棟建設工事現場で、1階にトラックを駐車

して荷台に乗って荷卸中、荷物（クロス）が左足に引っ掛かり、右足のみで地

面に着地してして左足のアキレス腱断裂した。

58
30～

49

4 5～6

車両コンテナの荷台にて空箱を降ろす作業をして終わったとき、車両の荷台か

ら後ろ向きで降りようと左足をステップにかけた時、ステップ上で滑ってしま

い左肩から落下し、左肩の鎖骨を骨折した。

59
100～

299

4
11～

12

当社敷地内にある駐車場の屋根の点検修理のため屋根に上っていた時に、屋根

の腐食した部分に足を乗せてしまい、体の重みで屋根が陥没し、そのまま下の

コンクリート部に落下して左足踵部を骨折した。

43
50～

99

4
13～

14

住宅建設現場にて、トラック同士を合わせて積荷（建築資材石膏ボード）の積

み替えを行っていた際、足場として使用していたトラックあおり（あおりを倒

した状態で、角材で支えていたもの）が倒れ、あおり上で積荷を運び移動して

た乗務員が、運んでいた積荷とともに落下し右膝を強打した。

47
300～

499



4
12～

13

アパートの階段で下りている際に、走っていて足元の不注意で、足を踏み外し

てひねった。
29

100～

299

4 8～9

トラックの荷台に乗り、荷物の整理をし荷台に向かった状態でステップに左足

をかけたところ踏み外し、勢いよく転落して構内の柱に腰を打ち、左手に重心

がかかった状態で地面についたことで左腕尺骨と橈骨を骨折、腰は打撲を負っ

た。

59
30～

49

4
14～

15

トイレ休憩のためコンビニへ入ろうとトラックから下りる時、サイドブレーキ

とレバーに服が引っかかり、ステップを踏み外して落下した。
42

10～

29

4
18～

19

トラック荷台から荷物を降ろす作業中にバランスを崩し、腰痛があったために

踏ん張れず荷台（高さ約1m）より転落し、左手・肩・頭部を打撲した。
60

50～

99

4
14～

15

会社構内のストックヤードに於いて商品のサイズを確認の為、商品の側面より

商品に足を掛け、3段目の商品を確認していた所商品に掛けた足が滑りそのまま

の態勢で地面に着地した際に左足が台木の上に乗り、足首を捻ってしまい受傷

した。

56
30～

49

4
16～

17

当社の資材置場でダンプの荷台を掃除しようとして、運転席側のドアから荷台

へ移動する時荷台へ左足を掛けたが、足が滑りバランスを崩して約1.7m下に飛

び降りた所、右足から着地したが転倒して右腿骨を骨折した。 発生時は、天候

が雨で手も濡れ、靴底にも泥が付着していた。

49
10～

29

4
10～

11

当社顧客先構内において、4トントラックから荷物を降ろす作業をしていた。 荷

物を締めていたロープに足が引っかかってバランスをくずして地面に落下し、

腰と頭を打った。

64 1～9

4
19～

20

集荷先出荷場所において、トラック（4トン車）荷台後部に商品（パレットに載

せてある部品重さ60kg80cm四方）をリフトで載せ、荷台上で商品の向きを変え

る為荷台へ上ろうと後部ジッパーに足を掛け商品に固定してあったPPバンドに

手を掛けたところ、バンドが切れて荷台下へ転落し、頭部を負傷した。

47
50～

99

4
15～

16

納品先駐車場内で、トラック荷台横扉から後ろ向きに降りようと右足をサイド

ステップに掛けた所、滑り外れバランスを崩して右横後ろ向きに落下した。 尻 43
100～

299



もちをついたはずみで右肘を地面に強打し、右肘骨折した。

4
9～

10

客先構内にて積み込み作業中、荷物の間に入れる緩衝材が突風にあおられ本人

に直撃したため、バランスを崩して荷台から転落した。 その際、右足で着地し

た後、左足を強打して転倒した。

50 1～9

4
13～

14

当社洗車場に於いて、トラックの洗車中、フロントガラス（高さ2m35cm）を

洗うため、右手に洗車ブラシ、左手にホースを持ち、輪止め用タイヤ（高さ

20cm、直径80cm）の上に乗り洗車していた処、誤って左足を滑らせアスファ

ルト面に着いた際、踏み外した左足を捻り受傷した。

47
10～

29

4
13～

14

客先構内にて、トラックに荷物の積込作業中に、足を踏み外してトラックのア

オリから落下して左膝半月板を骨折し、右腕も負傷した。
58

100～

299

4
19～

20

トラックの荷台で積荷のシートを張る作業中に、足を滑らせトラックの荷台か

ら地面へ落ち、着地はしたが左足の靭帯を損傷した。
50

30～

49

4 8～9

客先付近交差点を左折し、300m程走行した場所にて車を停車し、納入するまで

時間があったので製品（鋼材）にかけてあるシートをめくる引き続き作業を

行っていた際、製品上にて（高さ約1.2m）足を踏み外したため荷台上へ落下

し、製品に右側の背中を強打し、肋骨4本を骨折した。

67
10～

29

4 8～9

構内の高さ88cmのホーム上で配達荷物を仕分け作業中に、自分の車両をホーム

に接車した横が空いており、ホーム端に寄りすぎ、ホーム上からコンクリート

地面に転落した。

42
30～

49

4
22～

23

トラックから別のトラックへ荷物の積み替えの為、双方の車両後部を合わせた

隙間に短いローラーを設置し積み替えを行っていたところ、途中でローラー上

に足を掛けた際にローラーが外れ一緒に落下した。

68
50～

99

4
10～

11

倉庫前においてRCラックの積み込み作業を完了し、荷台へのシート掛け作業を

行っていたとき誤って車両から地面に転落し、右膝を強打し骨折した。
64

10～

29

4 6～7

集荷先で積み込みをするため、荷台上を片付けして地面に降りようとしたと

き、あおりとボディのスキマに安全靴の裏ゴムがひっかかり、バランスを崩し

て地面に落ちた。

56
100～

299



4
17～

18

和タンスを吊り作業中、タンスを手元まで引き上げ横のベルトをつかみ持ちあ

げ直す際、タンスが上がり切らず、もう一度持ち直しの時柵に体を預けた際、

柵が外れ柵ごと落下する。

21
30～

49

4
23～

24

自社構内ホーム上で、伝票と荷物を確認中に誤って足を滑らせホーム下に転落

し、左肩を打って痛みがあったがそのまま仕事をし、その後も痛みが治まらな

かった。

59
50～

99

4
19～

20

トラック荷台から荷物を降ろす作業中にバランスを崩し、腰痛があったために

踏ん張れず荷台（高さ約1m）より転落し、左手、肩、頭部を打撲した。
61 1～9

4
17～

18

積荷状態を再確認するため停車し、荷台に乗り点検中に誤って足を滑らせ、路

上に転落し左脛を負傷した。
44 1～9

4
19～

20

作業終了後、ホームに接車していたトラックに乗車しようと階段を下りようと

した時、まず右足を一段目に下ろし続いて左足を下ろそうとした時に、ホーム

の端にあったカラスよけのネットに左足がからまり足をとられてバランスを崩

し、顔からホーム下へ落下した。 その際に下にあった木材に左目付近をぶつけ

た。

64
10～

29

4
14～

15

営業所の倉庫内において、パチンコ台を収納しているラック内のパチンコ台を

出し入れ作業中、誤ってラックの上から落下し左踵骨を骨折した。
42

30～

49

4 1～2

自社トラックに乗り、配送先に荷を降ろし、空になったパレットを荷台（高

さ：約1.3m）から降ろす作業中、荷台後部のヘリまでパレットを移動した際に

足が滑り、身体のバランスを失い、荷台のヘリから落下し、右踵を強打した。

55 1～9

4
14～

15

取引先工場内にて積み込み作業中、荷台へ上がり荷物を移動させる目的で動か

そうと自分の方向へ引っ張ったところ荷物の持ち手が外れ、その勢いで荷台か

ら地面へ落下した。

59
30～

49

4
11～

12

大豆粕（餌の原料）を積み込み中、トラック（パルプ車）の足場から足を滑ら

し落下した。
53 1～9

4
18～

倉庫で荷物を積み、外へ出たが、雨風の影響でシートがめくれた為、道路の路

肩にトラックを停めて、シートを張り直そうとキャビン脇のはしごを登りはじ
41

50～



19 めた際に雨の影響で手すりから手が滑って地面に落下し、左肘と右手中指を負

傷した。

99

4
12～

13

平積みトラックにキャタピラーを2台積み込み点検したところ、キャタピラーの

四隅に取り付けられている鍵状のフックにさらにひっかけられていたフックが

外れてトラックの板の上に落ちていた。 本来なら、脚立を用いてトラックに乗

り込んで拾わなければならなかったが、そのままトラックに足をかけて登ろう

として、雨だったため足が滑り、左を下にして墜落した。 その際に頭と肩、足

を強打し、頭はヘルメットで無事だったが、左鎖骨を骨折した。

51
50～

99

4 2～3
工場サイロ内にてチップ積込作業中に、足元のチップに滑り、サイロ床で強く

尻もちをつき骨折する。
49

30～

49

4
16～

17

トレーラーヘッドのキングピンの不具合をトレーラーヘッドのステージに立

ち、大バールで修理していた。 力を入れて大バールを操作していた際、はずれ

てしまいバランスを崩し、タイヤとステージの間に足を挟んだ状態で落下し

た。 とっさに頭を右手でかばい、そのまま手をついたため、右手首、右ひじを

負傷した。

49
10～

29

4
14～

15

当所資材置場にて、ユニック付車で古コンクリート電柱（長さ8m重さ700kg）

を積込作業中、車体のアウトリガーより荷台へあがろうとしてアルミ製ドアに

足をかけたが、足が滑り地上へ落下した。

40 1～9

4
13～

14

店に到着後トラックより降り、車の後方に周りパワーゲートに乗り上昇し庫内

へ入り、荷物を降ろす準備をしパワーゲートに荷物は載せず車から降りようと

パワーゲートに乗って降りている途中、パワーゲート左側の油圧シリンダーが

破損していた（目視での点検作業では分からない）ことでオイルが抜けて圧力

がなくなり、パワーゲートが下の地面（30cm～40cm）に落下した。

46
50～

99

4
10～

11

被災者は、当日荷物の運輸業務に従事中、パーキングにおいて4tトラックの荷台

の後方部に上り、積荷の状況の点検及び荷締めを行っていたところ、トラック

に荷物がほぼ満載の為、足場となる幅が少なく（約30cm）、荷締め作業（ラッ

シング止め）をする際に体勢が不安定となり、荷台から地面（約110cm）へ落

下した。

53
30～

49



4
23～

24

運行乗務員が支店ホーム上を歩行中、ホーム端から足を踏み外してホーム下に

落下した。
55

100～

299

4 5～6

支店構内にて、運転手が荷物をトラックから荷卸中に、荷台の上に積み付けら

れた荷物を取ろうとした際、ホームとトラックの接車面の隙間に左足がはまり

負傷した。

53
100～

299

4 2～3
荷箱の中で商品の整理中、後方不確認により地面へ落下し、足・腰・手をつき

右手首を骨折した。
53

10～

29

4 8～9

構内にて車両整備するために、タンクローリー後方に設置してある梯子にてタ

ンクローリー上部へ昇っている時に、足を滑らせバランスを崩して転落し左肋

骨を骨折した。

53
50～

99

4 5～6
当社駐車場内にて、始業時間前に2tトラックの荷台で準備のため掃除をしていた

際、荷台後部より足を踏み外して落下し、腰椎を骨折をした。
52

100～

299

4
15～

16

会社駐車場にてダンプトラックの荷台を清掃後、トラックから降りようと荷台

側のハシゴを下りているときに足を滑らせて、左足ひざから前のめりに地面に

落ち、左足ひざを負傷した。

48
10～

29

4
19～

20

始業ミーティング実施後、始業前実施の為に駐車場に向かう。 始業前点検中に

突発の私用が発生した為に点検作業を中止した。 帰宅する為に車両より下車し

ようとした時に、ステップに掛けようとした左足を滑らせ尻もちをつく形で転

落、第1腰椎圧迫骨折した。

65
10～

29

4
12～

13
車両後側上部修理中、脚立の足が滑り、地面に転落して両足を骨折した。 41

30～

49

4
14～

15

人参の積み込み作業中、誤って荷台から足を踏みはずし地面に落ち、左足を先

について全体重が左足にかかり、動けなくなった。
54

10～

29

4 3～4

物流倉庫で配送を終えて帰社し、荷下ろし作業終了後に運転席に戻り、再び下

車する際に誤って運転席より約1m40cm下の地面に転落した。 意識を失って倒

れていたところを他のドライバーが発見した。

61
100～

299

納品先にて、積荷（台車）を荷解き中に台車の上に乗り、ラッシングベルトを



4
16～

17
外した際に台車が転がり、台車と共に荷台下に落下し、右手を受け身に着いた

時に右鎖骨を負傷した。

46
10～

29

4
12～

13

家具の荷降し中に、荷物が滑り落さないように、とめようとして荷台から落ち

右足のかかとを強打した。
52

10～

29

4 4～5
積地にて待機中、積込合図がありキャビンから降りようとしたら足を滑らせて

落下し、着地時15cm位の石をふみ左足を骨折した。
51

100～

299

4 4～5

発送先に於いて、パワーゲートを使用して荷卸し作業中、パワーゲートが接地

面30cm程の高さの所で後ろ向きに飛び降り際に、誤ってパワーゲートのストッ

パーを踏んだため積荷カード車（重量158kg）が動きだし、とっさに落下を防ご

うと支えたが支えきれず、一緒に落下転倒し、両足がカーゴ車の下敷きとなっ

た。

53
50～

99

4
17～

18

荷主敷地内において積み込み完了後、車上にてシートをかけている時、後方に

注意がたりず車上から落下し、足首を負傷した。
62

10～

29

4
16～

17

被災労働者は構内でトラックの荷積み作業中、荷を揃え荷台から下りる際に足

を踏み外し、右足が荷台の落下防止アングルに引っ掛かり、右足を残したまま

落下し、体重が左脛にかかって骨折した。（10tトラック）

32
10～

29

4
14～

15

路上でトレーラーヘットが故障した為、トレーラーヘットを運搬用セルフの荷

台に乗せトレーラーヘットから降りる時、雨に濡れたステップに足を滑らせ、

高さ2m位より落下し頭部を負傷した。

62
50～

99

4
13～

14

構内の荷物積込場所にて7トントラックに荷積し荷締め作業をしようとトラック

の荷台に登ろうとし、アオリに足を掛けたが滑って、弾みで約1m下の地面に落

下した。

64 1～9

4
23～

24

市場にて荷卸中、ジョルダーを引っぱっていたところジョルダーの棒が抜けて

しまい、バランスを崩して後ろ向きで荷台から落ちた。
54

50～

99

4 7～8

早朝に出社し、紙類の配送を開始し、配達2店目に到着し、荷台で紙類の取り出

しと積み替えを終了し、荷台から降りようと荷台を背にして右足踵を車輌備付

のステップに乗せたところ、滑って体を捻りながら落下した。 そのあと左肘と
42

30～

49



肋骨に痛みを感じたが、配達作業を完了した。

4
13～

14

倉庫で、増トン車トラックの荷台から空フレコンを降ろす作業中に、降り曲

がった空フレコンを無理に引き抜こうとして、手が濡れていたため手が滑り、

荷台（高さ1m）から転落し、背中と左肩を打った。

58
10～

29

4
20～

21

場内にて自車荷台上で車体の横に積み上げた木製パレットに荷物を移す作業

中、荷物を持って荷台からパレットに足をかけたところパレットの板の隙間に

左足が落ちて体のバランスを崩し、荷台（高さ135cm）より下の地面に左半身

から転落した。

37
30～

49

5
14～

15

トレーラーの荷台の上で積荷（H鋼）に落下防止のワイヤーを掛ける作業中、バ

ランスを崩して荷台から落下しそうになり、積み荷のH鋼（長さ約3m、高さ約

30㎝）につかまった際にH鋼と共に落下し、下敷きになって腹部を圧迫され、出

血性ショックにより死亡した。

57 1～9

5
9～

10

お客様敷地内にて配達作業中、荷台に上がり奥の荷物を手前へ引き出そうとし

たところ、足を踏み外して荷台からアスファルトの地面へ背中から落ちる。
52

30～

49

5
9～

10

当社車輌点検場・洗車場において、フォークリフトに乗せてあったシート（幅

3m50㎝×長さ13m）を広げる作業をしている時、右足を踏み外して高さ2m位

から地面（土）に落下し、肋骨と腰骨を骨折した。

64 1～9

5 4～5

納品先に到着後に玉子を納品する際、パワーゲートの天板に商品をのせて下降

しようとした時、ゲートの天板が急に下がった為、商品と一緒に滑り落ちた。

パワーゲートの天板は上下するのが通常であるが、今回はストッパーがずれて

いたため下降と共に先端部分が先にチルドが下がってしまい、商品と一緒に落

下した。

53
50～

99

5
15～

16

当社敷地内にある洗車場にて車両を洗車中、車両フレームの汚れを落とすため

荷台を上げフレームの上に登り洗車機で洗車中に足を滑らせ、左腕からフレー

ムの上に落ちた。

49
30～

49

5
15～

16

コンクリートミキサー車の洗車中、ミキサー車の後方のステップに右足を乗せ

て、左足でシュートを跨ごうとしたところ、右足が滑って落下し、地面に右手 48
10～

29



をついて骨折した（高さ1m程）。

5
12～

13

トレーラーに原木を積み込む際に、原木を積み終わり、ワイヤーロープにて荷

物を固定するため、トレーラー後方上部よりワイヤーロープを下に垂らし、先

端を荷台外側のフックに掛けるため後方より降りようとした。 その際に手を原

木に掛けて支えようとしたところ、その原木が不安定であったため転落して、

左足踵を骨折した。

52 1～9

5
18～

19

社内退勤後、車庫駐車場にて被災者の判断により車両ミラー振れ止め作業を開

始した。 梯子を使わずバンパーステップ（高さ約50㎝）に両足をつけ、左手を

フロントパネル上部の取っ手にかけ、右手はミラーから取っ手にかけたゴムを

掴んでいた際に、バランスを崩して地面へ落下した。

51
10～

29

5 8～9
荷卸しの準備をしていた時、荷台に上がろうとして掛けた足を滑らせてしま

い、荷台から地面に落下し、右手首を骨折した。
36

50～

99

5 8～9
荷台の上で荷卸し準備の為、クレーンフックにワイヤーを掛け脚立から後ろ向

きに降りようとしたところ、脚立から足を踏み外して左足から落下した。
59

30～

49

5 2～3

店へ運転者と同乗し納品中、補助者である被災者が、自車のパワーゲートで台

車を載せ搬出作業をしていたところ、被災者が思い違いをしてパワーゲートが

上っているものと勘違いをし、荷台から踏み外し転落した。

66
50～

99

5 7～8

事業所構内にて荷物を仕分しトラックに積込み作業中、2tトラックの荷台に荷物

を積付けする為ステップに上り荷台に足をかけた時、足を踏み外し約60㎝の高

さから落下し、腰と腕を打撲した。

42
50～

99

5
17～

18

倉庫内でトラックの荷物を積みシートを掛けようと荷台のふちを歩いていたら

足を踏み外し、2.2m下へ転落した。
57

10～

29

5
9～

10

自社車庫において洗車作業中、パイプ椅子に乗り窓の汚れを拭き取っていたと

ころ、パイプ椅子が壊れ地面に落下し、腰部分を負傷した。
53

10～

29

5 8～9

ロジスティックセンター内で荷物の積み込みが終わってトラックの荷台から降

りようとして、雨で荷台が濡れていたため、滑って落ち、左足かかとを骨折し

た。

58 1～9



5
10～

11

荷卸し中にシートのゴムを外し左側よりシートを外そうと引っ張ったところ、

右側のゴムが貨物の上段に引っ掛かり荷台に乗って外した。 そのまま荷台上部

右側より後方へと移動し、後方で降りようとしたところ足を滑らせ落下してし

まった。

41
10～

29

5
10～

11

積荷の降ろし作業中に手伝う為に安全確認して荷台の上にのぼった際に積荷に

躓き、バランスが保てず荷台から転落し、右手から地面についたらしく右手を

受傷した。

68
10～

29

5
15～

16

カゴ台車の積み込み作業中、ゲート内に収まりきらない大きい台車があって

（実際は積む必要がないものだった）、その台車をゲートに載せ50㎝ほどゲー

トを上げたところで、ゲートからはみ出していた台車が傾き、自分がゲートか

らはじき出されるような状態になり、落下して転倒し、手をついて骨折した。

58
30～

49

5
13～

14

車庫でトラックにプレカット材木の積込作業中に、足を踏み外してトラックの

荷台からアスファルトの地面に転落して右脚を骨折した。
68 1～9

5
18～

19

トラックの荷台の横からサイドステップに右足を掛け後ろ向きで降りる際、サ

イドステップを踏み外し落下した（約1m）。 尻もちをつく状態で転倒し、無意

識に右肘を強打したと思われる。 直後は特に痛みを感じなかったが、しばらく

して肘にしびれが出てきた。

28
30～

49

5
10～

11

配達作業中に車両の降車の際、車両設備であるロープに躓きそのまま車外へ転

倒した。
52

30～

49

5
11～

12

顧客先の敷地内において、回収したパレットの積み込み作業中、トラック荷台

より落下し左肘、左踵、腰部を打撲した。
54

100～

299

5 8～9

構内にて、トレーラー停車後、降車する際左足の長靴の履き口と足の隙間に、

座席シートのスライドレバーが引っ掛かり左足をとられ腰部から地面へ落下し

た。 落下を防ごうと抵抗した際に、トラックボディに両足指を強く打ちつけ負

傷した。

53
10～

29

5 8～9

顧客の倉庫内において、配達先の荷物（段ボール箱45×26×22㎝）を棚から脚

立（高さ180㎝）を使い下す際、バランスを崩しコンクリート床に落下した時に 65 1～9



頭部、上腕部を負傷した。

5
11～

12

荷主様の敷地内にトラックの左側車輪を乗り上げ駐車をした。 荷台から降りる

際に、道路と敷地の段差部分に左足を着いた為、足首をひねり、剥離骨折して

しまった。

50
10～

29

5 6～7

道路上で荷物を下ろし、その後シートを掛けるため荷台にのぼりシートを引っ

張り、アオリに足をかけ降りる時に雨で足が滑って荷台上に落下し、アオリ上

部に胸部右側を打ちつけた。

55
10～

29

5
18～

19

配送先路上にて、トラックの荷台より下におりようとした時に荷台から足を踏

み外し、地面に落ちた時に手をついて左手首を骨折した。
46

100～

299

5
16～

17

2階から宅急便箱約5㎏を両手で抱え階段を降りていた時、うっかり足を踏み外

し転倒して左手を強打した。
56 1～9

5
14～

15

自社車庫で、荷締め作業中に手が滑り荷台から落下した。 原因として荷締め機

操作時の作業姿勢が不十分であった。
39 1～9

5 5～6

当社倉庫内において、トラックに積荷（プレカット）を積載後ヘルメットを着

用し荷締めのため荷台へ乗り荷締め具を閉めたところ、荷締め具（フック式）

と荷台フックの接続部が外れ、荷台上部より（高さ約3m）地面へ足から転落

後、転倒した。

56
10～

29

5
17～

18

客先構内にて集荷中、荷台後方に荷物を積み上げていたところ、ステップに掛

けていた右足を滑らせ転落し、右膝をステップの角に強打した。
50

50～

99

5 4～5
荷卸し中、荷台最後尾の助手席側に角材やシートを重ねていた所に足を掛けた

ところ、足場が不安定だったためバランスを崩し、地面に着地した。
51

30～

49

5
12～

13

住宅建築工事現場で、荷降しのため、荷台上で材木をトラッククレーンで吊り

下げ、クレーン操作のため荷台からクレーンアウトリガーに足を掛け降りる

時、雨で濡れたアウトリガー上部で右足を滑らせて後ろ向きに落下し、左足脛

をアウトリガーで強打し、裂傷した。

32
10～

29

5
10～

11

調理場地内にて、学校給食を取りに車の運転席から降りた際、足を捻り痛みが

あった。
69

10～

29



5
14～

15

当社の駐車場内にて、クレーン付きトラックで荷降ろし作業中、雨で荷台が濡

れており、誤って足を滑らせ荷台から落下した。
49

10～

29

5
14～

15

積込み先で製品の積込みをしていて、荷台から降りようとしてリアバンパーに

足を掛けた際に滑ってしまい、落下した時に地面に着いたところ右手首を骨折

した。

49 1～9

5
15～

16

給食配送を終え、構内作業として土手の斜面で草刈り機を使用して草刈りをし

ている際、ぬかるんだ土手の斜面に足を滑らせて約1m下のアスファルトに滑り

落ち、背中を打った。

70
100～

299

5
9～

10

15tユニック車にて製品7本を納入する際、ベースの上へ2本降ろしてから続けて

3本目を降ろすとき、製品天端部分に乗りラジコンを操作しながら降ろしていた

ところ、蓋掛かり部分から足を踏み外して落下した。

49 1～9

5
15～

16

車両後室の荷物を納品するために、手を掛けて奥から荷物を手前に引いてきた

が、重なっている部分が外れ荷物がずれたので、瞬間的に手を離したが、体重

を後に掛けており、車両後部にいたため荷室から落下した。 その際に受け身を

とるために右手をつき、手首を負傷した。

49
30～

49

5
12～

13

納品先物流センター内でトラックの荷台から空箱を搬出作業中、左足を踏み外

して後ろ向きで荷台から落下し、左手首を骨折した。
51

10～

29

5
11～

12

トラックの荷台より荷物を抱え前向きに降りようとした際、ステップを踏み外

し落下し、足首を捻ってしまう。
20

30～

49

5
11～

12

フォークリフトで雑芥をリサイクルセンター可燃物集積場へ運搬するため、リ

サイクルセンター西側より入場し、可燃物集積場北側の防護支柱に雑芥の入っ

た集積箱の右前方を衝突させた為、その反動にてリフト座席（1.3m）より転落

し負傷した。

56
100～

299

5
14～

15

トラックの荷台から後ろ向きに荷物を持って降りようとした際、ステップに足

を乗せたつもりが踏み外してしまい、そのまま地面まで滑り落ち、顔面を強

打、左足をステップで打撲、あばらをステップで骨折した。

47
30～

49

取引先の構内で荷下ろしをする前に、荷台の後部に空きスペースがあるかを確
50～



5 7～8 認するため、荷台前方の梯子を使いアオリ最上部まで登り後方を確認中に足を

滑らせ、地面に背中から落下してしまった。

39
99

5
16～

17

会社の車庫で積荷の固縛中に、足元が不安定で荷台から落下し、尻から落ちて

腰を強打する。
68 1～9

5
18～

19

帰社後4tトラックより降車する時、車内にて安全靴よりサンダルに履き替え、両

手に自分の荷物を持ち、小雨が降っている状況で助手席より降りようとした。

両手がふさがった状態で後ろ向きに降りようとしたところ、足を滑らせて後ろ

向きに転倒し、身体の右側から地面に落下し、頭部も打撲した。

33
50～

99

5
11～

12

お客様敷地内にて、トラックにフォークリフトの積荷作業中、先に積んでいた

フォークリフトの荷締めをしようと、トラック荷台右前部のアオリに左足を掛

けた際に足を滑らせ地面に落下（1m位）し、左足の甲と左足首側面の骨を骨折

した。

40
50～

99

5
13～

14

トラック荷台上で、アオリ部分に左足を掛けた際にバランスを崩し地面へ落下

した。 足から落ちたため着地時に左足を捻り骨折してしまった。
42

50～

99

5
22～

23

建設資材（外装材）配送センターにて、一人で荷降ろし後、荷台を片付ける為

にあおりに手を掛けたが雨で濡れていたので滑って地面に右手から落下した。
56

30～

49

5
9～

10

構内に停車中の3tトラック荷台内にて、荷物が載ったパレットを引っ張り棒で引

き出そうとしたところ、棒が外れ、その勢いで乗務員だけが荷台から落下し

た。

47
50～

99

5 1～2

トラック発着プラットホームで荷物の移動や荷卸し作業を行っている際、ト

ラック荷台前部に残ったパレット荷物を卸そうとトラック荷台に入り、トラッ

クとプラットホームの間に鉄板を引き渡すためのクッションゴムを設置しよう

と荷台後部へ近付いたところ、派遣先運行社員が荷台の状況やトラック周りの

安全確認をせずにトラックを発進させ、トラック荷台とプラットホームの隙間

から転落し、左肩をコンクリート地面で打撲した。

67
100～

299

5
18～

19

積込先構内で1人で荷台へ荷物を積込作業し、養生作業をしようとした時、積荷

のドラム缶の上を歩いている際にドラム缶とドラム缶の隙間に足を滑らせ左足 35 1～9



を落とした。

5
22～

23

配送時、店舗到着後に運転席から降車する際に、右足を車輌ステップに掛けた

ところ滑り落ち、踵を地面に強打する。
47

50～

99

5
14～

15

得意先構内で、トラック荷台に乗り、荷物の間に緩衝材を挟む作業を終え、そ

のまま荷台から飛び降りたところ踵から着地し負傷した。
45

100～

299

5 6～7
納品中、トラックの荷台より荷卸しをしている時に手が滑り、体のバランスを

崩し転倒した際に荷台より落下した。
61

100～

299

5
16～

17

トラックの荷台で荷物にシートを掛けている時、シートのゴムが切れて体のバ

ランスを崩し、地面に両腕をぶつけて左腕肘を骨折し、右腕を打撲した。
32

10～

29

5
16～

17

ホームにてトラックに積んである空シッパー（容器）を降ろすためホームに接

車し、ホームに登るためトラックの荷台（1.2m）からホーム（1.5m）に足をか

けた時バランスを崩しホームとトラックの隙間に、後ろ向きに落ちてしまい、

左大腿骨頚部を骨折した。

51
100～

299

5 6～7

配送先にて、トラックから長尺の荷物を降ろすため、荷台上で持ち上げ、ト

ラック後方のステップを使い、後ろ向きに降りようとしていた際、右足を踏み

外してしまい転倒し、その際に右足首を捻った。 当初は大したことがないと思

いそのままにしていたが、痛みが取れなかった。

44 1～9

5
16～

17

当社顧客先の畳入れ替えに伴い、畳を引き取りに顧客先へ訪問した際、顧客か

ら作業にあたり玄関を通らずにガレージからリビングに上がるように要望が

あった。 作業中に道具を取るためリビングからガレージへ出ようとした際、リ

ビングとガレージ地面との段差(約60㎝程）が死角となり、ガレージ地面に置か

れたコンクリート製の車止めに気付かずに、車止めの斜めになっている箇所に

右足を踏み出し、捻った状態の右足首に全体重を掛けてしまい、右方向に倒

れ、右足首を負傷した。

43
10～

29

5 8～9

配達先の工場で、H型鋼材の荷降しの準備の為、15tトラック荷台を片付け中ト

ラック側面より足を滑らせ、空中で体が一回転し、腰から落下する。 左腰を強

打し両足にしびれが出る怪我（腰椎捻挫、腰椎椎間板ヘルニア）となった。

42 1～9



5
15～

16

構内に駐車中の車両より荷物を取り出し、後ろ向きに降車しようとしたとこ

ろ、ステップを踏み外し後方へ転倒し、右肩を地面に強打した。
56

30～

49

5
16～

17

商品を配送し、店内に搬入作業中、トラック荷台の中よりトラックゲートまで

商品を入れたカート2台（1台には200㎏程のビール20ケース、もう1台には145

㎏程の水12ケース）を、両手で1台ずつ持ち後ろ向きになり引っ張るように移動

していたところ、後ろに下がり過ぎゲートより落下し、持っていたカートも体

の上に落ち背骨を骨折した。

25
50～

99

5 5～6
弊社車庫内で空台車を積み込む作業をする際、バランスを崩しパワーゲート車

のゲート部から転落し、左脇腹を強打する。
46

30～

49

5
23～

24

構内にて洗車をしていた際、バンパーの上（地面より約80㎝）にのぼり、移動

時にバランスを崩して地面に飛び降りるような形で足から着地し、右足かかと

を強打した。

51
100～

299

5
16～

17

新しい冷蔵庫を搬入する為、事前に古い冷蔵庫を引き取る必要があり、家の2階

から階段で降りている時に足を滑らせて10段程下まで落ちてしまった。 その

時、冷蔵庫も一緒に落ちたので左手を怪我した。

38
10～

29

5
15～

16

営業所内の車庫でパレットに積んである荷物を、トラック後方よりフォークリ

フトを使って積む際、パレットをトラック荷台の高さに合わせ、左手をトラッ

クの横の壁に掛け、右手でパレットを掴みトラックの荷台に上がろうとした

時、雨が降っていて横の壁が湿っていたため手が滑り、左肩より地面へ転落

し、両手首・左三角骨骨折、両手関節外傷性血腫を負った。

60
30～

49

5
16～

17

引越作業中、窓の掃き出しから後ろ向きに降りた際、右足で安全靴を踏んだこ

とでバランスを崩して転倒した。 その際、右手を地面について親指を骨折し

た。

39
30～

49

5 7～8

荷卸先にて、庫内で荷物をフォークリフトに積み替えていた時に、庫内から降

りようとしたところ、本来プラットフォームがある所での作業が多いため、プ

ラットフォームがあると錯覚してしまい、高さ1m10㎝～1m20㎝下の何もない

地面に誤って落下した。

47
30～

49



5
15～

16

スレート葺倉庫の屋根の上に外れたスレートがのっていたので、それを取ろう

と梯子を掛けて上に上がっていたところ梯子から転落した。
66 ―

5 8～9

トラックの荷台に古紙（下段、上段）を積み、古紙にシートを掛けるため荷台

後方より、鳥居の方へシートを引っ張りながら古紙の上を歩いた。 鳥居にシー

トをかぶせようと右足を鳥居にのせシートを引っ張ったが、シートが古紙に

引っ掛かりシートがこちらに来なくてバランスを崩し、古紙と鳥居の間に滑り

落ちた。 その時に右足がシートとからまった為、右足の膝を損傷した。

36
100～

299

5
11～

12

荷積先構内において、低床大型トラックに積荷・荷固め終了後、前方へ移動中

に積荷に掛かっていたナイロンシートが濡れており、足を滑らせアオリに足が

引っ掛かり、地面に腰から落下し骨折した。

46
30～

49

5 8～9

スーパーマーケット低温センターの納品出入口付近の外階段を通る時、トラッ

クの観音扉を閉めずにゲートから幅が狭くなっている所を通過しながら降りよ

うとしたとき、階段で足を滑らせ転倒し、手と頭を打った。

41
30～

49

5
11～

12

コンクリート工場の敷地内で、洗車場にてミキサー車後方のドラムを洗浄する

為、安全帯を装着し上の位置に掛け変える為ステップをのぼっていた。 右手は

手すりを持っていたが、足を滑らせて2mの高さから、コンクリートの地面に転

落し、左腕と腰を打撲した。

36 1～9

5
10～

11

トレーラー荷台を片付け中、穴に躓き荷台より下に落ちた。 当日は重機の輸送

をしており、ヘルメットは着用していた。
56 1～9

5
14～

15

集出荷施設構内にて、当日発送の荷物を積み終わりトラックの荷台から降りる

為、右手でトラックのドアの蝶番部分を握り、次に荷台の床の端部分（ステン

レス）に左足を置いた時に左足が滑ってバランスを崩し、荷台の下の地面（コ

ンクリート）に右肩から落下し、気を失った。

66
50～

99

5
10～

11

工場でフィルムの積み込み作業終了後に製品を固定するため、アオリのキャッ

チを外して、アオリと製品の間に段ボールと発泡緩衝材を入れる作業をしてい

たが、発表緩衝材が足りなかったのでアオリの外にある発泡緩衝材をアオリ越

しに取ろうとした時、アオリと一緒に高さ1mから転落し、右膝と両手を地面に

当てた。

58
10～

29



5
20～

21

荷卸しの準備中、トラックの荷台から降りようとした時、トラックのアオリの

留め金を外していることを忘れアオリに跨ったため、アオリが倒れそのまま落

下し、座骨を打撲し、踵を骨折した。

50 1～9

5 8～9

道路構内において、10tダンプの荷台の上で積荷に合材シートを掛けている時

に、荷台後部にてしゃがんでシートを伸ばす時に後方を確認せずに作業をして

いたため、後方にバランスを崩し荷台から落下し、背中、腰を強打した。

50
30～

49

6
16～

17

日報を現場事務所に届け、控えをもらい車輌に乗車したが、当社の庸車車輌か

ら日報控を現場事務所からもらって、当会社に届けるよう依頼の無線が入り、

再び降車しようとした時、手摺りの握りが不完全だった為、ステップを踏み外

し、頭部を打撲し、脳震盪を起こした。

47
10～

29

6
10～

11

配達先に伺う為、トラック荷台より後ろ向きで降車しようとした際、ステップ

を確認したが踏み外し、腰から地面に落ちたはずみで頭部を打った。
50

50～

99

6
13～

14

工場に帰荷の積み込みに入る。 午後から積み込みを始め、荷締めをしてる時、

車両のフックにワイヤーが掛かっていると思い、背を車両の外に向けて引っ

張ったところ、ワイヤーが外れていて車両の下に膝から落ちた。

39
100～

299

6
9～

10

納品完了後、車輌車内で次の納品先分荷物を準備して庫内から外部に出るた

め、荷台端に右足をついた際、床が温度差で結露し濡れていて滑り、そのまま

地面に落下し、右手、右肘、顎、左膝を負傷した。

50
50～

99

6
9～

10

当社本社営業所従業員は、降し先にて荷台の荷物の上に上がり、シートを剥が

している最中、前方から後方へシートを引っ張っていたところ、雨により濡れ

ていたシートにより手が滑り、荷台からアスファルトの地面に落下し負傷し

た。

70
50～

99

6
9～

10

配送先の荷おろし後、一旦、車を移動し、屋内で少し作業をし、外に出て車に

乗るため、プラットホームに右手をついて降りようとした時、手が滑って左半

身から下に落下し、左大腿骨を骨折した。 プラットホームの高さは1mで、建物

の脇側には上り下り用の階段があったが使用しなかった。

57
50～

99

16～
コンビニ駐車場にトラックを停車させて運転席から降りる際、身体を後ろ向き

10～



6
17

にして降りようとしたところ、足を滑らせ転落した。 その際、左手から地面に

着き、その上に自分の体が乗ったことにより、左手首橈骨を骨折した。

51
29

6 7～8

事業所駐車場にて業務の準備中に、シートを取り付けるための作業の後、ト

ラックの荷台を降りる際に、誤って足を滑らせてしまい、頭部と左足に受傷し

た。

57
10～

29

6
17～

18

配送先の積み込み待機中に呼ばれたため、運転席から三点支持で降りようとし

た時に、足を滑らせて落下し、左手を地面について被災したものである。
35

30～

49

6
14～

15

荷卸し先の積み卸しを行うスペースにトラックを前進で停車し、トラック後方

部に積んだ荷物を下ろす作業に取り掛かった。 2段積みの上段の荷物をフォーク

マンに取ってもらい、次の荷物を下ろす為、荷崩れ防止の為に取り付けたラッ

プを外そうとバースを横伝いに移動した。 左側（トラック後方）に進んだとこ

ろ、足場がなくなっていることに気づかず、足を踏み外して転落した。 その

際、足場に体の右側をぶつけ負傷した。

44
30～

49

6
16～

17

トレーラー荷台から降りようと昇降台に足を掛けた時、足を踏み外して地面に

転落した。 転落の際に、右肘が最初に地面に着いた為、右肘脱臼骨折を受傷し

た。

52
300～

499

6
11～

12

倉庫からトラックに米を積み込み中、トラックの荷台から足を踏み外し、1.5ｍ

下の地面に落下した。 その際に左側頭部を打ち、出血してしまった。
51

50～

99

6
15～

16

荷降し中に、トラックの後ろに行き過ぎて足を踏み外し、下に落ちた時に、脇

が台車の枠に当たり、骨折した。
64

10～

29

6
17～

18

配達の荷物を積み込み、2tトラックの荷台に乗り、荷物にシートを掛けている

時、雨で荷台が濡れていて足が滑り、荷台から落下した際に腰を負傷した。
61

30～

49

6
12～

13

事業場の倉庫からトラックに荷積みして、倉庫のバースから少しトラックを離

して荷台の積み荷を確認した後、荷台から後向きで降りる際に、手は取っ手を

握って、足をステップにかけたところ、足を踏み外してしまい、尻もちをつく

ように後向きに倒れてしまった。

47
10～

29

6
23～ 駐車場内で荷下ろし作業中、トラックの荷台より降りようとして、足を滑らせ

26
10～



24 て落下し、左足首の靭帯を損傷した。 29

6 6～7

トラックに荷物を積んで降りる際に、右足をリアバンパーにかけたところ、端

を踏んでしまい、背面から仰向けに地面に落下した。 右手は内部の壁を触って

いた為、左肘が最初に地面に接触し、骨折した。

48
30～

49

6 8～9
カラ置き場にてカラを積み込んでいる時、ゲート場にてドーリーが動いてしま

い、それを押さえようとして落下してしまった。
41

300～

499

6 5～6

食品を発送する過程で、配送先スーパーマーケット店舗駐車場で、トラックの

荷下ろし用のゲートを使用して荷下ろしをしている最中に、ゲートが最上段に

ある状態で荷台奥からゲート上に荷物を移動させた際、カートの前輪がゲート

のストッパーを越えてしまい、荷物と一緒に地面に落下した。 落下してきた荷

物と地面に左足首を挟まれ、骨折した。

56
10～

29

6
10～

11

引っ越し作業で、アパートの2階より衣装ケースを持って階段を下りようとした

際に、足を踏み外して階下に落ちてしまった。
31

10～

29

6 5～6
本社営業所にて出庫する際、荷台から降りようとしたところ、バランスを崩

し、1.07m下の路面に落下し、左肘を骨折したものである。
48

30～

49

6
19～

20

業務終了後、2階事務所より3階更衣室へ行き、着替えをして帰る際、階段3段目

で躓いて左脛を打った。 その時、手に荷物を持っていたため受け身をとること

が出来ず、左頭部を階段に打ちつけて負傷した。

71
30～

49

6
17～

18

配送先の店の搬入口にて商品の搬入中に、トラックの荷台（高さ約90㎝）の後

部横扉からステップに足をかけ、手すりを掴んで車中に上がろうとしたとこ

ろ、手すりを掴んだ手が滑り、地面に落下した。 その際に頭部を打ち、負傷し

たものである。 負傷当時、頭部を打ったため検査と経過観察で1日入院したが、

異常無しとの診断であった。 被災者が用心のため自宅近くの病院で再度検査を

したところ、そこでも異常無しとの診断であった。

61
30～

49

6
17～

18

アパート2階から2名で冷蔵庫を持って階段を下りている際に、前向きで持って

いる状態で、階段残り2段の所で足を踏み外し、足首を捻り転倒した。
23

30～

49

荷台上の荷物にシートを掛けるため、荷物に乗っかって前方から後方へシート



6
9～

10

を引っ張っている最中に、シートがワイヤーロープもしくは荷物に引っかか

り、そこで止まってしまった為、重心が後ろにあった体が投げ出され、地上に

落下し、左ひじ・左手首を負傷した。

50 1～9

6
22～

23

商品納品先の路上にて、トラックの荷台より降りようとしてバランスを崩し、

足を踏み外して落下した際、右大腿骨転子部を骨折した。
51

100～

299

6
14～

15

倉庫内の地下作業場において、商品のピッキング作業中に、パレットに2段重ね

で保管してある商品（段ボールに入っているお菓子）を脚立を使い、2段目上部

から降ろそうとした際、商品に気を取られ、脚立より足を踏み外し、約2.5ｍ下

に落下し、腰を強打した。

26
50～

99

6
16～

17

本社営業所にて点呼を取り、支店様へ向かった。 支店様へ到着し、構内で積み

込みを開始した。 パレットに積まれた扇風機をトラック荷台後方部分にフォー

クリフトで積んでもらった。 ラップが巻かれていない状態だったので、注意し

ながらラップを巻いていたところ、荷台後方部分で突然切れてしまい、そのま

ま転落した。 その際、腰から落ちてしまい、大転子骨折を負った。

56
30～

49

6
15～

16

配達先店舗で荷物を降ろす為、荷台前方に積んであった商品を荷台後方へ移動

し、荷台から降りる際、左足をステップに乗せようとしたが踏み外してしま

い、そのまま地面へ落下した。 その際、左肘から倒れ、左肘と左後頭部を地面

に打ち、意識が朦朧としていた為、店長が救急車を手配し、病院へ搬送され

た。

59
100～

299

6
11～

12

コンテナターミナル受付の中に人がいたので、ドアの開閉に邪魔にならないよ

うにと避けておこうとしたところ、誤って足を踏み外し転落してしまった。
52

50～

99

6 8～9

積荷を手直ししようとして、トラック左側の梯子に手を掛け登っていく途中、

雨天でもあったため手が滑り、地面に右側の胸の辺りから後ろ向きて転落し、

負傷した。 当時、ヘルメットは着用していた。

56
100～

299

6
10～

11

工場構内でコンクリート二次製品2個を荷卸中、1個目を卸し、2個目を卸してい

る中、荷台にあった台木（3寸角）の上にのってバランスを崩し、地上に落下

し、1個目のブロック角に強打し負傷した。

53 1～9



6
22～

23

会社車庫にてキャリアカーに車を搭載した後、上段に搭載した車の中に置き忘

れた携帯電話を取りに行き、降りようとしたところ足を滑らせ、地面に勢いよ

く右足を着いた際に右足関節を負傷したものである。

51 1～9

6
10～

11

プレカット部材倉庫敷地内において、トラックに住宅床材を積み込んだ後、荷

台に上がりシートを掛ける作業中、シートを広げ荷台左後方から降りようとし

たところ足を踏み外した。 その際、左足首が荷台アオリ部分に挟まり、固定さ

れた状態になりバランスを崩した為、左膝を軸に左横方向へ落下し（荷台高さ

約1m）、背中を地面に打ちつけて打撲した。 その時に左足が無理な方向へ曲が

り、膝骨に亀裂骨折を負ったものである。

46
50～

99

6 8～9

トラックに積まれた鉄枠を固縛するため、積み荷の状況確認中、荷台上（高さ

1m8㎝）で、手で触り揺すってみた時、突然自分側に積み荷が崩れ落ちてき

た。 避けようとした瞬間、荷台から落ちてしまい、地面（コンクリート）に全

身を強打し、その際に全身を打撲負傷してしまったものである。

59
10～

29

6 1～2

納品作業後、回収物積み込みを終えPGを閉じ始めた際に、検品用ハンディを荷

台へ置き忘れたことに気づいた。 PG操作を中断し、PGの端に手を掛け、ジャン

プして片足をPGの端に掛け、勢いをつけて立ち上がろうとした時に足が滑り、

バランスを崩して後ろへ落下した。

34
30～

49

6
14～

15

鉄板（3m×1.5m×12枚、重さ約9t）を10tトラックへ積込作業を終え、荷台の

上でワイヤーで荷締め作業をしている時、手袋に油が付着していたため手が滑

り、バランスを崩してトラックの荷台（高さ約1m）から後ろ向きで地面に落下

し、左足踵を骨折してしまった。

49
10～

29

6
14～

15

積載車から商品車を降ろす際、固縛を外す工程に移ろうと、ブースネックに左

足をかけようとしたが、手が滑り、右足かかとを地面についた。
53 ―

6
14～

15

車庫にて、シャーシと連結し、トラクタ踊り場から降りようとした。 サイドバ

ンパーに足をかけたところ、雨が降っていたこともあり、滑って転落した。 そ

の際、両手と片足で着地し、左手手首を骨折した。

33
10～

29

13～

本社の車庫内で、トラック2台が並んだ状態（間隔は70～80㎝程）で荷台から足

を踏み外してしまい、そのトラック2台の間に落ちた。 両足で着地した際、右手 30～



6
14 で持っていたワイヤー引っ掛け棒がトラック2台の荷台に引っ掛かった状態だっ

たので、右手が挙がったままとなり、肩・首を負傷した。

43
49

6
17～

18

工場において、出荷伝票作成のため、トラック荷台上にて確認の作業中、当工

場のリフト作業者が荷台に次の荷物を積み込もうとしていたので、邪魔になら

ないように右後方へ下がった際に、荷台の端から足を踏み外し、地面に落下し

負傷したものである。

58
100～

299

6
13～

14

弊社車庫で、トレーラーヘッドのホースを抜く作業終了後、地面に降りる際に

サイドバンパーに足を掛けた。 その際に足を滑らせて転倒し、身体を支えよう

と右手を地面に着き、骨折した。

59 ―

6
11～

12

トラック荷台後部から段差50㎝位のホームに荷下ろし作業中、荷物を抱えた状

態で左足を踏み外して転落し、負傷した。
49

50～

99

6
14～

15

工場敷地内にて、トラック荷台上で積み荷の荷ほどきをして、荷下ろし作業を

する為に荷台から降りようとした時、固定されていると思い込んだアオリに体

重をかけた為、固定されていなかったアオリが下に開き、一緒に荷台から落下

して左足を負傷した。

53
10～

29

6
14～

15

荷物をチェックする為に、トラックの荷台に乗っていた時、ズボンの裾がフッ

クに引っ掛かり、落下して左足踵を骨折し負傷した。
58

10～

29

6
14～

15

本社トラック駐車場にて、作業終了後の片付け中に、脚立（1.2m）を使ってト

ラックキャビンの洗車をしていたところ、バランスを崩して落下してしまい、

右手を骨折してしまった。

52
30～

49

6
9～

10

荷崩れの恐れがあったため、シートを外そうと荷物の上に乗っていた際、段差

に足をとられて、トラックの上からシートと一緒に落下した。
54

10～

29

6 7～8

15tトラックで運んで行った巻き取り紙を、倉庫構内において荷卸しする為、掛

けていたシートを巻き上げて外そうとしていたところ、姿勢を崩して足から転

落した。

37
50～

99

6
14～

15

荷主様の倉庫構内で、荷物の積み込み作業中、トラックの荷台より転落した。

その結果、頭部と右肩を打ち負傷した。
54

50～

99



6
9～

10

車庫でクレーン作業中、フックに玉掛けが終了し、荷物をクレーン（ユニッ

ク）で操作するため荷物の上から移動する際、雨で荷物が濡れていたため滑っ

て、トラックの荷台上の荷物の上から転落した事故である。

57
30～

49

6
15～

16

当社車庫内で、荷台のシート掛け作業の準備をしている時に、荷台の後部へと

移動中に製品に躓き、バランスを崩して地面へ転落し、全身を強打し、右手首

を骨折した。

55
10～

29

6
13～

14

弊社車庫内にて、脚立を使って積み替え作業中、その脚立の脚がずれてバラン

スを崩し、1.5m下に落下し、右肘を荷台床で強打し骨折した。
28

10～

29

6
14～

15

雑貨集配先で、作業を急ぐあまり、トラック運転席から不注意にも飛び降りて

しまった。 勢いがついたまま着地してしまったため、地面に左足を打ちつける

感じとなり、左足親指付近を骨折した。

46
10～

29

6
13～

14

営業所建物上部明かり窓にすだれを取り付ける為、梯子で登り、窓の格子に手

を突いたところ格子が外れ、梯子から落下した。
67 1～9

6 7～8

タンクローリーへの小麦粉積み込み作業の際、タンクローリー上部よりタンク

ローリー側方梯子を使って地上へ降りようとしたところ、左足を滑らせて約

1.7mの高さより地面へ後ろ向きに転落し、腰部及び臀部を強打したことによ

り、右足大腿骨付け根を骨折したものである。

53
10～

29

6 8～9

荷主指定待機場にて、積み荷の配置換えのため、積み荷（石膏ボード）を二人

体制で動かしている作業中、積み荷（石膏ボード）に押される形でユニット内

から落下した。 その際に手から落下し、損傷した。（高さ1m）

25
50～

99

6
10～

11

事業所の車積み込み作業場にて、車の積み込み作業を行っていた。 3台積のキャ

リアカーで、2台目の車を積み込み終わり、3台目を積み込むためにキャリア

カーを降りる際、バランスを崩して足を滑らしたため荷台より落下し、左肘と

胸を強打した。

62
10～

29

6
13～

14

荷主倉庫内で、H鋼（12m、214㎏）を出荷するためトラックに積み込み作業

中、トラックのキャビン上部でH鋼を固定するため、荷締機で固定中にバランス

を崩し、地面に落下した。 落下した時はなんとか両足で着地出来たが、左足の
46

10～

29



踵を負傷してしまった。

6
10～

11

タンクローリー上部踊り場に設置されたバルブを点検するため、タンクロー

リー後部の梯子を登る際、左手に持っていた携帯電話を落としそうになり、そ

ちらに気を取られ、手を滑らせて車両後部に落下し受傷した。

50 1～9

6 6～7
出発前に大型トラック荷台内にて養生用具等の整理中、段積みしてあるパレッ

ト、養生具から滑り落ち、右肩を負傷した。
42

50～

99

6 6～7

食品配送先荷受場所に停車中のトラック庫内から降りようとした時、庫内にで

きた結露により靴底が濡れたため、足を滑らせてアスファルトの敷地にうつぶ

せ状に落下し、左胸と膝を強打した。 また、落下の際に手をついたので左手骨

を骨折し、転倒した反動で頭を打ち、左目の上を切る怪我を負った。

63
30～

49

6
16～

17

業務終了後、トラックの荷箱内の蛍光灯を交換する為、リフトでパレットをす

くい、その上で蛍光灯を交換していた際、バランスを崩して落下し、骨折し

た。

29
30～

49

6
11～

12

工場において商品を積込中、積み荷を終え荷台から降りようとしたところ、荷

台に合わせて置いてあったパレットの上から降りようとした時、パレットに靴

のつま先が引っ掛かり、バランスを失って地面に落下した。 その際、受け身が

とれず左肘から落下し、打ちつけてしまった。 骨折はなかったものの脱臼して

しまった。

42
10～

29

6
9～

10

当日、物流センターにて荷物の積み下ろしをしていた際、荷物置場（ホーム）

に上がろうとした時に、足を踏み外して、頭部より転落し負傷した。
40

10～

29

6
11～

12

倉庫内にて、地上4mの高さにある固定ラックで荷役作業をしていた時にバラン

スを崩し、固定ラックから足を踏み外してしまい落下し、積み上げられていた

別の荷物（高さ2.5m程度）に衝突し、勢いが止まらず、そのままコンクリート

地面に全身を叩きつけられ、負傷した。

63
10～

29

6
21～

22

荷下ろし中、バランスを崩してトラック荷台から転落し、左足踵骨を骨折し

た。
48 1～9

配達先にて、商品配送終了後、回収した高さ25㎝の空の発泡スチロールを3つ重



6 0～1
ねた状態で、段差20㎝位の階段を下りていたところ、その階段に苔がついて滑

り易くなっていた為、2～3段目を降りた所から、誤って滑り落ちてしまった。

その際、右膝と左足首を同時に負傷した。

54
50～

99

6
14～

15
トラックへ積み込み作業中、誤って足を踏み外してしまい、落下した。 60

10～

29

6
14～

15

トラック荷台において、荷物をラッシングベルトで締める際、ベルトの端がト

ラックフックに十分にはまっていなかった為、力を入れた時の反動でトラック

から転落し、右大腿部を骨折した。

47 1～9

6 0～1
敷地内でトラックから降りる際、ステップを踏み外して転落し、着地の際に右

足首を捻って骨折した。
43

30～

49

6
18～

19

集荷先で積み込み作業を終え、トレーラー台車後方より降りる際、踏み台で足

を滑らせ転落し、頭部を地面に打ちつけた。
48

100～

299

7 4~5
石炭の積み込み輸送するためにダンプカーで待機していた。 ダンプから降りる

際に足を踏み外し転落し、背中を打ち負傷した。
38

10～

29

7 15~16

営業所敷地内で、他のドライバーが集荷してきたメロンをトラックの後ろをあ

わせた状態で積み替えていた。 積み終えつけていた他車の天板の上にいたとこ

ろ足を滑らせ自車側の荷台にむかって落ち、荷台に両手と胸を打った。 痛みが

あったが仕事をこなし、様子を見ていると胸の痛みがなくなったので、手の痛

みもとれると思っていたが、痛みは取れず腫れてきた。

28
100～

299

7 16~17

荷台に珪石を積み込み、重量を計測し伝票作成のためトラックスケールに乗

り、伝票受け取りの目的で階段を下りようとしたら踏み外し、左手と柵が接触

し骨折した。

57
30～

49

7 5~6

積荷のため訪れた取引先の農場内で、生鶏輸送トラックの空籠をおろす準備の

ため、籠を固定するために張ってあるワイヤーロープを外す作業を、後ろタイ

ヤに乗って行っていた。 その際に手が滑り身体を支えるために掴んでいたワイ

ヤーロープを放してしまったため、地面に落下した。 落下の際地面に打ちつけ

た左手首に痛みがあった。

47
10～

29



7 11~12

消石灰粉の荷積作業が終了し、荷積蓋を閉めて安全帯フックを外し、車両付属

の昇降はしごに安全帯フックを掛けずに両手ではしごを握り、1段目に左足を掛

け、2段目に掛けるつもりで降ろした右足がまったく2段目に接触することな

く、右足から地面に落下した。

50
50～

99

7 16~17
当社支店構内で集荷をして来た荷物を発送するために、荷捌所の所定の場所へ

運びトラックに戻る途中の階段で、足が滑って右腕を負傷した。
51

50～

99

7 12~13
建設現場にて集荷後一度現場を出たところで荷止めの作業中、降雨の影響で足

を滑らせ転落し、右大腿部を強打した。
45

10～

29

7 9~10

構内において、荷おろしの準備中に汗をかいたので保護帽を脱ぎ、トラック助

手席側からトラック内に置いていたタオルを取ろうとした際、雨天で長靴を履

いていたため足元が滑り転倒した。

61
10～

29

7 16~17

積み込みのため、ホームへ接車後に階段を使わずにホーム上へあがる際、ト

ラックのリアバンパーへ足を掛け、バランスを崩し左足くるぶし付近を骨折し

た。

48
50～

99

7 19~20

荷降し先での作業中、カゴ台車に約200kg（11kg×18ケース）の荷物をトラッ

クから引っ張り出す際に、トラックの荷台が倉庫の床より15cm位高かったた

め、鉄板を敷いて段差を無くしたが傾斜ができてしまい、カゴ台車ごと転倒し

左足大腿部を骨折してしまった。

50
30～

49

7 7~8

朝の積み込み作業中、ステップに登り荷台に積まれた空箱を下ろし、ステップ

から地面に降りようと右足を下ろした。 その際、右足が着地する前に左足の動

作も開始してしまい、バランスを崩し転倒。 左肘をコンクリートの地面に強打

した。

40
30～

49

7 9~10

当社、車庫内にて10t車荷台に荷物のコンクリート（1.8m×2.0m）重さ約600kg

を積載荷台の後方アオリの天場に乗って荷物を固定するためワイヤーを通す作

業中、ワイヤーが手から滑り離れ体のバランスを崩し落下、着地時に右かかと

を着き負傷してしまった。

52
30～

49

工事現場にて、間知ブロック1個を積工し易いように単独で並べる作業中、慌て
10～



7 10~11 ていたため誤って隣の同ブロックとの間に左示指・中指を挟んでしまい負傷し

たもの。

46
29

7 8~9

マキシコンオイルを保管していた場所から製造場所へ移動したところ、マキシ

コンオイルが置いてあった保管場が、マキシコンオイルの油で床が滑りやすく

なっていたため、清掃しようと洗浄室へバケツを取りにゆっくり歩いていた際

に、床が滑って左肩と腰を打った。

39
10～

29

7 11~12

被災者は、トラックで得意先に行き家具の積込作業中、荷台の右後ろで家具に

シート（12000×600030kg）をかけるためにシートを引っ張っていた時、手が

滑って外れ荷台右後方に落下負傷する。

57
30～

49

7 22~23

自社倉庫内でお客様宅から回収してきたリサイクル洗濯機をトラックの荷台か

ら降ろす作業中、洗濯機の持ち手部分を持って荷台から降ろす際、持ち手部分

が破損したため、バランスを崩しトラックから地面に転落、転落した際に左手

をついたため負傷、痛みが引かなかった。

24
50～

99

7 19~20

物流会社の倉庫内で、鋼材の積込作業をしているときに、トラック助手側の荷

台前方へ2m位移動する際に、荷台の端を歩き足を滑らせ地上1.2m位の荷台から

転落。

52
10～

29

7 16~17

荷主様構内に於いて大型トラックにフォークリフトにて材木を積み、荷崩れし

ない様に、ラッシングベルトで固定するため材木の上に登り、作業をしようと

した処、バランスを崩し、地面に落下、右足かかとを負傷したものである。

46
10～

29

7 21~22
車庫帰庫後、荷台整理を行い荷台から脚立を使用し、降りる時、バランスを崩

し落下、脇腹強打により骨折。
45 1～9

7 10~11

商品整理を行う際、ベルトコンベアをまたぐ階段を利用。 急いでいたため、階

段から階段へ渡った際に、右足を滑らせ50cm落下。 左足を捻った形で着地す

る。

48
500～

999

7 18~19

物流センター敷地内駐車場にて、トラックへ荷物の積み込み後、シート掛け作

業時にトラックのあおりに足を掛けた際にバランスを崩しトラック荷台から落

下してしまい、右脚くるぶしを強打し骨折してしまった。

35
30～

49



7 21~22

納品先にて、荷降ろしをする際、傾斜している所に駐車し、作業を行う。 庫内

から荷物を出したところ、パワーゲート車のパワーゲートの上から、バランス

を崩し荷物ごと転落。 落下時に手をついて骨折となる。

61
50～

99

7 7~8
貯水槽タンク水量確認中、蜂に襲われはしごから2m程落下、左かかと粉砕骨

折。
49

100～

299

7 13~14

工場内駐車場にて、3t車両コンテナ上部の不要物を取ろうとキャビン上部に乗っ

た時、不要物を取った後にキャビン上部から地上へ降りる際に被災した。 右足

かかとを骨折し、全治8～10週間と診断された。

39
30～

49

7 7~8

いつも通り出社前トラックの窓掃除をした際、鳥のフンがあり清掃中バランス

を崩してふみ台から落下し、膝をつく着地になってしまった。 横着をして、踏

み台の位置を降りて、置き変えなかった事で、不安定な体勢になり転落した。

57
30～

49

7 17~18

営業所内駐車場内にて、乗務終了帰庫後の車両点検清掃中、車両の手の届かな

い高い部分、車両左側面の上部清掃を行うための高さ約1mの脚立で作業中脚立

より背部から転落、負傷する。

66 1～9

7 7~8

バックルームにおいて作業中、棚卸し準備のため商品の栄養ドリンク1ケース約

15kgを積み上げていたところ左肩に痛みがはしった。 右肩は、3年前に手術を

受けたため左肩に過度な負荷をかけてしまった。 様子をみていたが痛みが引か

なかった。

64
50～

99

7 9~10

トレーラーの荷台にて、荷下ろし作業の準備をしている際に、庫内に立てかけ

ていた荷下ろしに必要な備品に足をひっかけてしまい、バランスを崩し高さ

1.5mの荷台後方より転落した。 その時身体をかばい左手から地面に落ちたた

め、左手首を骨折してしまった。 ※作業中はヘルメット・安全靴は着用してい

た。

46
50～

99

7 8~9
お客様宅付近の路上にて引っ越し作業中、足を滑らせて約1.6m下の水路に落下

し、左半身を痛めた。
36 1～9

7 12~13

二階事務所にて受け取った会社オリコンを持ち階段を下りる途中に足を踏み外

した。 本人は咄嗟の判断で約15段下の踊り場に飛び降りたがその衝撃で左踵を 46
100～

299



骨折した。

7 12~13

荷台に積まれた木材を段積みするのに枕木を置くため、木材の上を歩いていた

ところビニールシートで空洞になっている部分が見えず、足が挟まり、バラン

スを崩して荷台から落下した。 背中から落下したため、地面に着いた際にヘル

メットが脱げ、左側頭部を打った。

36
50～

99

7 15~16
トラック箱内にて修理のため、パレットを7枚台替わりに使用、降りる際に足を

踏み外し落下骨折。
21

50～

99

7 11~12

受傷者は、当社ホームにて集荷荷物を荷卸し後、車を前に出した後、荷台に上

がり荷台の整理作業をした。 作業終了後、荷台から後ろ向きに降りようとし、

左足をステップにかけたが、左足のつま先しか載っていなかったため、足元が

滑りバランスを崩し、後方に転倒した際に、右手を強く地面につき、骨折した

もの。

50
50～

99

7 7~8
営業所駐車場において作業現場へ向かう際、トラックに乗り込む時に、誤って

足を踏みはずし転倒。地面に後頭部を打ちつけ、脳挫傷となる。
69

10～

29

7 7~8

現場でパレットを吊り上げる際、パレットと隣のパレットが密着しており、パ

レットのフックに吊り具をはめることが出来なかった。 そのため、パレット間

に隙間を作るため、パレットの横穴に鉄の角棒を差し込み、てこの原理でパ

レットを横ずらししていたが、角棒を差し込む場所が悪く、横穴から角棒が外

れ、その勢いで角棒ごと体もトラックの荷台から転落し左肩を強打した。

44
10～

29

7 14~15

荷受先工場内で、トラックの荷台で鉄筋を積み込みその後シートを掛ける作業

中、トラックの荷台横のステップに足を乗せながらシートを引っ張っていたと

ころ、雨で濡れたステップから足を滑らせ約1メートル下の地面に勢いよく落下

転倒したもの。 なお、被災者はヘルメットと安全靴を着用していた。

61 1～9

7 8~9

カントリーエレベーター倉庫に於いて荷役作業完了のため上っていたフレコン

二段目より降りようとしたが、一段目の段差にうまく足が掛からなかったた

め、落下するまいとフレコンに掴まった際に左肩筋肉を損傷した。 又、結局滑

り落ち着地した際に左足ふくらはぎの筋肉を損傷した。

62 1～9



7 14~15
お客様宅の室外でエアコン取り外し作業中に6尺脚立の上部から足を滑らせてし

まい、そのまま約1.5m下へ落下したため、腰等を打ち負傷した。
28

50～

99

7 11~12

取引先の倉庫内で自車のトラックから荷物を下ろす際に荷台のあおりの上から

（地上から約1m30cm）から足をすべらせて頭から地面に落下して右前頭部を

打撲した。

64 1～9

7 17~18

営業所構内にて、積み荷にシートを掛け作業を行っていた。 大型トラック

（14t）のキャビンの上で、シートを引っ張っていたところ、足元に掛かってい

たシートで右足が滑り、助手席側に転落した。 （高さ3m）右かかと部分、腰部

を負傷。

49
50～

99

7 16~17

当社敷地内で、舗装切削機をトレーラーから降ろし固定する作業の際に、固定

位置を確認するため運転席の座席下パネルに左足を乗せ右足をフードに掛けた

所、右足が滑りバランスを崩し負傷した。

50 1～9

7 10~11
配達先にて、クレーンでトラックに鉄骨を積み込み作業中、鉄骨の上（高さ2.5

メートル）に上がろうとしたところ、踏み外して転落、その際頭を打った。
66

10～

29

7 6~7

積込作業を終えて車両から降りようとしたところ車両のステップを踏み外して

しまい右向きに体ごと落下して右顔面と右手首を強打し、右顔面打撲と右橈骨

遠位端の骨折。

48
30～

49

7 18~19
アパートの配達を終え階段を下りる際、足を滑らせ転倒し背中を強打する。 帰

宅後、背中の痛みが治らない。 左肋骨骨折の診断を受けた。
49

30～

49

7 6~7
営業所テント倉庫入口付近倉庫入口扉修理作業。 脚立の一番上に立って扉上部

の滑車外れを直した時、扉が動きバランスを崩し脚立から落下した。
53

30～

49

7 15~16
荷物の間に緩衝材を入れている時に、足を滑らせ地面に着地して踵を骨折し

た。
38

30～

49

7 11~12
工場内でミキサー車の運転練習を行い、運転席から降りようとして持っていた

手すりから手が滑ったため背中から転落したものである。
44

10～

29

7 12~13

製品積み込み中荷台からタラップを使い降りようとしたところバランスを崩し

タラップごと転落した。 その際タラップの上に左半身から落ち、左ヒザ外側の 51
30～

49



骨を骨折した。

7 7~8

営業所の洗車場で大型トラックキャビンのワックスかけをしている時、脚立の

天板からコンクリート地面へ背中向けに落下。先に左足を地面につき左ひざ骨

折。

63
50～

99

7 2~3

荷卸し作業を開始しようとした直後に、自分のトラックと積み替え車輌との間

に30cm位隙間があり、隙間に右足が膝くらいまで落ち、積み替え車輌の荷台の

後ろのステップに右足の親指から落ち、右足の親指を末骨骨折した。

26
100～

299

7 14~15

本社倉庫内で、トラックにビール、ジュースのカゴ車を積み込む際、トラック

のパワーゲートのストッパーをするのを忘れていたため、カゴ車ごと転落し、

両足と頭を地面にぶつけて負傷した。

56
10～

29

7 10~11

店納品後、配送車両後室内から外へ出ようとした際に足がもつれそのまま前の

めりに倒れ込んで地面に落下し、左腕を地面に強打した。左腕骨折が判明し

た。

51
100～

299

7 10~11

荷台の片付け中、コンパネを荷台前方部に固定しようとラッシングを引っ張っ

た際、ラッシングのフックが外れて身体のバランスが崩れ、荷台から転落し

た。

27
10～

29

7 7~8

営業所構内において、荷物の仕分け、積み込み作業を行い、車両荷台から降車

する際に車両ステップを踏み外し前のめりで落下、反射的に右手で支えたこと

により右手首骨折となる。

55
50～

99

7 11~12

取引先の一店内にて、脚立でトラック荷台に乗って荷物を降ろし引き出そうと

した際、トラック後部のドアのキャッチ（ドアはバネ式）が完全にはまってお

らずそのまま荷台から転落し頭部を打撲したもの。

69
30～

49

7 15~16
客先構内において4トントラック荷台上で荷締め作業後荷台から降りる際、バラ

ンスを崩し着地時に右ふくらはぎを捻った。
57

30～

49

7 7~8
トレーラー荷台の商品を納品し、シートをたたんでいた時に、シートのゴムに

足を引っ掛けてバランスを崩し荷台より約1.5m下に落下転倒した。
45 1～9

被災労働者が、所属事業場内において、休憩所の雨漏りがあり、報告のため屋



7 15~16
根（高さ約3m）に上り修繕箇所を確認し、脚立を使い下りようとしたところ、

誤ってバランスを崩して落下し、両足で地面に着地した衝撃で痛みが走り、両

足を負傷したものである。

35 1～9

7 6~7

納品先である駐車場で納品作業終了後、トラック庫内の整理を終わらせトラッ

クの庫内から降車しようと後部ステップに右足をかけたところ前日からの雨で

濡れていたため右足が滑り左足から地面へ落下。 足と腰を打撲し動けなくなっ

た。

60
100～

299

7 12~13

工場建屋内の指定の荷卸場に車両を停車、荷卸作業を開始した。 最後の製品

（鋼材製品）の荷卸時に運転席側（右側）に荷卸をすることから、当該乗務員

（被災者）は、助手席側（左側）に退避していた。 ホイスト操作者が荷卸のた

め吊り上げた製品が、乗務員の方に振ってきたので、とっさに製品にしがみつ

いたが、手が離れ、車両の荷台から地面に右肩（背中側）を打った。

67
30～

49

7 11~12

構内にて、荷物積込後シート掛けの際、荷物上部で畳んであるシートを広げよ

うと、片側を広げた時に広げた方のシート重みにより、シートがずり落ちそう

になり、足で押さえようとしたが、止まらず体ごと持って行かれ転落。 落下時

にシートを手で掴んだ事で足から着地したが、右足踵部を骨折した。

31
10～

29

7 5~6
荷卸し現場近くにてシートのゴムを外してホテルに上ろうとして、はしごを

登っていた時に手が滑りバランスを崩し、地面に左足を強打し、踵を骨折。
69

50～

99

7 20~21

2階の事務所から下の敷地に通じる階段において、下り様としたところ最上部で

つまずき階段を踏み外しかけたので転がり落ちるのを回避しようととっさの判

断で手すりを握り、地面（約1.5m下）に飛んでしまった。 その際に左足の足首

と踵を負傷したもの。

48
30～

49

7 13~14

荷物の配達のために停車中のトラックの荷台の中で冷蔵庫を降ろすために荷台

の端まで運び、一度仮置きしようとした際に足を踏み外し荷台から落下、着地

した際に足を捻ったものである。

21
10～

29

7 23~24

市場にて、トラックの荷台からフォークリフトのツメへコンパネを運んでいる

際に、開けているウィングにコンパネが当たり、バランスを崩し落下。 荷台か

ら落下する時、フォークリフトのツメに左脇腹を強打、その後左太ももを
40

10～

29



フォークリフトのツメに擦りながら、顔面から地面に落下。

7 10~11

配達先の倉庫で荷降ろし作業を終え、ローラーを片付けるため、ウイング

シャーシの後部からローラーを手に持って、パレットに移動する際に右足をパ

レットにかけたが、かかりが浅く滑って右足から落下、右足を負傷した。

44
50～

99

7 15~16

車庫内にて荷台の上のリン木を整理している途中、リン木を持って前の方へ移

動していた時、下に置いていたリン木に足が乗り、リン木が回転してバランス

を崩し、荷台より落下し腰を打った。

70
30～

49

7 14~15
車庫でタンクローリーを洗車中、助手席の洗車道具を取って降りようとした

際、ステップから足を踏み外し、転倒して後頭部を強打した。
53

30～

49

7 18~19

冷蔵庫棟の庫内で出庫作業の際、高所作業では安全防具を付け作業するとこ

ろ、2段目の低い位置に出庫商品があったため、安全帯を着用しない状態で、

フォークリフトでパレットを50cm位の高さまで上げ、そのパレットの上に乗

り、在庫品から商品を掴みパレットに移そうとしたところ、体勢を崩し落下転

倒した。 その際、左足踵から落ち、右腕をパレットで打ったが痛みが小さかっ

たため作業を継続した。

43
30～

49

7 11~12

被災者がホーム上の清掃作業を終え鉄製の台車へ載せたゴミ袋を集積場へ運ぶ

ため、ホーム端のスロープを降りるため後ろ向きに台車を引いていたところ、

スロープ手前で足を踏み外し、ホーム下へ落下し受傷した。

50
50～

99

7 11~12

被災地において引越し作業中、梱包用資材をトラック荷室から持ち出し、地面

に降りようとトラック荷室の端に足を掛けたところ、足を滑らせて臀部から落

下し、着地の際に手をつき負傷した。

35
100～

299

7 13~14

フレーミングの敷地内にトラックを止めて荷物を積んだ後、荷物にシートを掛

けようとしている時、雨が降ってきてたので荷物が濡れないよう気を取られて

いるうちに、荷台から足を踏み外し、約2m下に顔面から転落し、顎と左頬を骨

折した。

60
10～

29

7 10~11
工場内で飼料を積み込む作業を終え、バルク車の荷台の梯子を下りる際、誤っ

て足を踏み外して転落し、右手を負傷した。
36

30～

49



7 6~7
トラックの荷台に荷物積み込み作業中、荷台から降りる際、ステップを踏み外

し転倒した。
55

50～

99

7 7～8

農家にて麦科ロールの積込を終えた後、トラック横のハシゴを使い荷台から降

りようとしたところ、足を滑らせ落下した。 落下は先にかかと部が地上に着い

たがバランスを崩しそのまま後方に倒れた時に右肘を着いた。

52 1～9

7 8～9

事務所モータープール内でパネルバンセミトレーラー荷台の清掃作業をし荷台

から降りる時に、乗降用のはしごを掴み損ねて地上高約3mのところから転落し

バランスをくずして、トラクターの踊場に落ちその際工具箱に左手を打ちつけ

て負傷した。

46
10～

29

7
15～

16

ダンプに石炭を積んで30分の休憩を取ろうと埠頭の敷地内にダンプを止めて運

転席から下りた際に足を滑らせ、転倒し頭を地面に打ち頭を打撲負傷する。
64

10～

29

7 3～4

顧客の工場内において荷物を下ろしていたところ、車両後部と着床バースとの

隙間約15㎝に左足を踏み外し落下、その際左足ふくらはぎ及び左膝を打撲した

ものである。

36
300～

499

7 7～8
会社の車庫でトラックに乗り降りする際に、ステップから足を踏み外し転落し

た。
51 1～9

7
15～

16

仕事が終り運転席から降りようとした瞬間、へんに滑り地べたに落下してしま

う。
57

10～

29

7 4～5 会社の車庫でトラックを洗車している時に脚立から体の左側を下に落下した。 59
50～

99

7
14～

15

事務所と倉庫の出入口の階段で階段の途中で振り返ろうとした時に、階段を踏

み外してしまい転倒その際に足を捻り負傷した。
40

50～

99

7
15～

16

倉庫内にある組立式冷蔵庫を解体中に、冷蔵庫天井部を脚立最上部に乗り両手

でささえていたため、足がすべった時に、手が出ず、落下、膝から落ちた後

に、右太腿を強打した。

20
10～

29

7
19～

20

取引先指定場所において、荷積めの作業中、荷積みの為のフックをしっかりと

かけていなかった為外れ、そのはずみでトラックからあおむけに転落し、腰、 48
10～

29



右足を強打し、負傷した。

7
17～

18

取引先工場において、製品の積荷作業を行っていた。 台車で製品を運び荷台に

載せ、再び製品を取りに行くために荷台からおりようとした際に、誤って足を

踏みはずして荷台から落下し、後頭部を負傷した。

55
10～

29

7
9～

10

朝の点呼を事務所の2階でとり、出庫のため事務所の階段を降りる際、下から3

段目付近で足を滑らせてしまい、左足の甲を痛めた労災事故である。
40

50～

99

7
18～

19

車の車内から荷物を取って降りる際に、トラックのステップで足が滑り降下し

て、右手を地面についてしまい骨折した。
59

10～

29

7
18～

19

当社取引先の構内において積込作業時に、トラック荷台後方で後ろ向きで作業

をしていた際、足を滑らせ荷台より落下した。 その際、落下した衝撃で左足を

負傷した。

45
30～

49

7
10～

11

住宅建設現場にて、荷台の上に乗り、積載されていた床パネルの固定釘を外し

た際に製品が動き、危険と感じたため荷台の上から車下へ飛び降り、左足かか

とを強打した。

56
10～

29

7 7～8
現場にて荷下ろしの準備をしているとき、トラックの荷台に足をかけながら作

業をしていて、足を滑らせて転落し、背中を強く打ちつけた。
37 1～9

7
18～

19

配送先でトラックの荷台に登るため、ステップに足を掛けて配達商品を取り出

そうとした際、昏倒（急に意識が無くなる）し、背中から後方に落下し、頭部

裂傷（5針縫合）と仙骨（尾骨）を骨折したものである。

33
10000

～

7
22～

23

店の構内で、10tトラックに荷積みを終え、荷台の状況をチェックするため荷台

に上り、チェックを終えて荷台から降りるとき、バランスを崩して落下した。

右足から着地した際に痛みを感じるも、通常通り業務を終了した。 翌日も痛み

と腫れがあったが、支店まで回送し業務を終了した。

52
30～

49

7
17～

18

会社敷地内駐車場から下車する際に誤って、本人が転落したものである（転落

高さ1.5m）。
58

10～

29

7
11～

12

倉庫内にてフォークリフトで品出し中、行き過ぎてしまったため、フォークリ

フトを戻さずにフォークリフト上に立ち上がり品物を取ろうとしたところ、前 46
30～

49



のめりに落下し、左手首と顔面を打ち負傷した。

7
18～

19

同業荷主の車庫（置場）にて、積載して来たウェイト（11t）を下すため、荷台

アオリのフックを外したことをうっかり忘れ、それに足を掛けたときにアオリ

が下り、飛び降りて転倒した。

65 1～9

7
16～

17

工場内倉庫（高さ1.2m、幅70㎝位）の踊り場で、荷物の出入れのため扉を開け

ようとしてバランスを崩して落下し、左足踵を強打した。
61

30～

49

7
13～

14

配送業務中、26Fから21Fへ階段を下りていたところ、23F付近の階段でバラン

スを崩し、右足首を捻り負傷した。
25 1～9

7
14～

15

配達先の倉庫の待機場にて荷卸待ち中、荷台に上がり積荷の確認を終え、運転

席に戻るとき、自分の前の車が出て行ったので慌てて積荷の鋼板をよけた際、

右足を踏み外して荷台から落ち、右腰を打った。

47
10～

29

7 8～9

住民の粗大ごみ収集場所において、2tトラックの荷台の上にある粗大ごみの上に

登り整理を行い、地上に降りようと粗大ごみ上から荷台最下部に左足を着いた

際、下り坂で目測を誤り、また、不安定な物の上に足を乗せたため踏み外して

しまい、そのまま1m下の地面に左膝から落下した。 かなり痛みがあったが無理

をして作業（運転）を行っていたところ、激痛のため歩行も困難になった。

53
50～

99

7
14～

15

コンビニエンスストアで、荷締めの緩みを確認するために下車した。 荷締器を

一旦全て外すため、アオリの上に立ち作業を開始した。 再度、荷を締め直す作

業中、右足を少しずらした時にアオリから右足が外れ、右足踵から地面へ落下

し、右足踵骨骨折をしたものである。

37
50～

99

7
13～

14

被災労働者は、配送先店舗の道路上にトラックを停車させ、荷台上で積荷を降

ろす作業を行っていた。 積荷のバイクを梱包していたバンドを掴みずらしてい

たところ、バンドが切れて荷台上から落下し、ガードレールに背中を強打し負

傷した。

32
10～

29

7
10～

11

トラックの荷台で荷卸し作業のため、パレットに引っ掛け棒を掛けて手前に引

いた際、棒がパレットから外れ、その拍子に荷台から仰向けに落下し、背中と

腰を強打した。

62
100～

299



7 8～9
住宅からの搬出作業をしていた際に、衣装ケースを持って階段を下りていたと

ころ、足を踏み外して転落し、左手首を骨折した。
23 1～9

7
12～

13

路上でトラック（2t）より別車トラック（3t）に荷物を積み替え中、3t車の荷台

より足を滑らせ前方より落下した。 その際に左手で体をかばったため、左手首

を骨折した。

65
10～

29

7
11～

12

荷主先にて荷物の積込み作業を終えたあと、車両周辺の点検を行っていたとき

に意識がもうろうとして、足元がふらつき転倒し、顔面を地面に強打し負傷し

た。

63 1～9

7
10～

11

営業所の車庫内で、自車（大型トラック）に乗り込むため、右足（1段目）、左

足（2段目）とステップを登り、右手で運転席脇にある手すりを握り損ない、そ

のまま下に落下し、右足踵を地面に強打した。

44
30～

49

7
19～

20

配達へ向うため階段を下りようとした際、1段目で足を踏み外し、体が宙に浮い

た後に左膝から着地した。 その際、着地箇所がコンクリートブロックだったた

め、左膝に裂傷を負った。

38
50～

99

7
16～

17
タンクローリーの後部にステッカーを貼ろうとしていて、脚立から落ちた。 54

100～

299

7
13～

14

積込先構内で、自社のトラックの横で、荷物仕切り用の発泡の板を地面に10枚

ほど重ねた上に載って、トラックの荷台の整理をしようとしたとき、バランス

を崩し腰から地面に落下し、転倒して負傷した。

57
50～

99

7
9～

10

当社配車センター前において、4tダンプの運転席に乗り込もうとしたとき、ス

テップに掛けた右足を滑らせて地面に着地した際、骨盤に衝撃を受け、はずみ

で尻もちをつき、右後臀部を打撲した。

66
30～

49

7
12～

13

車庫に停めてある車両運転席（大型車）より降りる際、運転席側下方の昇降用

ステップより足を踏み外し、また、手すりを握っていなかったため、地面へ落

下した。 その際、右手首を地面についたため骨折に至った。

50
10～

29

7
14～

15

他の車両から荷物を取り出すために荷台へ登り、荷物を探していた。 発見後、

荷台から降車する際にステップを踏み外して転倒し、コンクリートに腰の部分 50
50～

99



をぶつけ、腰椎圧迫骨折した。

7
14～

15

現場にて、トラックの荷台に上がって積み込んだ材木（丸太）を荷締める作業

中、フックをトラックに掛けようとしたとき、雨で材木が濡れていたため足元

が滑り、3m下の地面（道路）に体の右側から落ち、肋骨を骨折した（右側6

本）。

42 1～9

7
13～

14

パレットローダーを使用して、商品をトラックの荷台から荷降しするとき、ト

ラック後部ステップにかけた左足が滑べり、右足から地面に落下し、右足を負

傷した（右リスフラン関節脱臼骨折）。

50
30～

49

7
13～

14

コンテナヤード内にて、40F実入りコンテナのインチェックを行う際、前部のツ

イストロックが外れなかったため、バールにて解除を試みたところ、左側は外

れたが、右側が完全に外れなかった。 ヤードフォアマンに依頼する前に、再度

試みるため、トラクタヘッドの踊り場に上り、ツイストロックレバーに上部か

らバールを差込み、前後に動かしていたところ、バールが外れ、その勢いで路

面に落下し、左腕を負傷した。

36
10～

29

7
10～

11

荷主構内にて、荷卸し作業中、トラック荷台より降りようとしたとき、荷台に

積んであった荷物に足が引っ掛かり、バランスを崩して地面に落下し、左手を

つき負傷した。

36
30～

49

7
11～

12

荷物の配達中、車を降りる際に、前方にいた犬に気を取られ、足元を確認せず

に地面に右足をつけたとき、足の下に水道メーターがあり、足首を捻ってし

まった。

31
50～

99

7
17～

18

車庫にて、トラクタ踊り場から降車するとき、足掛けから足を踏み外し、支持

していた右腕に負荷が掛かり、右肩を脱臼した。
55

50～

99

7 7～8

営業所構内で、荷台へ荷物の積込みをしているとき、荷台から下へ降りようと

したところ、前向きに降りようとして足が滑り、そのまま地面に右手・右膝・

左頬を打ちつけた。

54
30～

49

7
14～

15

得意先工場において、プレカット木材をトラックへ積込み作業中、積み終わり

後の荷締めを行おうと荷の上に登ったところ、誤ってバランスを崩し、約2.5m 62 1～9



下へ落下し、右足踵を骨折した。

7
13～

14

客先の荷降ろしバースにて、パレットに積んである荷物を降ろしていた。 10tト

ラックに対して、降ろすバースの高さが2tトラック用のバースの高さの場所で、

バースの先にはリフトの転落防止用の留め具がついていた。 トラックの荷台の

中から降ろしているとき、トラックとバースの段差を忘れてしまい、荷台から

足を踏み外し転落した。 その際、リフトの転落防止の留め具に全体重をかけて

しまい骨折した。

55
50～

99

7 5～6
大型トラックの運転席から下車する際、ステップに足をのせたときに足を踏み

外し、地面へ転落し、右腕と右脚を地面に打ちつけ負傷した。
36

100～

299

7 8～9

客先へ向かう途中、コンビニ駐車場でシートカバーを外し、荷台でシートを畳

もうとしたとき、途中までシートを内側に折り込み中に、1本だけゴムが荷台に

引っ掛かっていたため、引っ掛かっているゴムを外すために再度荷台から降り

る途中、誤って負傷した。 転落した際、咄嗟に受け身の動作をしたので、腰で

はなく胸部を打った。

63
10～

29

7 8～9

車両の右アオリドアを降ろし、クレーンにて窒素LSボンベ（約200㎏）を吊るた

めに作業にかかろうとしたとき、荷台上で足を滑らし地面に落下し、慌てて両

手を地面につき、左手首を骨折した。

51
10～

29

7
22～

23

被災者は、アラーム復旧処理を行うため1号機クレーン側の扉より設備内に進入

し、オリコンコンベア脇の作業床に上る梯子を登ろうとした。 梯子最上段まで

登った際に左足を踏み外し、梯子から滑り落ちる状態となり、作業床角で左胸

を強打した。 帰宅後も痛みがひかないため救急外来を受診した結果、左脇を骨

折していた。

52
100～

299

7
13～

14

路上にて、10tトラックに荷積準備のため、荷台のパレット整理をしていた際、

パレットを持ち上げようとしたときに誤って手が滑り、そのはずみでトラック

の荷台から地面に落下した。 その際に左手を地面につき負傷した。

52
10～

29

7 6～7
車両荷台で積み込み作業中に、荷台から降車しようとしたところ、ステップを

踏み外して落下した際、地面で右手を強打し負傷した。
51

50～

99



7
11～

12

本社の東側車庫で、ダンプ運転席に置いてある携帯電話機を取ろうとし、ス

テップに足を掛けて運転席に上がろうとしたとき、右手で握っていた手すりか

ら手が外れたため、ステップから落ちて転倒した。 その際に右手でかばったた

め、右手首の骨折と右膝の外側を擦り剥いた。

53
30～

49

7
13～

14

第1センター内で、空商品を降ろすときに、パワーゲート手前で上げてバックす

るところをパワーゲートを下げて扉を開けようとしたため、滑って落ちた。
61 ―

7
20～

21
夜間、ダンプのバック誘導時に、後ろに穴があることに気付かずに落下した。 50 1～9

7
16～

17

倉庫内の電球が切れていたため、フォークリフトを使ってパレット30枚程をす

くって積み、確認しようと上った際にパレットが滑り、バランスを崩して落下

した。

40
50～

99

7 2～3

当社資材置場ヤードにて、トラックの荷台の荷下ろし作業中、荷台上で玉掛け

をしワイヤーを通すため、鉄骨を広げようとしたところ、バランスを崩してし

まい背中から地面に転落した。 その際の反動で右足が大きく振られ、右大腿骨

を骨折した。

51
50～

99

7 2～3
車庫にて、ラジエーター点検するためにフロントタイヤに登ったときに、急に

熱湯が吹き出したため、足を滑らせ地面に落ち、左肩と肋骨を強打した。
55 1～9

7
22～

23

店舗に到着し、後室商品を取り出そうと荷台に上り、商品を手前に引っ張り出

し、荷台から（後ろ向き）降りようとしたところ、後方ステップに右足を掛け

た時に滑ってしまい、そのまま後方へ倒れた。 後方へ倒れるときに、倒れるの

を防ごうと右足で踏ん張ったが、踏ん張りがきかず、そのまま後方へ倒れた。

その際に右足に負荷が掛かり、怪我をした。

36
50～

99

7 6～7

コンビニ駐車場にてシート剥ぎ作業を行っていた際、車上に上がり、シートの

端をつかむため移動しているときにシートゴムに引っ掛かり、飛び降りたとこ

ろ、両膝を路面に打ちつけた。

59
10～

29

大型トラックの右ウイングを開きアオリを開けた後、他のパレット荷物を横か

らリフトで積み、その後、荷台上にあったパレット荷物をハンドリフトで後部
30～



7 3～4 より引っ張りこみ、中央付近で回転させていたときに、ハンドリフトの手元の

タイヤが荷台より落ち、その振動で動いた荷物に押される状態となった。 その

際に左足がタイヤに引っ掛かり、右頭部から落下し負傷した。

45
49

7
12～

13

車の積み降ろし作業中、トラックの道板から誤って落ち、右足甲の小指の付け

根を骨折した。
48

10～

29

7
17～

18

自社構内において、トラックへ荷物の積込が終わり、積荷の状態を確認してい

たときに、誤って荷台後部のあおりから足を踏み外し、地面に転落して負傷し

た。

68
10～

29

7 8～9
トラックの荷台の上で道具の片付けを行っているときに躓いて、トラック荷台

から落下した。
42

10～

29

7 7～8

荷物を積み終わり、配送先に向かって出発しようと荷台から降りる際、トラッ

クのリアバンパーを踏み外し、後方に倒れた。 その際に右手薬指を強く打ち、

救急車で病院に運ばれた。

53 1～9

7
15～

16

構内において、リフトマンが荷台へ材木を積み上げる際に、上で誘導作業をし

ていた。 1段積み上がり、シートを掛け終わったとき、材木の間が窪んでいたの

に気付かず、そこに左足がはまってバランスを崩し、右側へ2.5mの高さから落

下した。 両足で着地した際に、右足から鈍い音がした感触があり、右足の踵を

骨折した。

50
10～

29

7
14～

15

トラックの荷台でパイプの束をワイヤーを掛けて吊り上げていたとき、パイプ

の束がフックから外れて、パイプが流出した地点にいたため、トラックから落

ちて怪我をした。

54
10～

29

7
13～

14

トラックの荷台に上がり、野菜のパレット（縦1.1m、横1m、高さ2m）をジョ

ルダー棒で引っ張っていたとき、ジョルダー棒が抜け、その反動で荷台後部か

ら転落し、腰の上辺りを打撲した。

33
30～

49

7
11～

12

本社敷地内にて、トラックへ荷物を積み込み、荷物の固定作業中に、固定器具

が外れて、トラックの荷台にある荷物の上約2mから落下し、右肩甲骨と右肋骨

を骨折した。

47 1～9



7
15～

16

当社駐車場にある桜の木の枝が、隣の会社の壁に当たっていたため、従業員3名

で枝っている最中、3段ステップ台（71.5㎝）から降りようとしたときに、身体

と脚立のバランスを崩して地面で足を強打した。 当時、ステップ台は、側面を

フェンス側、登る面を作業者側にして設置されていた。

42 1～9

7
14～

15

配送が終り、2人で乗務していたので助手席乗務員より交代の話があったが、途

中で5分位休憩をとったあと、運転乗務員は早く帰社した方がいいと思い、交代

しなくてよいと伝えた。 その際の助手席乗務員の返事は不明である。 そのあと

20分位走行していたところ、インター手前2㎞付近で突然、助手席乗務員が走行

中と気づかずに助手席を開け、転落して負傷した。 助手席乗務員は仮眠してい

たようで、起きたとき、すぐに交代しなくてはと思い行動したのでないかと思

われる。

44
10～

29

7
18～

19

荷物の積込みが終わり、積込み場を出たあと、コンビニの広い駐車場で改めて

荷物の荷締めを点検していたとき、荷台の一番後ろを通るときに荷台の長さを

見誤り、荷台から下に落ちて左の腰を打った。

57
10～

29

7
10～

11

トラックの運転席から降りようとして、ステップに足をかけて補助カバーを

握ったとき、滑って後ろ向きのまま落下した。
61

10～

29

7 8～9

荷卸し場所で製品の荷卸し準備作業中、養生用毛布を取るとき、トラック荷台

のアオリに足を掛け、製品に手を掛けていたところ、製品が動いたため体勢が

崩れて地面に転落し（高さ1m60㎝）、左足踵を強打した。

58
10～

29

7
13～

14

朝、在来船（鋼材船）作業のため、事務所を出発した。 昼にコンテナ船作業に

従事し、その後、コンテナ船1番ハッチ上の20フィートコンテナ3本のうち、2本

を揚げ終えたところで、ハッチ蓋上にあるスタッカーの位置を手直しするた

め、ハッチ蓋上に上り、手直し後に降りようと振り返ったとき、足元にあった

ターンバックルに躓き、甲板上に落下した。

64
50～

99

7
12～

13

積み込み場所で、トラックの荷物を積んで、荷締めをするためトラック荷台か

ら下りるとき、荷台の横のドアに足を乗せたところ、ドアが開き、落下した。
44

10～

29

15～

大型トラックに貨物の積込みをしていた際、自分の積込みが終わり、同僚のド

ライバーが隣でトラックに貨物の積込みを行っていたので、手伝いをした。 手 50～



7
16 伝いの最中にトラックから降りようとしたとき、足を滑らせ地面に落下し、右

肩と右腕に打撲および靭帯損傷の怪我を負った。

69
99

7
9～

10

配達先にて、車両後部荷台より降りる際に、右側より左手で取っ手を掴み、前

向きに降りようとしたが、ステップに左足つま先を掛けた途端に滑ってバラン

スを崩し、取っ手を握るはずだった左手も空を切り、そのままの状態で前向き

に倒れ込んだため、左手をつき骨折した。

32
30～

49

7
11～

12

荷積先工場敷地内において、積荷後、シャーシ前方（助手席側）の積荷上部に

ある緩衝材を取ろうと荷台に乗ったとき、足を滑らせて仰向けに転落した。 そ

の際、防火用の砂を納める箱（ブロックの様なもの）に肩を強打し、左肩甲骨

を負傷した。

48
50～

99

7
10～

11

被災者は、停車中トラックの荷台の上で、棒を引き抜く作業をしていた。 その

際に足を滑らせてしまい、荷台の上に尻餅をついた。 尻餅をついたのが荷台の

角であったため、荷台から右半身を下にして落下し、地面に叩きつけられ、右

大腿部を骨折した。

55
10～

29

9
10～

11

店舗納品の際に車輌の荷台から降りようと後ろ向きに脚立に足を掛けた所、足

を滑らせてしまい、左肩から落下し左肩を地面に打ってしまった。
51

50～

99

9 6～7

現場山林で運搬丸太積込作業中にワイヤロープをかける際に小雨が降ってお

り、又、丸太の皮が剥がれやすい状況でもあり、足場としていた丸太の上から

滑り落ちたもの。

50
10～

29

9
16～

17

被災者は、2トン集荷台に積み込まれた資材を確認後、テールゲートを渡って高

床ホームに戻ろうとしたが、テールゲートは既に下げられていたのに気付かず

テールゲート上（およそ40cm）に転落した。 ドライバーは、高床ホームでの作

業を終え、2トン車助手席側後部よりテールゲート上に人が乗っていないことを

目視で確認し、テールゲートを下げる操作を行った。 その後、2トン車後部扉を

閉めながら、荷台の中を確認しようとした所、被災者が転落してきた。

63
100～

299

9 7～8

組合の土場で、トラックに荷物を積んだあと荷台に上がり、シートをかけてい

る時、荷台の後方より足をふみはずし、3mくらい下のコンクリートの土場にう 58 1～9



しろ向きで落下し、骨盤と右ひじの骨折、後頭部に傷を負い出血した。

9
16～

17

仮設プラットホームとトラック荷台横の間に渡り板を置いていたが、プラット

ホームとトラック荷台をまたいで足を置いて荷卸しをしていた時、足元を滑ら

せ落下した。 落下中にプラットホーム下部の鉄パイプ留め金に右ひざを打ち、

その後、地面へ落下し負傷したものである。

29
10～

29

9
11～

12

ユニック付大型トラックのクレーンで積込作業中、積み上がったバックの上に

上がり残りのバック積込の為、クレーン操作をしていてバック吊りに足をかけ

てしまい、荷台から地面へ落下、その際、左手をついた為左手首を骨折した。

55 1～9

9
22～

23

農場で、生鳥のカゴを積込終了後にトラック後部のパワーゲートにロックをか

ける為、バンパーにのりロックをかけた後、降りる際に、パワーゲートを固定

していた角材に左足が乗ってしまい、左足をひねってしまい骨折した。

49
10～

29

9
16～

17

荷物を積むホームで、使用しなくなった緩衝材を荷物の上にあげようとした

時、トラック荷台アオリ柱下段フックに足をかけのぼって緩衝材をあげようと

した。 バランスをくずし60cm下のプラットホームに転落し右手首を骨折した。

39
10～

29

9
14～

15

大型トラック荷台の前と後に二列ずつ外壁材の製品を天上クレーンで積載後、

荷締めのため場所を移動し（同敷地）荷締めを終了、製品に下掛けシート（本

シートを掛ける下に敷くシート）を後荷に掛け、前二列に掛けるため、前荷に

移動（巾数+Cm、段差数+Cm）した際、前荷に積載していた厚さ6cmの製品に

爪先が接触。 体型を崩し左前方トラック助手席側地上に両足から落下（飛び降

りた状態）（地上から約2m）した際、左足くるぶし付近を骨折負傷したもので

ある。

63
50～

99

9
10～

11

集配先にて、荷物を荷台から降ろす際に、奥に積まれていた荷物を手前に寄

せ、降りようとしたときに荷物に接触。 そのまま倒れ、地面に落下するのを咄

嗟に防ごうとして荷台につかまった時、右肩を脱臼したもの。

43
10～

29

9 8～9

貨物積込完了後にシート台からシートを降ろすため、荷物の上に乗りシートを

持ち上げて後ずさりした所、左足を踏み外して床に落下した。 その際にトラッ

クのアオリ部分に、左脇腹を打ちつけてしまった。

56
30～

49



9
9～

10

公営住宅建設現場で石膏ボードを荷卸するため、シートをはがし荷台から降り

る際、雨で足が滑りサイドステップから地面に着地した際に、右足小指を脱臼

した。

34 1～9

9 7～8

溶剤を搬送し、同第二プラント内設置の円錐型貯蔵タンク上部口に車輌から

ホースを用いて注入納品し、終了時にタンク上部に立ち上りホースを外す際

に、足を滑らせてバランスを崩し、3.5mほど下の地面（砂土）に転落したもの

である。

66
30～

49

9 8～9
国道脇側道で固縛を確認作業中、荷台前方プロテクターに立って作業中、足を

踏み外しプロテクターに腹部をぶつけて受傷した。
57

30～

49

9
13～

14

会社の倉庫内にて、トラックの荷台上でシートを剥がす際、足をすべらせ荷台

から地面に落下し右肩を打った。
52

30～

49

9 8～9
当社作業置場で、4トン車の荷台にあがろうとしたところ、足をすべらせ、バラ

ンスを崩し、後背部から地面に落ち、肩のうしろ、腰、臀部を強打した。
58

10～

29

9
14～

15

工場において積込後、トイレに向かう途中手摺りに手を掛け、階段を上ってい

たところ段差につまずき手摺りを掴んだまま体が回転し転倒した。 転倒した

際、左大腿部を地面に打ち付け負傷した。

72
10～

29

9
16～

17

取引先の工場内において、運搬した荷物を運び出そうとした際、荷台の上で荷

物の上で荷物の向きを変えようとしたところ、トラックの荷台のアオリを下げ

ていた状態だったため、転落し負傷したものである。

57
30～

49

9
15～

16

構内に於いて、従業員が4tトラックの荷台後方で荷物の積み込み作業の手伝いを

している際、荷台に敷いてあった台木に足が引っ掛かり、荷台後方（荷台の高

さ約1.2m）から背面で落下し、頭部及び腰部を打撲、負傷したものである。

69
50～

99

9
9～

10

工場の構内で、荷物を降ろすためトラックのあおりの留め具を外し荷台に昇っ

た。 荷台内のラッシングベルトを外し、荷台上を移動する際、バランスを崩

し、あおりに寄りかかってしまい、あおりが倒れた。 支えがなくなってしまっ

たため、一旦はウィング扉に手をかけて体勢を立て直そうとしたが、耐えきれ

ず、左側を下に地面に落下し、左肘を骨折した。

48
50～

99



9
12～

13

当会社の駐車場で、8tトラックの荷台に積まれた仮設材上（高さ、地面より約

2m）で積み替え作業中、足を滑らせ転倒し、地面に落下し負傷した。
54

10～

29

9
14～

15

積地で積み込みを完了して荷締めをしようとレバーブロックで固定してたとこ

ろ、いきなりレバーブロックがフリーになり荷台から落ちた。
48

10～

29

9 8～9

部品デポにおいて荷降し作業の後、車輌前部に積んでいたドラム缶の上のコン

パネ板を片付けをしていた時にドラム缶とドラム缶の隙間に左足を落下した。

その後、走行していたが、痛みに耐えられなくなり受診した。

48
10～

29

9
20～

21

荷役作業の際、トラックに荷物を積んでいたところ、誤ってトラックの荷台か

ら足を滑らし落下して左足を強打した。
52 1～9

9 4～5

駅前店の駐車場に於いてトラック（2t）の荷台から納品の為、前向きに降りる

際、大雨が降っていた為足を滑らせ高さ1mの荷台から背中より落下、左肘、肋

骨、肺を受傷した。

60
10～

29

9
14～

15

プラットホーム上で荷物の仕分け作業中、ダンボール

（60cm×25cm×120cm、重さ約5kg）を運んでいた所、運んでいるダンボール

で視界が遮られていた為、他の荷物に気付かず当たった反動でバランスを崩

し、高さ約100cmのプラットホームより転落し、右足を負傷した。 負傷した当

日は痛みはあったものの大した事は無いと思いそのまま作業を続けたが、翌日

痛みが強くなった為、受診したものである。

57
50～

99

9
15～

16

荷物の積み込み中、トラック助手席側アオリの上に乗り台木をセットしていた

ところ、アオリ上から足を滑らせ、右足から地面の上に置いてあった鉄骨の上

に落下、右ふくらはぎ、左太もも、左脇腹を負傷する。

65
50～

99

9
15～

16

物流倉庫にて、荷物のラップを巻いている時に、誤ってラップが切れてしまい

2m下に落ちて負傷した。
50

30～

49

9 5～6

1階の1号機エレベーターからプラッター（フォークリフト）でパレットを引き

出す際、プラッターのマスト部分がエレベーターのドアに接触し、ドアが閉ま

らなくなってしまったので、パレットを12枚重ねた上に乗りエレベーター上部

の隙間をバールで広げようとした際、バールが隙間から外れた反動でパレット

54
100～

299



（高さ1.7m）から落下、腰を強打し、右座骨を骨折した。

9
10～

11

トラックで配送業務中、店舗に着き、荷台の中の商品を荷台の後部まで引き出

して、右足から荷台を降りようとしたとき、ステップの板のない部分に足を降

ろしてバランスを崩し、地面に右臀部から落ち負傷した。 そのときは、さほど

痛みを感じず配送業務をしたが、椅子に座れない状態になり、配送業務を中止

した。 普段乗っている車両のステップは角まで板があるが、当日は別の車両で

角まで板がないステップで角まで板があると思って足を降ろした。

57
50～

99

9 8～9
ホームを移動中、足場の狭い場所を歩いていた際、足を踏み外し地面に転落、

左足首を負傷したものである。
45

300～

499

9
19～

20

荷捌き所に到着し、商品を降ろしている際、荷台の奥から商品（酒）が入った

コンテナを3段積で手鍵に掛けて引いていたとき、足の運びがうまくいかずに躓

きこらえようとしたが、左足を荷台の最後尾から踏み外し、仰向けに地面に落

下、その際、頭を打たないように左手から落ちた。

47
300～

499

9
16～

17

荷卸を行うために荷物の固縛を解除した、固縛解除が完了し、トレーラー台車

の荷台の上から降りようとした際にバランスを崩したため地面に飛び降りた。

着地した際の体勢が悪く左踵から着地、飛び降りた際の衝撃が左踵にかかった

ため左踵骨骨折となった。

46
10～

29

9
16～

17

当社構内に於いて、10tトラックに積んである荷物を降ろす為、フォークリフト

に荷物を載せたのを確認し、荷台からフォークリフトに戻る際、右手を荷台の

床について地面に降りようとした時に、右足が引っ掛かり、高さ1.2mから地面

に落下し、腰部、左手、右足を強打し打撲負傷したものである。（エンジン停

止） 対策として荷台から降りる時はコンテナを用意して段を作って、降りるよ

うに指導した。

57
50～

99

9
9～

10

新築工事現場で積み荷のALC板を荷下ろし作業中、トラックの荷台上にい

て、50cmほどクレーンで釣り上げたとき被災者側にALC板が来たため、手で止

めようとしたが止めきれず、手を離したときにバランスを崩して落下し、地上

に下したALC板の角当て部分に脚部を打ち付け負傷したものである。

63
10～

29

コンビニエンスストア駐車場において、荷台後部の荷物の荷締めが気になり、



9 3～4
再度点検と荷締めをして左足を左方向に踏み出したところ、左足が荷台の床か

ら外れ荷台の左側から地面方向に転落し、右手首を負傷した。（夜間で暗くて

視界が良くなかった。）

50
10～

29

9
15～

16

トラックの荷台から前向きに降りる際、ステップを踏みはずし、右足を捻り負

傷したものである。
35

50～

99

9
14～

15

工場内でL字型のPC板を積込中、荷台に乗っていたクレーンが近づいてきて、手

前で止まると思っていたが、止まらないので荷台から飛び降りた際、足から落

ち膝をついて、右手の肘を負傷した。 病院に行き、右肘の骨折とわかった。

54 1～9

9
23～

24

機械部品を配送中、尿意を催し道路脇の駐車スペースにトラックを停め暗闇の

中でガートレールを乗り越え、草が生い茂っていた為に斜面が有る事に気付か

ず足を踏み外し、急な斜面を、3m程体の左側面を下にして、転がり落ちた。

46
50～

99

9
13～

14

センター内で、パワーゲートを開きホームに接車し、各店舗別にカゴ台車に仕

分し、積み込みが完了して、ゲート上でラッシングベルトを締めようとした

時、ラッシングレールの止めが、片側が外れ、中腰で一端尻餅をつきそのまま

肩、頭から落下し、負傷する。

48
30～

49

9
14～

15

車両コンテナからプラットホームへ移動しようとして目測を誤り、コンテナと

プラットホームの隙間に落下、左脚の膝を骨折した。 （コンテナの高さは、約

130センチ、コンテナとプラットホームの隙間は60～70センチだった）

42
10～

29

9
19～

20

構内にて、トラック故障の為荷物の積替作業をしていた。 その際にリフトも故

障して動かなくなった為、手作業で荷物を運ぶ事になり、リフトとトラックに

足を掛けて荷物を移動していたところ最後の1つを移動した時に、先に置いて

あった荷物に当たり、バランスを崩して荷台から落下、左足から落下の為、体

重が左足にかかり、激痛が走った。 足首は痛みで動かせない状況であった。

49
100～

299

9
10～

11

3.5トンの冷蔵庫車でアイスクリームを納品し、荷下ろしを終了して、荷台から

トラックに設置してあるはしごを下りる際に、高さ約1メートルくらいから誤っ

て足を踏み外し、地面に足を着いたときに、右膝がギクッとなり負傷したもの

である。

31
10～

29



9 7～8
朝作業前にトラックの整備点検後、掃除をしトラック後方の踊り場から降りる

時、バンパーガードの2段目に足を掛けた際に左足が滑って落下した。
52

10～

29

9
9～

10

当社倉庫でミキサー車を洗車中にホッパー下の梯子に上っていて足を滑らせ

て、地面に転落したものである。
46 1～9

9 8～9
小雨の中トラックのシートを直そうと荷台にあがり、手すりパイプの上に乗っ

て作業中、雨でぬれていたためすべって転落したものである。
66

30～

49

9 8～9
営業所車庫内にて、荷台上の整理整頓中振り向いた瞬間、荷台から足を踏み外

し、足から転落した。
41

10～

29

9 8～9

トラックステーションにて、トラック荷台上で製品にラッシングベルトを掛け

終えてトラック荷台から降りる為に、トラックのアオリに手をかけて後ろ向き

で、左足をタイヤ上部にのせ右足から着地した際に、ひざに痛みを感じた。

48
50～

99

9
10～

11

トラック荷台にて、片付けの為にベニヤ板を外そうとして足を荷台から踏み外

し、地面に落下し頚椎損傷した。
50

30～

49

9
10～

11

工場内にて納入前作業で、運転席からジョイントを取り出す際に、ステップを

踏み外して、落ち負傷した。
52 ―

9 8～9

工場出荷場にてトラック荷台上で積み込み作業中、積荷にシート掛けをした

際、体勢を崩し高さ1.8mの荷台より落下した。 落下の際に腰を打ち骨折および

頭を打ったことにより出血した。

53
10～

29

9
10～

11

交差点付近の空地にて住宅部材を積み替え中、荷を下ろす為に使用するスリン

グベルトを拾い上げるため荷の上から片足をアオリに掛けようとした時、濡れ

ていて足が滑りバランスを崩し、左肩から地面におち左鎖骨と左第一肋骨を骨

折した。

51
30～

49

9
18～

19

営業所において、荷物の積み替え作業中、トラックの荷台（高さ約1m）から降

りようとしてバランスを崩し転倒、地面に右手をついて負傷した、帰宅後腫れ

てきた為受診した。

49
10～

29

9
19～

20

入荷ホームで、集荷の荷物を荷下ろし後、入荷ホームから下へ降る時、ホーム

の当てゴムを踏みゴムの亀裂に右足がはさまり、右上半身から地面にそのまま 49
300～

499



落下した、右目裂傷、打撲となった。

9 7～8
本社構内で、トラックを洗車中、トラック後部扉を高さ1.8mの脚立に登り洗車

している際、バランスを崩し、後向きに地面に転落し、後頭部を強打した。
57

100～

299

9
13～

14

工場硝酸空ポリ缶返却場で、同空ポリ缶を荷下ろしするためトラックの荷台上

から地上に降りようとして、三方開きの左側ドアをまたいで右足を足掛けに掛

けたところ、左側ドア後方のキャッチと前方のドア止め金具を外していたこと

を失念しており、ドアが外れ、その勢いで1メートルほどの高さから落下し、負

傷した。

57 1～9

9 7～8
会社内の道具入り（コンテナ）の雨もれ防止のためシートをかけ、おりる時に

はしごがずれ、1.5M下に転落し、右足かかとを骨接した。
63 1～9

9 4～5
トラックの荷台からカゴ車をおろそうとしたとき、ストッパーが弱かったた

め、自身の方へ倒れかかってきたので、よけたところ、背中から落ちた。
63

30～

49

9
9～

10

倉庫にて納品中の事故、トラック荷台上で荷物の載ったパレットを引っ張り棒

で引っ張った際、引っ張り棒がしっかりパレットに掛かっていなかった為、後

ろ向きの状態でトラック荷台上より、コンクリート地面に落下、後頭部切傷（3

針縫合）腰・背中打撲したもの。

32
50～

99

9
11～

12

商品を積み込んだトラックにシート掛けをする為、あおりに乗って、シートを

引っ張ったところ、誤って足をすべらせ、隣に停めてあった車の上に落下し、

右手と腰などを負傷した。

52
10～

29

9
15～

16

車庫にて、脚立（高さ110cmの所）にのぼり、トラックの運転席側、後輪あた

りを洗車していた、足元がぐらつき、左前のめりに転倒。 トラックの後輪のカ

バーに手をつき、そのまま滑り落ちた、その際、出ていたボルトに接触したと

思われる。 立ち上がった際に出血があり、すぐに病院へ行った、15針を縫うケ

ガとなり、右腕ひじ内側の裂傷した。

54
10～

29

9
14～

15

LPガス充填所において、積荷作業の途中3tトラックの荷台より側あおりを引き

上げていたところ、力を強く入れたので誤って約1m下に落下し、負傷した。
42

10～

29

9
12～ 配送先である構内で荷降し後トラックの荷台で運搬用具の整理中、溝に足が

40
10～



13 ひっかかり地上120cm位の高さの荷台から落下し、左足をねじった。 29

9 7～8
集配車の荷台において荷物整理、積込などの作業中バランスを崩し荷台から転

落時に、頭部・肩・肘を打撲、骨折した。
61

10～

29

9
22～

23

支店23番バースにて、荷物をトラックに積み込み、事務所へ中継伝票の提出に

行き、配送へ出るためにトラックへ戻る時、倉庫横の階段を使わず、停車して

ある隣のバース（22番バース）の扉を開けて近道しようとした、その際、バー

スのゴムに足を引っ掛けてしまい不安定な体勢で着地してしまい、左足首を骨

折、右足首を捻挫したものである。

37
50～

99

9
10～

11

弊社車庫でトラックを洗車中、脚立から足が滑り転倒、その際、脚立の角の部

分が右足の太股にあたり切傷を負った。
36

30～

49

9
11～

12

構内において、被災労働者とリフトマンと立ち会いの者の3名で積み込みを行っ

ている折、被災労働者が荷台上の尺角を緩衝の為設置しようとしたところ、荷

役作業中の製品（2.7m×5.8m×40cm、重量6トン）が前進して、立ち位置が無

くなり荷台上より地面に転落、頭部及び腰背部を打撲したもの。 （立ち会いの

者と被災労働者が大声で、リフト作業の停止を叫んだが、リフトマンに伝わら

ず被災労働者は製品と接触、反射的に避けようとして、荷台より約1.6m下の地

面に転落したもの）その後、労務可能となり出勤している。

61
100～

299

9 8～9

会社の玄関前にある4段の階段を、高さ150cm重さ15kg程度の段ボール箱を持っ

て降り上ろうとした際、誤って足を滑らせてしまい、4段目から1番下まで落ち

てしまった。 その際に腰を強打した為、受診したものである。

37
50～

99

9
14～

15

路上で積荷の点検を荷台に乗り行っていたところ、足を滑らせ荷台から路上に

転落し負傷した（打撲、右手首骨折等）。
58

30～

49

9
17～

18

ディーラーにて車両引き取りの際、後部のナンバーステイが高所にあったた

め、取り付けのため脚立を借りようと工場へ入った際に、足を滑らせピットへ

落下し左わき腹を打ったものである。

73
10～

29

9 7～8

営業所の構内に駐車している2t車両の積み込み作業中、荷台から降りようとして

ステップに左足を置こうとしたが、ステップの位置を見誤り、地面に転落し
40

30～



た。 その時に左手で身体をかばおうとして体重が左手首にかかってしまい、骨

折したものである。

49

9 6～7
車輌荷台から地面へおりようとした際、荷台の床につまずいてしまい、荷台よ

り落下し右足首靭帯を損傷した。
47

10～

29

9 7～8
トラックの荷台で荷卸中に、足場が悪く足をすべらせて荷台より落下した。 そ

の時手から地面についた時に、右手首を痛めた。
62

10～

29

9 8～9

積載物（山留主材）最上部にて、荷降ろしを行う為、荷物と荷物の間にすきま

を作る際にしょうせん棒を用いて作業を行っていたところ、力の加減を誤り、

バランスを崩し、荷台の外側へ重心が傾いた為、最上部から地面へ飛び降りて

しまい、その際に左足から着地を行い、踵を骨折した。

53
10～

29

9 4～5

荷物を積み込もうと左ウイングを開け仮卸ろししてあった背の高いパレットと

長尺物のパレットをリフトにて手前側に並べて積み込む、荷台にいた運転士に

指示したが理解できなかった為、教えようと荷台に上がり、長尺物が載ったパ

レットと他の荷物との隙間に両足を差し込んだ状態から荷物を越えようと片足

を抜いた際に、バランスを崩し地面に落下し負傷したものである。

66
10～

29

9
10～

11

運転席から降りる時に、両手でバーを持って後向きで降りて、3段ステップを

右、左、右で降りようとしたら、最後の足をふむ前に手がすべって、地面に右

足をついた時にヒザが横にカクンとズレた。

38
50～

99

9
9～

10

社員研修会の荷卸作業訓練前に車輌上方へ油種読み込ませの為、車輌後方梯子

より上ろうとした、両手で梯子を握り補助バンパーに右足をかけバンパーに左

足をかけ更に右足を梯子にかけて上ろうとした時、1時間程前の降雨の為、右足

がすべり両手を離してしまい、地面に転倒したが、その際、右足指（真ん中3

指）一点に体重がかかり骨折したものである。 （転倒したが身体の他の部位に

負傷無し）

43
50～

99

9
9～

10

本人が事故前後の記憶がなく、また、現認者もないことから本人からの聴き取

りによる想像を含みます、荷卸を終えトラックに乗り込む際ステップを踏み外

し後方へ転落した模様。 その後、無意識に運転し空港ゲートに出たところで頭

頂部の痛みと出血に気付いた、このことにより、頭頂部及び両肘を打撲裂傷し

59
100～

299



た。

9
17～

18

会社へ帰庫後、構内で脚立を使用し、爪先を立て、車輌の後方荷台ドア部分を

洗車ブラシで洗車途中、バランスをくずし、脚立が後ろに倒れ、本人は前に転

倒し両膝、両手の手のひらを打撲、右足脛を負傷した。

36
10～

29

9
12～

13

飼料工場内で、ダンプ荷台の飼料を卸したあと、シートをはるためのロープに

乗り、シートをたたんでいたところ、ロープが切れ荷台に右足から落下して負

傷した。

36
10～

29

9
11～

12

構内でトラックのホロを止めているロープが切れているのを見つけ修理するた

めリフトでパレットをすくいロープが届くところ（1mほど）まで上げ作業を始

めた、ロープを伸ばそうと引っ張った時、ロープが切れ弾みでパレットから落

下し、腰を強打し骨盤の骨折をした。

69
100～

299

9
19～

20

荷おろし倉庫現場で、作業前ホームに接車した10t車両の停車を確認したあと

に、荷台にあしをかけ庫内の商品を確認していたところ停車したはずの車両が

動き出した、被災者は車両が動いているのに気付いておらず、荷台から足をふ

みはずし落下した。

43
10～

29

10
15～

16

トラック上のコンテナ内で荷降ろし作業中、パレットに積荷された商品（ダン

ボール入り菓子）の上部に積み付けの乱れがあり、荷崩れの恐れが認められた

ため、コンテナ外に身を乗り出して当該積み付けの修正を行っていたところ、

左足を滑らせて落下（高さ約1.5m）、負傷した。

41
10～

29

10
9～

10

当社敷地内にてトレーラーのウイングシャーシの中の資材（台木15本位）を一

人で手降しを行う際に、シャーシの中の台木の角に誤って乗ってしまい、バラ

ンスを崩し、約1m下の地面に落下して体（腰・脇腹・腕）を強打してしまっ

た。

47
30～

49

10
11～

12

工業団地の荷主構内にて、トレーラーに鋼材を積み終えて荷締めをしている

際、レバーブロックのギアがしっかり掛かっていなかった為に体勢を崩し、高

さ2mの荷台上から落下。 着地した左足のかかと部分3ヶ所の骨折と診断され

る。

59
50～

99



10
18～

19

営業所内の整備工場のピット上に、車両を停め、点検を行っていた。 被災時は

18時頃であり、既に周囲は暗かった為、照明は点灯していた。 作業が終わった

ので被災者は帰ろうとして照明を消したが、最後にタイヤの空気圧を確認しよ

うと思い立ち、まず右後方のタイヤを押し、次に左後方のタイヤを押そうとし

た際に、ピット上で作業していたことを失念し、深さ1.3m程のピット内に転落

し、膝を強打した。

47
10～

29

10
9～

10

農家宅において、コメの集荷作業を行っていた。 車両荷台に米袋を積み終わ

り、荷台後部から後ろ向きに降りようとしたところ、足があおりに引っかかり

転落、左ひじを強打した。

49
50～

99

10
11～

12

プラットホームにおいて、フレコンにひもをかける業務をしていた際に足を踏

み外し、約1.3m下の地面に落下し、腰部を打撲する。
53

50～

99

10
19～

20

被災者は駐車場でトラックを駐車させていた際に、風が強かったのでキャビン

車上のシートが風で飛ばされないかどうか確認するために梯子を登り、シート

が飛ばないように直した。 その作業後に梯子を下りる際、踏み外してしまい転

落し負傷した。

45
50～

99

10 4～5

店駐車場にて納品作業中、荷台からカゴ台車を降ろす際、パワーゲートが上が

り切っていない事に気づかず（約30cmの段差が発生）、そのまま台車を降ろし

た為、バランスを崩し後ろ向きに転倒し負傷したもの。

49
30～

49

10
9～

10

荷物を積む為にトラックから降りようとした時、ステップから足で滑らせて地

面に落ち、背中を打った。
55

50～

99

10
18～

19

工場内で4tトラックの積み荷作業中、トラック後部からステップを使い下りよう

としたとき、ステップを踏み外し1.5mの高さから転倒した。 その際尻もちをつ

き、腰と右手を負傷した。

64
10～

29

10
14～

15

工場にて、被災者が荷物をトラックの荷台に積み込み中、雨が降っていたの

で、荷物にシートをかけている最中にシートを引っ張った途端、トラックの下

にあった鋼材に足から落下し、右足脛を骨折した。

44
10～

29

16～
当社本社倉庫にて、トラックの荷台で荷物の荷締め作業中、荷台で足を滑らせ

10～



10
17

てしいまい荷台から地面に落下し、顔面から落ちてしまい歯を負傷したもの。

また、翌日になり昨日の影響により頭痛がした。

45
29

10
9～

10

トラックに商品を積み込む作業を終え、接車バースの自動シャッターを降ろ

し、自分が接車バースから降りようとした際に、足を踏み外し落下。 その際、

右側から落下した為、右肘を強打する。

50
500～

999

10 8～9

当社の取引先内で、運搬車両に製品を積み込む作業に従事し、アルミデッキ

（積荷誘導台）に乗って製品誘導していたところ、足元確認を怠ったため、ア

ルミデッキから落下し、顔面右側と左肘をコンクリート地面に打ちつけた。

37
30～

49

10 7～8

会社敷地内にて、移動式クレーン車の運転席から外に降りようとした際に、高

さ約1.5mから足を滑らせて右足首を捻りながら着地した際に、右腓骨位端骨折

をした。

37
10～

29

10 0～1
トラック荷台から下りる際、右手がトラックドアに引っかかり左手をつくよう

に落下。 その際左ひじを捻ってしまい左ひじを骨折。
44

100～

299

10
10～

11

食品化学工場内にて貨物積卸作業後、荷台運転席側前方から降りるため、サイ

ドバンパーに足をかけようと後ろ向きになり右足を出したところ、体重が後に

かかってしまいバランスを崩し、左足が荷台角部に引っ掛かったまま臀部より

地面に落下してしまった。

48
10～

29

10
9～

10

荷台の上で荷締めをする時に、バランスを崩して荷台から落下して手をついて

体を支えた時に、肩を痛めたもの。
47

10～

29

10
14～

15

洗車指定場所に於いて、荷下ろし終了後にミキサー車洗浄作業のため、ミキ

サー車上部ステップに足を乗せた。 安全帯を掛けようとしたところ、バランス

を崩して後ろに倒れかけ、体勢を直そうとした際、約2mの高さから転落し右足

を負傷。

53
30～

49

10
11～

12

構内において被災労働者の運転するトラックの荷台に積まれたH鋼の上（地上約

2m）に登り荷締のため両手でレバーブロックを握りワイヤーを締めていたとこ

ろ、レバーブロックのレバーから手が抜け、そのまま地面へ転落し負傷した。

53
10～

29

構内での平積みコピー用紙を降ろす下準備としてウィング車内でラッシングさ



10 7～8

れている荷物のベルトと当て板を外す作業をしていた。 台風22号の影響が残る

強風の中少しだけウィングを上げて作業をしていた。 最後部のベルトと当て板

を外し片付け二段積部分の作業にかかろうとした時にバランスを崩しアオリの

倒れている部分からの落下時、立ててあったアオリに右胸部を打ち、その反動

で頭部より落下したものと思われる。

67
10～

29

10
11～

12

コンテナと荷台を接続するビンが何らかの理由でロックされたままコンテナを

引き上げるクレーンに車体ごと吊り上げられ途中で落下。 そのはずみで車外に

投げ出され頭部及び腰部を強打したもの。

56
50～

99

10
15～

16

卸地先にて、コンテナで資材の片づけが終わり、トラックから降りようとした

際にゲートが一番下まで下がっており、後ろ向きで確認せずに降りようとした

為肘から落下してしまった。

19
30～

49

10
14～

15

積荷先で、3.5トントラックの荷台に積み込み作業中、荷台から降りる為にス

テップに左足をかけて後ろ向きに降りたところ（高さ約80㎝）、足が滑ってバ

ランスを崩して転倒しそうになり、咄嗟に半転して左手で受け身をとったとこ

ろ左手首に体重がかかり骨折したものである。

54
100～

299

10 8～9

研究棟の2F階段下り口に雑巾を用いて出窓の拭き作業を行っている際、右足を

階段に移動させた時に階段を踏み外し踊り場まで階段を転落した。 転落の際、

右第5中手、左膝を負傷した。

65
50～

99

10
14～

15

マンションへ1件1個の配達を行う際、雨天により滑りやすくなっていた階段か

ら滑り落ち背中を強打し負傷したもの。
26

100～

299

10
11～

12

道路上で車の荷台から荷おろしの際体のバランスがくずれ荷物と体が一緒に落

ちた。足元のスペースが少なく雨も降っていたため濡れて滑りやすくなってい

た。

61
30～

49

10
11～

12

トラック荷台にて、木枠にて梱包された品物2箱（1箱約40㎏）を手で引っ張っ

た時に手が滑り（軍手着用）トラック荷台より地面に腰より落下してしまっ

た。 その際に腰と肘を強打してしまう。

42
50～

99

荷台に配達用のカバーを取りに戻り、降りようとした際、後ろ向きに降車し、



10
11～

12

ステップを踏み外してしまい、そのまま背中からコンクリート地面に落下し

た。 激痛の為、配送業務が行えず、代走の者と交代し営業所へ帰着。 そのまま

自走で帰宅した。 背骨2本折れ、1本ひびが入っているとの診断された。

43
30～

49

10
19～

20

夜間路上において配達のため、観音扉1枚を開け荷台で、右手で荷物を引っ張る

際に、手が滑ったことからバランスを崩し、咄嗟に左手で観音扉を掴もうとす

るも掴めず、中腰のまま地面に落ちて後頭部と背中を打撲、頸部を捻挫したも

のである。

43
50～

99

10 7～8
構内で、集配車両の積み込み作業の為、2t車の荷台で作業。荷台から降りる際に

ステップを踏みはずし転倒。 右手首の骨折、右まぶた上部を裂傷。
53

50～

99

10
13～

14

トラックを運転して配達先に到着し、トラックの荷台に上がり荷台後部のあお

りのフックを自分で閉めて荷卸作業をしていたところ、卸先の作業員があおり

のフックを外したのに気付かずに、あおりに手をかけて飛び降りようとしたた

め、あおりが下に落ちて同時に転落、その際に左手を路面に強打した。

43
10～

29

10
11～

12

12.5tトラックの荷台上で、被災者が積荷の荷締め状況（荷締ワイヤーの状態）

確認と、締め増し作業をしているときに、積荷である鉄骨上に被災者が上がっ

た際、雨により鉄骨上が滑りやすく、強風下で被災者がバランスを崩しやすい

状態があり、強風に煽られた被災者が体のバランスを崩し、荷台と積荷合わせ

て地上約250cmの高さから転落し、胸と腰を打った。

47
30～

49

10
10～

11

お客様構内の階段を下りている際に、足を踏み外して転倒し、右足関節を捻挫

したもの。
26

100～

299

10
16～

17

合板の積み込みが終わり荷締めをしようと合板の上に上がって歩いていた時、

バランスを崩してコンクリート地面に飛び降り（高さ2.3m）、両足の踵を骨折

した。

58
10～

29

10
11～

12

鉄工所にてトレーラーに鋼材を積み込み完了後、荷台に乗りレバーブロックで

荷締めをした時、手が滑り荷台から落下した。
48

10～

29

10 2～3

本社荷卸場で大型トラックの運転席から降りる時、運転席下に設けられている

昇降ステップに足をかけたつもりが雨で濡れており滑ってしまい、地面に転落 59
30～

49



してしまい受傷した。

10
18～

19

配達するため荷台を整理した後、荷物を荷台から降ろすためステップを使って

降りた際、右足から着地しようとして足首を捻挫したものである。
60

10～

29

10 7～8

支店にて、大型トラックから荷台後部右側に積み込んでいたパレット商品を荷

卸しする為、荷台中央部に設置していた鉄板を、右側へスライドしようと動か

した際、鉄板につけられたロープを持ってパースと並行に動かしたところ、右

足を滑らせ、プラットホーム下へ転落した。

39
100～

299

10
19～

20

幹線車両の左側ウイングを開けアオリを下ろして長尺品の積込作業をしていた

際、走行中にウイングが長尺品によって開かないようコンパネを前アオリに立

て掛けようと荷台の後方に平積みしてあった養生材を取りに向かった。 トラッ

クボードなど15～16枚の束の中からコンパネを横にずらして取ろうとしたとこ

ろ、勢い余ってバランスを崩し、荷台より飛び降りる格好で右足より転落し

た。

45
100～

299

10
14～

15

トラックでの運搬作業中、自社の給油場所近くで、運転席から降りる際、車の

ステップを踏み外し、地面にある溝（Φ15㎝程）につま先をぶつけ、つき指状

態になった。 痛みが軽かったので、そのまま作業を継続した。 その後親指のつ

け根が腫れて、痛みが強くなった。

63
30～

49

10
19～

20

引取先で集荷終了後、最終チェックを行う為、ゲートを半分ほど上げ荷台に上

がり、チェック終了後に降りようとした際、段差になっている事を忘れ、荷台

とゲートの間に落ちた。

51
100～

299

10 6～7

2tトラックで病院にて荷降しの作業中、荷台にくつをぬいで上がり、荷を取って

降りる時、ステップ上にあった右側のくつをはいた瞬間に滑って前のめりに落

下。 右手を地面について負傷した。 その時はそれほど痛くなかったが、翌日か

ら手が腫れてきた。

52
30～

49

10
19～

20

支店のホーム接岸場所にて、トラックの屋根後側の天井に乗り修理を行い、仕

上げの防水材を塗った。 防水材を塗ったため、台にしていた足場で降りること

ができないと判断し、直接ホームへ飛び降りたところ左右かかとを打った。

43
10～

29



10 2～3
トラックの荷台上で、荷台のスライドドアに油をさし終えて降りようとしたと

ころ、ステップから足を踏み外し、腰から地面に転落し、腰部を痛めた。
46

30～

49

10
18～

19

駐車場内にてコンテナで次店の商品を整理後、荷台から後ろ向きに降りようと

した際、雨で濡れていたステップに掛けた左足が滑り、バランスを崩し仰向け

にひっくり返った。 反動で地面に後頭部を強打し、同時に切れた。

54
100～

299

10
10～

11

当社駐車場に於いて、10t（大型）トラックの運転席から降りようとしたとこ

ろ、トラックのステップから足を踏み外し、着地の際に足首を捻った。
43

100～

299

10
13～

14

構内にて当日の配達荷物を倉庫内で積み込んだ後、車輌駐車場所へ移動し、ト

ラック荷台上で積荷であるコラム切断加工品を、ワイヤーとチェーンブロック

で荷締めを行っている最中に、バランスを崩して積荷で顔面を強打し、そのま

ま落下して肩から背中にかけて強打した。

32
30～

49

10 4～5

当社の駐車場において、出庫する際にトラックの荷台を確認したところ、シー

トに不具合（バラツキ）があったため、手直しをし、風を避けるためトラック

の向きを変えた後にトラックの運転席から降りた。 その時、トラックのドアが

風にあおられたため、運転席から落ち、頭部外傷を負った。

66
30～

49

10 7～8
会社駐車場内にて積荷の仕分け作業中、荷物の商品番号の確認をするため、ト

ラック荷台から下りる際、足を滑らせて転倒し落下、胸部を負傷した。
52

30～

49

10
15～

16

第三車庫内においてトレーラーのトラクターを清掃作業中、トラクターヘッド

の踊り場の上に乗り、トラクターヘッドの左上部側面を、右手で手摺を握り、

左手を側面に伸ばし掃除しようとしたら、右手が滑り、踊り場から地面に落ち

てしまい（踊り場から地面までの高さは約1m）地面に身体をぶつけ、左臀部と

左肩等を打ち、肋骨を3本を骨折する。

60
50～

99

10
18～

19

トラック荷台のラッジングの緩みを確認後、荷台から後ろ向きに降りようとし

て右手が滑り左に転落し上半身から落ち骨折。
49

30～

49

10
17～

18

派遣先にて作業中、製品の入った段ボール箱を（9kg）踏み台に乗って高さ

170cmの棚に入れようと背伸びした時、バランスを崩して踏み台から落下。 左

足首を捻って受傷した。

37
50～

99



10
10～

11

倉庫内にて、棚2段目からケース（重さ2～3kg）を取り出すためにパレットに乗

り、別のリフト操作者が、50cmほどパレットを上昇させてケースを取り出し

た。 降りようとしたところで足を踏み外し、ケースを持ったまま腰から転倒す

る。

55
50～

99

10 8～9

積み荷のシートを外し、畳んで鳥居上部に収納したが、若干収納スペースより

はみ出ていたため、スタンションに登り、はみ出した部分を収納スペースに納

めようとした処、雨で足が滑り、約1m下に落下し、右足首を捻挫したものであ

る。

34 1～9

10
10～

11

駐車場でトラックの荷台に上り整理をしていたところアオリを開放して作業を

していたため、足を踏み外して地面に落下した。
46

10～

29

10
17～

18

荷物の積込中、工場内にて接車中トラックとプラットホームの間に1.5m転落し

て腰部と右足関節を捻挫した。 すぐに救急車にて搬送された。
49

10～

29

10
14～

15

荷台の上で固縛作業中にワイヤーをかけようとし足を踏み外して荷台より約

1.5m下にお尻から落下した。
23 1～9

10
14～

15

倉庫のトラック待機所にて積み荷を荷締め作業の際、脚を滑らせて落下。 両足

を地面に強打したもの。
68

10～

29

10 7～8
荷台に上がり、貨物にかかっているシートを外している時に荷台から足を滑ら

せて約1.5m下の地面に落下した。
44

30～

49

10
13～

14

営業所から配送先まで建築資材（幅1m、長さ3m）配送中、積み荷の固定に不

安を感じて道端に車両を休止させ荷台上で荷締をやり直していた時、バランス

を崩して転倒し、荷台から地面に落下した。 その際、体を庇おうと左手を咄嗟

に出したため、左手首を負傷した。

62
10～

29

10
11～

12

28トン積みのトレーラーでユーザ先に21，882kgのコイルを荷降ろしした後、

付近の路上にてトレーラーの荷台上の荷締機を片付けている時、荷台上に設置

したコイル置き用の木材（150mm角長さ2，480mm）につまずき、荷台（地上

約1.7mの高さ）から転落した。 転落する際に前向きから右に体を捻ったため、

体の右側を強打することになった。

48
10～

29



10
21～

22

ベルトコンベアーの上を渡りかけたところ、バランスを崩し落下。 その際、右

手が身体の下敷きになり右の手首付近を複雑骨折したもの。
61

500～

999

10 8～9

トレーラーヘッド上で作業をして降りる時に雨で床が濡れていたので滑り、後

向きのまま1.2m下に落下した。 降りる時は常に道具箱につかまっているが、一

瞬のことでできなかった。

60 1～9

10
11～

12

トラックの荷づくりをした後、荷台からおりようとした時に、足がトラックの

床にひっかかり、地面に尻餅をついた。 この時に右手を地面について負傷し

た。 荷台の高さは90cmぐらいだった。

46
10～

29

10
9～

10

指定残土捨て場において残土整地作業中、バックホーに乗り込む際足を滑らせ

落下した衝撃で左足を負傷した。
37 1～9

10
12～

13

会社の車庫内において、荷台の上を片づけていた時、道具をひっぱったところ

手が滑り、荷台（約1m50cm）から、後にそのまま落ちて腰と背中を強打し

た。

46
10～

29

10
10～

11

事故当日、現場にて荷卸し中段積みの荷物間のリン木を外すため荷物上部約3m

に上がり作業をしようとし、リン木につまずき小雨で濡れていた養生シートで

滑り落下した。

45
10～

29

10
16～

17

道路工事現場近くにある広い退避所にトラックを止め、荷台にネットを掛ける

ためトラックからコンテナをはずし、地面に降ろしてコンテナの上に登り、作

業を始めた。 積荷の生木が雨で濡れていたので足元が良くないと思い、コンテ

ナの縁に足をかけたところ、履いていた安全長靴が滑り、ネットを持ったまま

足から落下した。 その時、生木も一緒に落ちて来て、左足首にあたった。

45
30～

49

10
10～

11

ハイミックス洗車場で洗車中、水バケツ内残コンクリートをミキサー車ドラム

に移し替わるためステップを上り、右足はフェンダーの上で、左足は一段下の

ステップに置き、左手で水バケツを持っている状態で勢いをつけて右手で手摺

を掴もうとして取り損ねる。 左足もすでにステップから離れていたため、左足

踵から落下し骨折する。 通常は右手で手摺を掴んでから体を引き上げる。

46
30～

49

19～
ホーム上にて作業が終わってトラックへ戻る際に小走りに戻り、ホームの手前



10
20

50cm位の所でつまずいてホーム下へ転落。 転落する際に顔を守るため右手を付

いたため負傷。

47 1～9

10
11～

12

トラックの荷台の上で、ビニールに覆われた鉄パイプ製品の上に乗り、ラッシ

ングを使って鉄パイプの胴巻き作業を行っていた。 ラッシングベルトが斜めに

かかっていたが、そのまま荷締めを続けた。 そのためビニールとラッシングベ

ルトが滑り、ラッシングベルトが急に外れてしまった。 荷物の上でバランスを

崩し、前かがみになるように1回転し、背中から転落し、骨折した。

22
10～

29

10
12～

13

メタルワンスチールサービス第2工場にて荷物を積んだ後、工場を出てすぐの路

上に停車した。 荷物の荷張りをするために荷台に上がろうとして足を滑らせて

落下し、後頭部を打撲した。

41
10～

29

10
16～

17

トラックの荷台で積み込み作業中、足を滑べらせ踏み外し1m30cm程の高さか

ら地面へ落下した。 荷物積み込み後、痛みを伴いながら作業を続けていたが、

腫れ、痛みが引かず、左肘の骨折が判明した。

64
30～

49

10
16～

17

2F加食エリア内にて、パレットに乗っていた商品を補充するために、パレット

に上がって作業したところ、足を踏み外し転んでしまった。 その際に右手で体

をかばい右肩を痛めてしまった。

67
50～

99

10
14～

15

工場にて、鉄骨の積み込み作業中、1段目に立って指示を仰いでいた時、クレー

ンオペレーターの確認不足と不注意により門型クレーンと鉄骨が接触した。 そ

の衝撃で自分の方に鉄骨が倒れかかってきたため、咄嗟に、約220cmの高さか

ら飛び降り、両足の踵を負傷した。

28
30～

49

10
16～

17

工場内にてトレーラの荷台より鉄板を荷卸しするため、天井クレーンにて吊り

上げた際、吊りセンターのずれにより吊り荷が振られた時、一緒に振られ荷台

より体が左向きに転落し、左腕と左腰を強打した。

55
100～

299

10
14～

15

会社構内で積み込みの準備のためウイング右側を開けトラック荷室内でコンパ

ネを荷室前方から左後方へ数日に分けて運んでいた際に荷室左後方の使用した

ラッシングベルトが外れコンパネが倒れてきた。 押され左形で荷室右側から転

落負傷した。

62
50～

99



11
17～

18

5tダンプを運転し、合材シートを畳み、プロテクターに収納した後、キャビンの

上から梯子に渡り、降りていたところ、足を滑らせ、高さ1.5m位から落下し、

左上半身を地面に打った。

67
30～

49

11
17～

18

冷凍倉庫内作業中、ピッカーリフトで商品を積み付けしている際に、バランス

を崩し3mの高さから商品と一緒に両足から落下した。
38

50～

99

11
14～

15

営業所敷地内にて、スクラップの積込後、荷台の状態を確認するため、フレー

ム上（高さ1m）から荷台に取り付けられた梯子に手を掛け登ろうとした時に片

足を滑らせてバランスを崩し、その勢いで梯子から手が離れてしまい地面に落

ちた際に左手を負傷した。

42
10～

29

11
11～

12

弊社倉庫内にて、ラックに保管している書類の確認をする為に、脚立に上って

作業をしていたところ、足を踏み外してバランスが崩れ後方に落下し、アス

ファルトの床面に腰部を強打した。 すぐに病院に搬送して検査の結果、骨盤骨

折が確認された。

24
30～

49

11
10～

11

自社敷地内にて、積込作業後にトラクタ踊場より降りようとしたところ、車両

横ステップに足を掛け損ない、左腕から地面へ落下した。 痛みはあまり無かっ

たが左肩が上がらず、受診した。

65
10～

29

11
15～

16

構内において、貨物集荷用の資材を積んでいるシャーシへ登る為、後部扉部分

を半分閉めた状態で後部扉へ手を掛け、荷台上に足を掛けて登ろうとしたとこ

ろ、足を滑らせて荷台上から地面へ落下したものである。

64
100～

299

11 8～9

プラント内（地面は圧雪または凍結状態）にて、ミキサー車に生コンクリート

を積み込んだ後、ホッパー洗浄の為にヘルメット等の装備をせずステップを

登った際に、手摺りを掴み損ない約3m以上の高さから転落した。 腰から落ち、

頭部を打ち付けた。

63
50～

99

11
11～

12

支店構内において、トラックの荷台あおりのロックを外したまま荷台の片付け

をしていたが、ロックを外したことを失念し、片付けが終わり荷台から後ろ向

きで降りようとあおりに手を掛けたところ、あおりが下方に倒れたため後ろ向

きで一緒に落下し、コンクリート地面に臀部を強打したものである。

63
100～

299



11
9～

10

除染現場において、顧客から依頼された2立方メートル水槽4台を納品する為、

大型ユニック車の荷台後方で荷降ろし作業中、上部ユニックのリモコン操作に

気をとられ、荷台（地面から約1m）から足を滑らせて落下し、右上半身を負傷

した。

62 1～9

11
13～

14

荷主の依頼により建設現場敷地内において、トラックに資材を積荷するのにト

ラック荷台の整頓を終え荷台から地面に降りる為、トラクタ部のタイヤハウス

（地上高約1.2m）に右足を掛けた際に、足底が滑り転落した時、右大腿部を負

傷したものである。

52
50～

99

11
14～

15

センター帰庫、2階の事務所へ入金する為に上がり処理をする。 1階に下りる

際、11段ある階段の下から3段目より足を踏み外し落下する。 全体重を右足で支

えてしまい、痛みが治まらない為、病院へ搬送し受診すると骨折と判明する。

降雨で靴底も濡れていたせいも滑った原因と思われる。

41
30～

49

11
14～

15

会社敷地内において、安全帽・安全靴着用の上トラックからの荷下ろし中に足

場板のラッシングベルトを外している時、足を滑らせてトラックの荷台から落

下し、右手を骨折などの負傷をした。

38 1～9

11 6～7

積場において製品の積み込みを行っていた、荷締めを行い積場を出発した。 し

かし積荷が高くなった為、一旦事務所へ戻り荷締めをもう一本増やした、荷締

めが終わり荷台から降りる際、タイヤに掛けた右足が滑った為荷台上に乗って

いた左足の脹脛を荷台に強打した。

53
50～

99

11
10～

11

製品をトラック荷台に載せる為に荷台後方に製品を置いた。 その製品を荷台に

積むために、バンパー部に足をかけて荷台に上がろうとした際に足を踏み外

し、地面へ落下した。

52
10～

29

11
11～

12

個人宅様へ配達に伺い、配達完了後、左手に荷物を持って、右手で扉を支えて

降りようとした際に、手が滑りトラックの荷台から、後向きのまま落下し、後

頭部と肘を強打し負傷したものである。

52
100～

299

11 8～9

店舗内青果バックルーム冷蔵庫前にて、冷蔵庫入室時に左側スウィングドアに

躓きよろけた。 体勢を立て直そうとした時に、左足親指を近くにあったコンテ

ナに躓き、左膝から転倒した。

47
30～

49



11
16～

17

当社工場内において、作業終了の片付け中、L字型台車に一斗缶（24×24×35

㎝、約20㎏）二つを載せて冷蔵庫に運んで下ろそうとした際、中腰で持ったた

め体勢を崩して右脇腹を台車の持ち手にぶつけて負傷したものである。

46
30～

49

11
23～

24

タイムカードを打刻し、職場に向かう途中正規のルートではなく近道をして宿

泊施設の中を通って裏口から道路を挟んだ目の前の職場に急いで行く途中、新

しい靴を履いていた為、感覚を間違えて右足つま先が簡易舗装の路面に突っ掛

かりバランスを崩して転倒し、怪我をした。

61
30～

49

11 6～7

精錬工場にて、75?ニーダー（ゴム混練機）を2人作業中、練生地をニーダーよ

り払出を行う時、回転ロールにゴムが左端に残った。 そのゴムを除去しようと

左手を入れて取ろうとして裂傷した。 通常は回転している時は手を入れない作

業である。 少量の練ゴムの為取れると誤って作業してしまった。

60
50～

99

11
9～

10

前工程から来た20㎏容器をセンサー式の昇降装置を使用して次工程に送った

後、容器番号を確認しようと左足先を昇降装置のピットに入れてしまい、昇降

装置が下降したところに左足指5本を挟んだ。

57
10～

29

11 6～7
車庫内の4tトラックの荷台で荷物の積み卸し中に荷台にあった荷物に足をとら

れ、誤って1m下の地面に落下し、右大腿骨・右手指を負傷した。
68

10～

29

11
23～

24

こんにゃくの収穫作業にて、種イモの入った約20㎏のコンテナをトラックの荷

台に積み込む作業を行った際に痛みが発生した。 2t車に96箱を基本2名で、1日

当たり5台、時間にして75分位の作業量だった。 当初、手首に軽い痛みを感じた

が、筋肉痛だと思い、引き続き5日間出勤し同様の作業を行った。 しかし翌日に

休みを取り、痛みが引けるのではと思ったが、悪化したため通院することにし

た。

62
10～

29

11
17～

18

チルド庫にて仕分け中、PPバンドを切り商品を持ち上げようとしたところ、PP

バンドが目に入ってしまい、角膜びらんとなる。
70

10～

29

11
16～

17

当該工場安全帯ERランヤード巻取機部分の組立作業で、ケースを固定するネジ

が1台に対し2個を電動ドライバーで締める作業がある。 親指でSWを押し腕全体

で下側に押しつける作業を続けていた為、頚部右上腕部背筋に痛みが発症し
38

10～

29



た。

11
13～

14

トラックの納車先にて、運転席から降りるところ、革靴を履いていたためス

テップに足を滑らせてしまい、腰から地面へ落ちてしまう。 数日経っても痛み

が引かない状況が継続し、翌月中旬になっても同様の症状の為、会社へその旨

報告した。

55
10～

29

11
14～

15

特定保健指導の個別訪問のため、対象者宅を探していて道路上で歩行中に左足

底を石で捻り、転倒しそうになり痛めた。
49

10～

29

11
11～

12

事業所内エステルームにて、修理に出すため100㎏以上あるエステ機材を台車を

使って1人で運んでいたところ、約30㎝ある段差を乗り越える際に重さに耐えら

れず、首と腰を痛めた。

52
30～

49

11
10～

11

全身に衣装を装着し3回中1回目のレストランショーにて、隣の出演者とハグす

る時、衣装頭部が接触しないよう約30度見上げた際、首～背部に強い痛みを感

じた。 動きの軽減をしながら出演を継続し、公演後にアイシングを行った。 2

回目公演後もアイシングをし、3回目公演後にきっかけはないが、痛みが強く

なっていた為、再度アイシングをした。

47
50～

99

11 8～9

トラックコンテナ内での作業後、後ろ向きでステップに足を掛けようとした

が、踏み外して転倒した。 その際、後方にあったコンクリートブロックの角に

後頭部を強打した。

45
100～

299

11
16～

17

2階休憩室から業務に戻る途中、階段で足を滑らせ、着地の際、右足のかかとを

強打し、骨折した。 事故当時、雨が降っており、階段や床が滑り易くなってい

たのが原因と思われる。

42 ―

11
11～

12

書籍を2階に運ぶ作業中に階段から右足を踏み外し、体のバランスを崩して左足

を地面に着いた際、左足を捻って負傷したものである。
64

10～

29

11
17～

18

配達荷物を積み込むため、店舗構内において、作業をしていた際、荷台から降

車を試みたが、ステップを踏み外してしまい、落下し、左肘を地面に強打し

た。 痛みが治まらないため、医師の診察を受けたところ、骨折の診断を受け

た。

38
50～

99



11
11～

12

荷下ろし作業中、2t車トラックの荷台の横ドアから降りる時に手をかけたが滑っ

てしまい落下し、右大腿部の内転筋を挫傷してしまった。
52

10～

29

11
16～

17

荷下ろしを終えて回収物を積み込み、荷台から降りようとステップ（バン

パー）に足を掛けた際、ステップから足が滑り、下に置いてあった空き箱に脇

腹を強打した。

66
300～

499

11 6～7

工場敷地内にて、荷下ろし作業をする為、10tトラックのあおりのキャッチを外

し、左ウィングを上げ、荷台に乗った。（高さ約1ｍ） 荷を固定してあるラッシ

ングを外し、荷を保護するのに当ててあるウレタンとコンパネを持って動かそ

うとした際、あおりに寄り掛かってしまい、あおりが倒れたのと同時に落下

し、受傷した。

57
10～

29

11
20～

21

トラックの荷台で荷物を積んで荷物を整え終わり、荷物が荷台いっぱいであっ

た為、足の踏み場所が少なく、荷台から落ちて地面に左足を強く打ちつけ骨折

する。

48
30～

49

11
11～

12

自社サービスステーション内で荷物の積み込み時に、2段積みの荷物の上に登り

あと1個を積み増しし3段にしてから荷台に下りようとした時、2段目の荷物の

引っ掛け紐（吊り上げ用のリング状の紐）に右足を引っ掛けてしまい荷台に背

中から落下し背中を打撲してしまった。

63
10～

29

11
18～

19

取引先で荷おろし中にバランスを崩し、トラック荷台より地面へ落下した。 右

足が痛かったがそのまま作業を続け事務所へ戻った。 事務所へ戻ったのは昼頃

で、そのまま仕事上がりだった為病院へ行き診察してもらったところ、捻挫

だった。 痛みが続いた為、後日に詳しく調べてもらったところ、右足の踵を骨

折していた。

51
50～

99

11
15～

16

営業所構内においてトラックをホームへ接車した後、階段を上り、トラックの

方に歩いていたところ、右足を踏み外しホーム下へ落下し右腕を骨折したもの

である。（1ｍ弱）

45
50～

99

11
9～

10

取引先の工場にて、荷物を搬入し、荷卸しして、外で片付け作業を行ってい

た。 角材を4つにまとめてワイヤーで締める作業を行っていた際、レバーを誤操

作したことにより、後ろに引っくり返って90㎝下に落下した。

45
10～

29



11
20～

21

配送センターにてトラックをホームに接車し、ホームの階段を上がり柱とホー

ムの間を通る際、足を滑らせてホームから地面に落下したものである。 その

際、ホーム地面に右肘を強打し負傷した。 右肩も上がらない状態となる。

50 ―

11 7～8

会社の荷降ろし上で荷卸の為、10トン車の荷台に上がり、荷台に掛かっている

シートをめくる作業中、シートの一部が引っ掛かっていた為、強く引っ張ろう

としたところ、荷台上に霜が降りていて濡れていた為、足を滑らせて荷台から

地面へ落下し、腰を打ち骨折をした。

68
30～

49

11
9～

10

荷卸し先において、トラック荷台で車両シートをめくる作業中、誤ってアオリ

部分から転落し地面に背中と右手を打ち付けたものである。
47

10～

29

11
16～

17

得意先の敷地内にて積込作業を行うため、トラック荷台のシートを外していた

ところ、煽り上から、足を滑らせてしまい車両左側のガードレール上に転落し

て、脇腹を強打してしまった。

42
50～

99

11 6～7
鶏舎にて作業終了後トラックの上より梯子で下りようとした時に、足を踏み外

し地面に落下した。 左足の踵を骨折した。
68

100～

299

11
16～

17

給油所でトラックから降りようとしてステップを踏み外し落下した。 その時に

右足の膝を打ち負傷した。
31

100～

299

11
19～

20

コンビニの駐車場でトラックの荷台の道具整理中に躓き、荷台から転倒した

際、左手をついてしまい、左腕を骨折した。
33

30～

49

11
15～

16

2台積み積載車で車1台を積み込み荷台から降りようとした際、横のステップか

ら足を滑らし下に落ち足を痛めた。
43 1～9

11
11～

12

構内にて、トラックの荷台より食品の載っているパレットを荷卸し作業中に、

パレットを動かすジョルダーという道具に付ける棒を引っ張る際、棒が抜けそ

の反動で落下した。 腰の一部の骨折、頭部打撲による擦り傷、腕の擦り傷とな

る。

38
30～

49

11
9～

10

取引先でトラックに荷物を積む為、右側の荷台のドアを下ろすフックを外して

も下りないので、荷台を見ると右左にラッシングがあり荷台に上がり左側の留

金を外し右側のドアに手を掛けた時に、ドアが開き背中から落下した。 （右側
69

10～

29



のドアのフックを外していたことを忘れていた。）

11 2～3

駅にて納品のためトラック荷台で作業中、後ろ向きに後退した際、足を踏み外

しトラック荷台より落下し負傷した。 落下時、右足首を捻挫して倒れた時、後

方にあったコンクリート階段で背中を強打し脊椎を骨折したものである。 ま

た、翌日の再検査で右足裏も骨折していることが判明した。

61
10～

29

11
13～

14

トラックの荷台から足を滑らせ転落し、左側面を地面に強打し負傷したもので

ある。
42

100～

299

11
14～

15

貨物輸送を終了し、車庫帰着後、荷台の整理のため、シートを外している時

に、左足首にシートのゴムが引っ掛かり、荷台後部のあおり上から後向きに地

面に落下した。 シートを外す際に、荷台上ではなく、不安全なあおりの上に

乗ってしまったのが原因である。

52
30～

49

11
15～

16

工場内作業場の出荷場所にあるローラーレール上で、搬入・仕分け・引き込み

作業を行い、片付けが終わり、事務所に戻る際、ローラーレールより足を滑ら

せ転落した。（70㎝程） 腰・背中・肘を打ち、捻挫をした。 ローラーレールと

は、2Fの荷物置場からリフトで1Fに降ろし、トラックヤードまで運搬するコン

ベアの様なものである。

41
50～

99

11 5～6

被災地に前日の夜から荷卸の為トレーラーで滞在し、早朝、荷卸作業の為車両

を移動し荷卸をする。 しばらくして作業が完了し、真っ暗な中トイレに行き、

車両に戻る際大きな穴があいている事に気付かず足がはまり落下し負傷した。

49
10～

29

11
16～

17
パーキングにてトラックから降りようとして、足を滑らせて負傷した。 45

10～

29

11
16～

17

工場構内で3tトラックの荷台に住宅の材料積み込み中、最後に長さ5m位の板4

束をフォークリフトで積んだが、隙間が出来、運転手が上に乗った状態で材料

を手で寄せようとしたところ、誤って荷物の上から材料と一緒に2.5m程の高さ

から落下した。

53
30～

49

11 1～2

帰庫後、洗車と庫内の清掃をする為、洗車場にトラックを停車し、庫内を清掃

した。 観音扉（後）から降車する際、躓き落下した。 前側から落ちた為、右足 43
50～

99



ふくらはぎ付近を打った。

11
19～

20

配達先で車両の荷台からおりる際、ステップから足を踏み外し左肩から転落

し、左肩を脱臼した。
37

10～

29

11
14～

15

10tコンテナ箱（高さ160㎝）を地上に降ろして、天井クレーンで廃棄物入りの

フレコンバックの積み込み作業中、コンテナの前方縁部分（幅10㎝）に上がり

廃棄物の誘導をしていた時、フレコンバックが重さで大きく揺らぎ、身体に接

触し、コンテナ箱の上部より落下した。

40
30～

49

11
16～

17

配達の荷物を取るために荷台に乗り荷物を後ろまで動かした後、後ろ向きに降

りようとした際ステップを踏み外し、その時に右側のドアを閉めた状態にして

いたため頭部をドアにぶつけ、その弾みで後ろ向きに転んで左手をついてその

まま転び肩も強打する。

37
30～

49

11 6～7

出発前に積荷の点検をしようと台車の梯子をつたい荷台に下りる際、足元に

ケースがあり避けるため、あおりに足を乗せたが足が滑り地面に腰から落下し

た。

50
10～

29

11
12～

13

構内で、トラック荷台より荷物を卸すために外からウイングを開き、アオリを

開けようとしたが、庫内にラッシングベルトが掛かっていたため開かず、庫内

に入りラッシングベルトを外し、車外に出ようとした際に、アオリのフックを

全て外しているにも関わらず、アオリを掴んでしまいアオリが開いて後ろに転

倒し、左側臀部を強打した。

67
100～

299

11
9～

10

コンビニエンスストア駐車場内にて被災した。 被災者は就業時間中に飲み物を

購入するため、7tトラックを駐車場に停め運転席から降りようとした。 その際

に、運転席横のステップで足を踏み外し背中から地面へ落下し、腰部を打ち付

け負傷した。

54
10～

29

11
23～

24

センター到着後、積荷搬入の為に後部荷室より道具を取り出した後、荷室から

地面に降りようとした際、タラップに置いた右足が滑って落下し、右膝を打ち

つけ負傷した。

55
10～

29

11
20～

配達先家屋にて、空箱を持って階段を下りる時、階段を踏み外して転落した。 28 1～9



21

11
14～

15

被災者は車輌（10tトラック）を届けるため、同車輌を自走にて陸送していた。

交差点に差し掛かった時、ガス欠を起こし、車輌が止まってしまった。 会社へ

連絡し、同僚が現場まで行き、給油を行った。 給油終了後、車輌に乗り込もう

と乗降ポールを左手でつかみ、ステップ1段目に左足を掛け、2段目に右足を掛

けようとした時、左手が滑り、地面に左手をつく形で倒れ落ち、左手首を負傷

したものである。

52
10～

29

11 4～5

当社倉庫内において、天井クレーンを使用し鋼材（アルミ板）をトラックの荷

台に積み込む作業中、トラックの荷台から足を滑らせ地面に左手をつく状態で

落下し、左手を負傷した。（高さ1.5m程度） 当日は終業時間まで勤務した。 帰

宅後、夜になって左手首辺りの激しい痛みと共に腫れてきたため、翌日に病院

を受診した。

35
30～

49

11
20～

21

配送取引先の工場の積込場にて、空のコンテナをトラックの荷台内に積み替え

作業中、その空のコンテナ（段積）をパレットに乗せて後向きでトラックの荷

台内へ移動していたところ、まだ後側に余裕があると思い込み、後を確認せず

に下がった為、誤って積込場から地面へ落下し負傷した。

50
30～

49

11
9～

10

貨物荷受場にて、荷降し作業終了後、荷台の片付けを行っている際、荷締機で

装具を固定する為、背中を荷台の外側に向け荷締機を操作中、後方にバランス

を崩し地上高約1.5m荷台から転落した。 転落した際に両手を地面に強打し両手

首を負傷した。

44
50～

99

11
16～

17

作業員が1人で、材料を入れた1m四方のプラスチック製の箱の上に上って2段に

重ねている上の箱の中を確認する作業をしていてバランスを崩し、後向きに落

下し右股関節、尾てい骨を右股関節寛骨臼骨折した。

42
50～

99

11
18～

19

宅配便の配達にて、お客様宅にお伺いした際ご不在で不在連絡票を投函する為

にポストを探し家の裏側に回ろうとしたところ、道が無く、高さ5mの位置より

下の川に落下し、腰、背中を損傷した。 事故発生時間帯は薄暗い状況であり、

周囲、足元の確認を怠ったことが原因である。

33
30～

49

農場で5tタンクへ上がる時、地上より2m位の所でカズラが足に掛かり階段より 50～



11 1～2
足を踏み外し落下、手と顔を強打し負傷した。 （手首骨折、顔負傷）

66
99

11 6～7

飼料の積み込みをするため、1番口バースにトラックを止め、屋根に上がり、1

番タンクの蓋を開けようと、蓋を押した時にバランスを崩して、車の屋根か

ら、後ろに転落した。

57
10～

29

12 8~9

営業所構内にて、負傷当日は事務所大掃除要員としての勤務をしており、事務

所屋根に積もった雪氷を落とそうと、梯子を屋根にかけて登っていた所、長靴

の裏に付着していたと思われる雪で足を滑らせ、仰向けの状態で背中から転落

した際、腰を強打し腰椎を骨折した。

41
10～

29

12 9~10

被災者は、仮設ハウス（プレハブ）をトラック（ユニック車）に積み込む為、

ハウスの4箇所にワイヤーをかけようとしていた。 トラックの荷台から梯子を仮

設ハウスにかけて、ハウスに渡る途中（梯子の3段目）、梯子が横にずれて、地

面に背中から転落して負傷した（高さ約1.6メートル）。

59 1～9

12 7~8
配送先の土場敷地内で、車から降り、ダンボール製品を荷卸し作業開始前、凍

結路面で滑り転倒した。 その時、右手を強打し骨折した。
50

30～

49

12 10~11

会社の車庫で、大型ダンプの排雪枠の取り付け最中、ダンプの荷台に登ろうと

脚立を登って、ダンプの荷台に移ろうとした時、掴まっていた手が滑り、脚立

の最上部（約2メートル）から、地面にかかとから落下してしまった。

56 1～9

12 10~11

会社の車庫で、大型ダンプの排雪枠の取り付け最中、ダンプの荷台に登ろうと

脚立を登って、ダンプの荷台に移ろうとした時、掴まっていた手が滑り、脚立

の最上部（約2メートル）から、地面にかかとから落下してしまった。

56 1～9

12 13~14

営業所車庫にてトラックの荷台の清掃終了後、降りる際に荷台上で足がすべっ

て転倒し、下に落ちた。 軽い捻挫と思い、様子をみていたが、痛みがあり後日

に受診した。

52
10～

29

12 5~6
ゲート（4tトラックパワーゲート）を降ろして、トラック荷台の扉を開ける際、

雪で足元がすべり、ゲートの上から転倒した。
55

50～

99

12 23~24

倉庫内にて、フォークリフトのツメに上がり、製品（ダンボール）のずれを修

正後、ツメから降りる際にバランスを崩し、安全靴がぬげて左足踵から地面に 42
30～



着地して、踵を打ちつけた。
49

12 8~9

屋外駐車場（荷卸し場）にて、8tユニック車の荷台に積んであったコンクリート

パイルの荷卸しを行う際に、前日に降り積もった雪を払い落とし、荷締めワイ

ヤーを外すためパイル間の下敷きにしてある台木に右足を乗せて上がろうとし

たところ、パイルが凍結していたので台木がずれてバランスを崩し、荷台から

地面に足から落ちて尻もちをついて負傷した。

41
10～

29

12 17~18
自社車庫において、終業点検作業中に積荷の状態を確認中、すべって荷台より

落下し、右脇腹を強打し、肋骨を骨折したものである。
57 1～9

12 10~11

倉庫構内に駐車しているトラックの荷台で清掃作業を行っている時に足を踏み

外し、後方から地面に落下し、右肘と臀部を強打した為、右肘骨折及び臀部打

撲となった。 臀部に痛みはあるものの重症ではないとの事だったが、1週間経

ち、肘の痛みが増した為診察を受けた。

37
10～

29

12 10~11

会社の駐車場で、ウイングタイプのトラックに脚立を立てて、ボディ屋根の雪

を掃いていた。 脚立から降りる時、真中ぐらいで足を踏み外して落下し、背中

を打った。

53
10～

29

12 15~16

集荷先において、ウィングアオリを開けた状態の荷台での作業中、荷積みのた

め鉄板（80㎝×120㎝、重さ15㎏）を持ち上げようとした際、鉄板を持っている

手が滑り、バランスを崩し、荷台の上（高さ110㎝）から後ろ向きに地面に落下

し後頭部を強打した（ヘルメット着用済み）。

51
30～

49

12 16~17
路上でシートをかける際、足を踏み外し、路上に転落した。 落ちる際に臀部か

ら落下し、腰を強く痛め、腰椎が圧迫され骨折した。
59

10～

29

12 17~18
取引先構内で、家具を搬送する為、トラックに積み込み作業中、ステップを踏

み外し転倒、落下し、右アキレス腱を負傷した。
63

30～

49

12 10~11

会社の車庫で洗車中、高さ1.5mの脚立に乗って大型ウイングトラックの洗車作

業をしていたところ、途中、雪が舞い脚立の上部が濡れ始めていたため、足を

滑らせて地面に落下した。 左側を下に落下したため、左手ひじを脱臼・骨折し

た。 周りに人がいなかったため、自力で携帯があるトラックまで移動し救急車

55
50～

99



を呼んだ。

12 0~1

納品口入口の階段にて、商品を台車の上に載せて次の商品を取りに行くために

振り返って階段を下りようとしたところ、階段を踏み外し、左腕が体の下にな

る形で落下した。

39
100～

299

12 9~10

荷降ろし作業が始まり、トラック荷台に上り塩ビパイプ（長さ4m、重さ8㎏）

を降ろし、2本目の時に足を滑らせ荷台上より落下し、頭を打ち、脳挫傷を負っ

た。 落下時に保安帽の顎ヒモが切れ、頭を打ってしまった。

61
10～

29

12 4~5

店舗に納品が終わり、空箱をトラック前室に積むため荷台に上がり、後ろ向き

で作業をしていた時、荷台から足を踏み外し、転落してしまい、棒状の白い

フェンスに激突し、左の肋骨を2本骨折し、全治1カ月程度と診断された。

42
10～

29

12 3~4

当社営業所構内に於いて、車両（10t冷凍車）に空のパレットを積み込み中に、

荷台から降りようとしたところ暗くて足元がよく見えず、足を踏み外し荷台の

上から約1.5m下のコンクリートの地面まで右肘から落下し受傷した。

32
10～

29

12 2~3
工場敷地内で、4t車に他社製品を積載し、帰社して倉入れ作業を終了後、フラつ

いて倉入番口ではないステップより落下し、左膝及び右足首を負傷した。
66

300～

499

12 12~13
トラックで建築資材を運搬し、積荷を降ろすため運転台から降りる時、路面が

傾斜しているのに気がつかず、左肘をひねり負傷した。
51

10～

29

12 8~9

新築工事現場内で、荷物を降ろすためトラック荷台のアオリを開けてフックに

足をかけ、柱に左手をかけ、荷物に右手をかけて上がろうとした時に、足が

フックから滑ってしまい、左手首が屋根材にあたり、左手首を切ってしまっ

た。

38
30～

49

12 6~7

宅配便集配車両の荷台で荷物の積み込み入力作業をし、一旦車両から降りよう

とステップに足を掛け、荷台で腰を下ろし、最後にゆっくり降りようとした

が、足をステップから滑らせ、床に左手を体重全体を支える様にして強く着き

負傷した。

61
30～

49

12 20~21

配送のため走行中、車両故障が発生したので、代替車両での配送に変更する

為、荷物の積み替え作業中、観音扉を開き、2台の後ろ側を向かい合わせ、車両
64

100～



のステップに足をかけて作業を行っていたところ、足を滑らせて地面に落下し

た。

299

12 12~13
荷台から荷物を持ったまま降りた際、ステップを踏み外し、落下し、右足を強

打したもの。
35

300～

499

12 10~11
配送助手の被災者が荷扱いを終え荷台から降りる際にステップに足を滑らせ転

倒し、右足大腿骨を骨折した。
72

500～

999

12 9~10

地下1階受付カウンターにて開店準備中、階段下の資材を取りに階段を下りる

際、階段を踏み外してしまい、左足首を捻ってしまった。 当日病院にて捻挫と

診断されたが、後日足が痛むので再度診察を受けたところ、左足踝骨折で全治

2ヶ月と診断され、休業が必要となった。

55
50～

99

12 18~19
納品口で、トラックのゲートを使い、BOX台車を降ろしている時、BOX台車が

ゲートから落ちてしまい、同時に自身も落下してしまった。
40

50～

99

12 11~12

トラックの荷台からハシゴを使って下りようとした際、荷台に掛けていたハシ

ゴがずれてしまい、バランスを失って尻もちをつくような形でそのまま地面に

落下した（高さ約1.2m）。

49
10～

29

12 14~15

荷台から商品を運び出そうと、右足をステップに乗せようとした際、不注意か

ら足を踏み外してしまい、頭から後方荷台下へ転落した。 頭部からの出血が止

まらず、救急搬送となった。

39
100～

299

12 3~4
工場内にてトラックの荷台で作業中、ステップを踏み外し、後ろ向きで落下

し、左肩に痛みを感じたものである。
70

10～

29

12 9~10
工場構内で、トラック後方ゲートを少し下げた状態で荷台から降りようとした

ところ、雪ですべって足がゲートの隙間に入り左足脛を痛めた。
41

30～

49

12 6~7
卸し場にて、積荷（鉄筋）をおろす作業中、荷台から下におりようとしたとこ

ろ、鉄筋のたばの上に左足をつき負傷した。
59 1～9

12 6~7

店舗構内において、トラック荷台中央からパレット積み商品をフック棒を使用

し移動中に、フックが外れその反動で荷台から地面（高さ1m）に落ち、腰を負

傷した。

46
100～

299



12 8~9
積み込み先ヤード内で積み込み準備をしている時に荷台上サイドから足を踏み

はずし転落した。 その時に左手をつき骨折した。
48

10～

29

12 7~8
当社洗車場にて、トラックに登り、雪をおろした後、はしごから下りる際、は

しごがすべり外れたため、左足から着地し左足首を骨折した。
39

30～

49

12 19~20
夜間配達に向かっていて、橋の上を渡ったつもりだったが、橋の無い所を渡っ

てしまい、側溝に落ちて右膝を裂傷したものである。
41

10～

29

12 6~7

荷卸しをするため、ゲートを上昇させてコンテナに入り、カゴ車を引き出して

いる際、ゲートが下降したことに気づかず、足を踏み外してコンテナから転落

し、カゴ車も一緒に落下した。 通常、ゲートの上昇・下降はリモコンで操作し

なければ動かないが、何らかの故障により、勝手に下降した（原因調査中）。

怪我の状況は、肋骨骨折、骨盤骨折・打撲により、全治1～2ヶ月である。

52
50～

99

12 5~6

敷地内倉庫の階段を降りる際に躓き、頭から6～7段を滑り落ちた。 その際に負

傷し、吐き気と頭部の痛みがあり、頭部骨折、硬膜外出血、右手親指打撲、そ

の他頭部に裂傷と診断された。

54
100～

299

12 8~9

本社駐車場にて、運行前のトラックおよび設備の日常点検を行っていた。 荷台

の設置点検が終わったので降りようと、いつもの様に高さ1m程の荷台から飛び

降りたところ、着地の際に腰に衝撃がはしり負傷した。

43
30～

49

12 22~23

冷蔵倉庫コンテナ降しホームにて、大型車に保管していたコンテナをホームに

降ろす作業を行い、完了後に車両を移動しようとした際（推測）、高さ1mの

ホーム下へ転落し、救急搬送された。

55
100～

299

12 16~17

自社本社駐車場敷地内において、4tトラックの荷台からあおり部分に手をかけて

降りようとしたところ、あおりにフックをかけ忘れていたために、固定されて

いなかったあおりが外側に倒れると同時に、被災者も地面に落下し、その際に

右手首を骨折した（ヘルメット着用）。

46 1～9

12 4~5

仕分作業中、鉄骨（高さ30㎝）に右足を乗せて乗り越え、左足から空パレット

に着地した際、パレットの天面の窪みに躓いて左足首を捻り、左肘と左手首、

そのあと左側頭部を床にぶつけた。

46
100～

299



12 14~15
荷降ろし作業中に、パワーゲート上の車止めを仕掛けようと、ゲートの端に移

動した際に足を滑らせ転落した。
56

100～

299

12 14~15
本社駐車場にてクレーン作業の練習中、トラックの荷台から降りるとき（脚立

使用）、足を滑らせて落下した。
46

30～

49

12 10~11

現場で荷卸し後、道具を片付けるためにシートデッキに登り、降りようとした

ときにトラック据え付けの梯子から足を踏み外し、車輌側面に位置するU字溝に

落下し、右足踵を骨折した。

38
10～

29

12 7~8
リフトの積み込み作業を終え、荷台の上を歩いていたところ、荷台が凍ってい

たため滑って転倒し、右肩を骨折した。
61

10～

29

12 12~13
配送先にて、ガスボンベを車の荷台から降ろす作業中、足が滑って道路に落下

し、その際に左足を捻り負傷した。
49

10～

29

12 7~8
当社営業所車庫にて、荷物を荷台より倉庫に積み降ろし作業中に、荷台にて足

を滑らし、肩から落下した（約1.5m）。
50

10～

29

12 15~16

4tウイング車の荷台に上がり、フォークリフトで運ばれてきた荷物を次々に台に

積んでいく作業の終盤、荷台に空きスペースがあまりない状況でPPバンドで束

ねられた荷物を移動したところ、PPバンドが切れた。 その勢いで体勢を崩し、

踏みとどまるスペースがなかったため地面に落下した。

52
30～

49

12 17~18

車庫洗車場にて、タンクローリーの外観を洗車し、キャビンとタンクの間のタ

ンク側をウエスで拭いているときに、バランスを崩して高さ約1.8mのステップ

から後ろ向きに飛び降りた。 両足で着地したが踵から着地したため、両足の踵

を負傷した。

51
50～

99

12 17~18
当社ガレージ内にて、入庫時に運転席から下車しようとしたところ、足が滑っ

て尻もちをついた。
51

30～

49

12 16~17
当社構内にて、トラックに荷物を積む作業中、荷台の上で足を滑らせて転倒

し、そのまま荷台（地上約1m）から地面に落ち、背中を強打した。
55

30～

49

12 10~11

待機場所でトレーラーの作業油を注ぎ足すため、車両の連結部に上ったとこ

ろ、吹雪の中、足元の雪と強風のためにバランスを崩し、約1.7mの高さより落 63
50～

99



下した。 その際、右肩を下にして落下したため、右鎖骨を骨折した。

12 18~19
住宅街の道路に駐車し、荷台に上って荷物を整理していたとき、足を踏み外し

て荷台から落下し、左肩を打撲した。
50

50～

99

12 16~17

当社車庫において、年末最後の車庫および近辺の大掃除を従業員全員で行って

いた。 隣接する道路脇でトラック走行の邪魔になっていた木の枝を切ろうとし

て、2人で1.5m程の高さがあるコンクリートの石垣に上がった。 枝の端をつか

もう少し跳んだところ、誤って下に落ち、左足を負傷した。

31 1～9

12 15~16

請負先での事務所移転作業に従事中、トラックの荷台から資材を降ろす際に、

足を滑らせ、荷台から転落した。 転落した際に右手を地面につき、右手首を骨

折した。

47
50～

99

12 7~8
商品を運搬中、商品の箱（1箱25㎏）を抱えて地下街へ下りる階段を下りている

ときに、踏み外して転倒し、右足前部を負傷した。
45

10～

29

12 10~11

配達作業（荷卸し）が終了し、少し移動してトラックの荷台の片づけをしよう

とした。 片付け作業中、荷台に立て掛けていた10枚のベニア板（縦180㎝×横

91㎝）が、風により倒れてきたため、それを避けようとしてトラックの荷台か

ら転落した。

36
10～

29

12 14~15

物流施設内の製品養生場所（地上から1.2m位の位置にあるホーム）で、製品の

積み込み作業をしている際、荷崩れ防止のためにストレッチフィルムを巻いて

いたとき、誤って足が滑り、落下して負傷した。

32
30～

49

12 21~22
帰社後、トラックをホームに着車し、荷物を下ろそうと荷台に乗り込む際、左

足を滑らせてトラックとホームの間に落ち、左足膝下を裂傷した。
22

30～

49

12 13~14

会社駐車場にて、大型トラックから降りるときに足を踏み外し、約1.5m落下し

た。 その際に地面に尻部を、車体に肩と頭をぶつけ、尻部と肩を打撲し、頭か

ら少し血が出た。 また、腰椎左横突起骨折の疑いもある。

50
30～

49

12 17~18

倉庫内で荷下ろし作業中、フレコンバックを天井クレーンに掛ける際、高さ約

80㎝のフレコンバックの上に立っていて、そのときバランスを崩して、後ろ向

きに飛び下りた。 その際、着地で踵を痛めた。

53
10～

29



12 23~24
荷積作業終了後、プラットフォームから下に降りる階段で、巡回に来た警備員

に声をかけられ、びっくりし、階段から約1.5m下に転落した。
58 1～9

12 12~13

自社駐車場にて、パレット積みの荷物をトラックの庫内へ積み込み作業中、具

合よく入らなかったので入れ直そうとして、バックしようと引っぱったときに

スケーターのレバーが外れ、その反動でその場に一度尻もちをつき、そのまま

1m20㎝下のアスファルト地面へ転落した。

56
10～

29

12 16~17

倉庫にて、プラスチックコンテナ（30㎝×40㎝）を一人で持ち、階段（段差20

㎝）を後ろ向きで4段位降りたとき、最後の一段を踏み外して転倒してしまい、

左足腓骨を骨折してしまった。

53
10～

29

12 6~7
構内で車両に積み込みを終えて、ステップから降りる際、右足を踏み外して地

面に落下し、右手・右足に打撲・擦り傷・腫れを負い、前歯1本が欠けた。
53

30～

49

12 8~9

積み荷の材木を降ろす準備で、トラックの荷台のあおりを下げて、へりに立ち

ラッシングベルトを緩めようとしていたところ、靴についていた雪で滑ってバ

ランスを崩し、落ちそうになった。 その際、体を捻りながら落下していき、右

足の踵を地面に強打した。

47
10～

29

12 7~8

ダンボールの荷をトラックからホームに降ろす作業中、トラックとホームの段

差が約1m程あり、トラックからホームに降ろすときにトラックの天井で頭部を

打ち、バランスがとれなくなり、トラックと階段の隙間に落下し負傷した。

29
10～

29

12 22~23
トラックからホームへ荷物を下ろす際、間が20㎝ほど空いていたので、誤って

左足を踏み外し、下に落ちて負傷した。
41

30～

49

12 15~16

食品物流倉庫で棚卸しの際、高さ1m位に位置したパレット（縦70㎝、横1m10

㎝）の上に乗り、棚卸しの食品を点検中に右足を踏み外し、顔からコンクリー

ト地面に落下した。 その際に顔面を打撲し、鼻から出血し、右肋骨を骨折して

救急車にて病院へ搬送された。

34
10～

29

12 11~12

木材チップ工場チップサイロ下にトラックを停止し、車両取付の梯子を上り、

（運転席の作業台からトラック荷台へ下り、サイロ蓋を開けてチップを落とし

込む作業にかかる前に）、作業台の上からバランスを崩し、3m下の路上へ落下
60

100～

299



した。 その際、右腰部分から落ち、右側腰部・肋骨・鎖骨を骨折した。

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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